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　召喚粒子マテリアとは、世界の残ざん滓しである。

　繰り返される生、繰り返される歴史、繰り返される時の流れの残ざん骸がいが、崩れ、新たなる世界に降り積もったものである。

　それは過去を自らの内に記憶し、正しき手順を踏む者の前にのみ姿を示す。

　それは既に終わった歴史の欠片かけら。

　故に、召しよう喚かん術じゆつによって実体化されるそれは亡霊レヴナントと呼ばれる。

　亡霊は過去のものであり、この世界に在あることを許されない、仮かり初そめの存在である。

　しかし、亡霊を再び生せい者じやたらしめる方法が一つだけある。

　あらゆる歴史の記憶の凝ぎよう縮しゆく、すべての召喚粒子の源みなもと、繰り返される世界の原動力。

　すなわち、世界を永劫回帰させる原初の物質──。

　──智慧の樹の実エリクシール・マテリアである。





──著者不明『召喚術大全』より
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　別れの記憶は花の中にあった。




　幼いレイナは、花が咲き乱れる丘を、かき分けるようにして兄の元へと走った。

「お兄様！」

　黒い外がい套とうの旅りよ装そうに身を包んだ兄は、馬車に乗り込もうとしていた足を下ろして、彼女の方を振り向いた。

「レイナ」

　彼は、勢い止まらず飛とび込んできたレイナを受け止め、抱き上げた。

　十も歳としの離れた、凛り々りしい兄の顔が間近に迫る。

　レイナと同じ金色の髪、清せい水すいをたたえたような青い両りよう眼め。

　眉まゆや鼻はな筋すじは厳格な父によく似ている。

　だが、柔らかい微笑ほほえみは母に似ていた。

「どうしたんだい、レイナ。父上の仕事についていくと言っていたのに」

「…………」

　レイナは言葉もなく首を振る。

　父は近隣の騎き士したちとの会合に出席して不在だった。

　レイナも、兄の見送りよりも、そちらに出るべきだと思っていた。それが騎士の務つとめだと。けれど……。

「……でもっ……召しよう喚かん学院はとっても遠いのでしょう？　馬車で何日もかかるくらい」

「そうだね」

「わたし、わたしは、もっとお兄様と、そのっ……」

　うまく言葉が出てこない。

　兄と一緒にやりたいことがたくさんあった。

　もう少し大きくなれば、レイナも剣けん術じゆつや馬ば術じゆつを学ぶ。

　そうしたら、遊びではなく真剣に、兄と共に色々な稽けい古こができると思っていた。

　一人の騎士として、兄と向き合えると、そう思っていた。

　けれど……。

「分かった」

　兄は、そっとレイナを降ろすと、外套から何かを取り出した。

　それは二つの十じゆう字じ架か。

　金きん鎖さの先にペンダントトップとして取り付けられた、小さな飾り十字だった。

　その片方を彼は自分の首に下げ、もう片方をレイナの首にかけてくれた。

「お兄様？」

「これは、約束の証あかしだ」

　真まっ直すぐにこちらを見て言ってくる兄に、レイナは首を傾かしげた。

「約束？」

「そうだ。昔の騎き士しは、十じゆう字じ架かに誓ちかいを立てた。だからレイナと私も誓いを立てるんだ。二人とも必ず立派な騎士になって、再び出会おう、ってね。それまではちょっとの間お別れだけど……我が慢まんできるかな」

「う……っ」

　レイナは、溢あふれそうになる涙を飲み込んで、両手をガッチリと握にぎりしめて頷うなずいた。

「……なるっ……なります！　レイナは、お兄様みたいな、立派な騎士になります！」

「はは、その意気だ。もちろん私もまだまだだけどね。もっと強くならなくちゃ」

　兄は、ポンとレイナの頭に手を乗せて、

「お互い、頑がん張ばろう」

「…………はいっ」

　その温かい手のひらに安あん堵どを憶おぼえて。













　けれど、かけられた言葉には、対等に扱われたような誇ほこらしさを感じて。

　レイナは大きく答えを返した。




　そして兄は旅立っていった。

　立派な騎き士しになるために。

　父の跡あとを継つぐべく、召喚術師サマナーとなるために。

　クローディア召しよう喚かん学院へと。

　だが……。




　──翌年、彼は、夏休みの帰省の途中で忽こつ然ぜんと姿を晦くらまし、以来消息不明となる。




　レイナに残されたのは、兄が学院から送ってくれた数通の手紙。

　代々ブラッドフォード家の主あるじが契けい約やくする、召喚獣レヴナントのネフィリム。

　そして、金色の小さな十じゆう字じ架かと共に交わした、約束。

　それだけだった。
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「よ、よせユリノ、早まるなっ」

　アークは追い詰められていた。

　逃げ場のない狭い室内。窓は小さく人が潜くぐれるサイズではない。

　唯一の逃走経路であるドアは、相手が塞ふさいでいた。

　武器になるようなものは何もない。

　というか、アークは何も身につけていなかった。

　全裸である。

　そしてここは風呂である。

　金属の浴よく槽そうにタップリと溜ためた湯からは、もうもうと湯ゆ気げが立ち上っている。

　それが幸いにも、アークと相手の身体からだを、お互いの視界から遮さえぎってくれていた。

　そう、相手も全裸なのである。

「……早まってない。熟じゆく慮りよの末、アークの身体を洗うのに私の手助けが必要と判断した」

「必要ねえよ！　怪け我がはとっくに治ってんだ！」

　アークは腕を振ってみせる。

　先月の、ランドルフと名乗る謎の召喚術師サマナーと、その召喚獣レヴナントであるベリアルによる、クローディア召しよう喚かん学院襲しゆう撃げき事件。

　その際、アークは左腕を骨折した。

　もしアークとユリノが彼らを撃げき退たいできなければ、三百名近くの学院生徒が殺されるところだったことを考えれば、代だい償しようとしたら安いものだが。

　その怪け我がも完治していた。

　学院には治ち療りよう班として、治癒系の召喚獣を使し役えきする術じゆつ師しが多くいる。おかげで、アークの腕は翌日にはほぼ元通りになっていた。

　日常生活にも、戦せん闘とう訓くん練れんにも、もうなんの支し障しようもない。

　しかし、相手はその様子を見ても納得しない。

「……無理はよくない。もし無理をして後こう遺い症しようが残ったりしたら困る。だから恥ずかしいけど、頑がん張ばる」

「嘘うそをつくな！　それのどこが恥ずかしがってるってんだ！」

　アークは浴よく槽そうの中に逃げ込みながら指摘する。

　相手は──ユリノはタオルで石せつ鹸けんを泡立てると、その泡を自分の身体からだに乗せはじめる。

　思わず目を見張る大きな胸。キュッと締まったウエストに、形よく窪くぼんだおへそ。緩やかに広がる腰、うっすらと陰かげに隠れる股間と、危うく見えかけていた危険な箇か所しよが、白い泡状ガードによって隠されていく。

　しかし油断はできない。

　泡を下着のように纏まとったユリノは、たふんたふんと胸を揺らしながら、浴槽へと迫ってくる。

「……ほらアーク、洗ってあげるから、早く浴槽から出て。全身くまなく、私の身体を擦こすり付けて洗ってあげる。私の身体も同時に洗えるから、一石二鳥」

「お前は身体洗う必要ないだろ！」

　アークは喚わめく。

　そう、ユリノは今日のように、戦闘訓練をして汗をかいても、風呂に入る必要がない。

　ユリノ・ホークウッドは死者である。

　昨年の夏、『事故』によって二人が乗っていた馬車が崖がけから転落し、ユリノは命を落とした。

　その遺い体たいは二人の故こ郷きようであるノックスに運ばれ、そこで葬そう儀ぎが行われた。

　遺体は棺ひつぎに納められて、今は地面の下にある。

　しかし、一カ月前。アークは彼女の魂たましいを召喚した。

　冥めい界かいから引き戻した魂を、召気アニムスと呼ばれるエネルギーによって、空気中に充みちる召喚粒子マテリアに定着させることで、彼女の生前の姿を再現した。

　今のユリノは、アークを召喚主マスターとする召喚獣レヴナントとして、生きていたときと同じように振る舞うことができる。

　しかし当然、人間と召喚獣ではその存在の在あり方が根本的に違う。

　アークが持つ召気アニムスがなければ実体化を維い持じできない彼女は、アークから離れることができない。

　例外的に、この旧学生寮りようのユリノの部屋に描かれた召しよう喚かん陣じんの効果が及ぶ範囲ならば一人でいることもできるが、自由に行動することはできない。

　身体からだが普通の物質ではないので、食事をする必要がないし、身体が汗で汚れたりもしない、というわけだ。

　ある意味では便利だが、だからといってこのままでいいとは思えない。

　だからアークは、ユリノを本当の人間に戻したい──完全な形で蘇よみがえらせたいと願っている。

　ただ、そのことを妙に気にするのも嫌なので、こういうときは軽口のように言ったりもするが……。

「だいたい身体はもう洗い終わったんだ！　ゆっくり湯船に浸つからせろ！」

「……むぅ。仕方ない」

　とユリノは、手て桶おけで湯を汲くんで、身体の泡を落とす。

　ようやく出て行ってくれるか──そんなわけはなかった。

「……じゃあ一緒に浸かろう。お湯の中で、火ほ照てった身体を絡ませて、チャプチャプクチュクチュしよう……」

「わーばか！　入ってくんな！」

　無表情なのに興こう奮ふんしているのが明らかという、彼女にしかできなそうな顔で、ユリノは湯船に足を乗せる。

　片足を上げれば、当然陰かげになっている部分がより見えやすくなるし、接近しているから湯ゆ気げのステルス効果も弱い。

　やばいマズい──このままでは理性を抑え切れない。

　と、そこへ。




「いったい何をやっていますの、貴方あなたたちは!?」




　不意に風呂場のドアが開いて、ソプラノボイスが叩たたきつけられた。

　わんわんと反はん響きようする声に目を向ければ、そこには碧へき眼がんを吊り上げてアークたちを睨にらむ、金色の髪の少女が立っていた。

「レイナ……」

　アークは彼女の名を呟つぶやく。

　勇ましくも高貴な雰ふん囲い気きを漂ただよわせる彼女は、騎き士しの名門ブラッドフォード家の令れい嬢じようだ。

　学院の制服を学帽までキッチリと身につけ、腰に巻いたベルトに愛用の片手剣シヨートソードを提さげたその姿は、どこか軍人らしくもある。

　しかし彼女は、全裸のアークとユリノを見た途と端たん、堂々とした態度をすぐに崩して、

「きゃあっ！」

　短く悲鳴を上げて数歩後ずさった。

「ななななな何を考えておりますのこの変態！　変なものを見せないでください！」

「お前が勝手にドアを開けたんだよな!?」

　アークは湯船に身体からだを沈めながらツッコむ。

　しかしユリノのほうは、むしろ堂々と腰に両手を当て、レイナに立ちはだかる。

　アークからはキュッとして丸いおしりが丸見えだ。

「な、なんですの？」

「……変なものなんてアークに失礼。謝るべき」

「は、はぁ？」

　ユリノの発言にレイナは困こん惑わくを隠せない様子である。

「変なものを変なものと言って何が悪いんですのっ」

「……変じゃない。アークのは立派。見もしないで憶おく測そくで物を言うべきじゃない」

「な、な、な……」

　一音発するごとにレイナの顔はトマトが熟すみたいに真まっ赤かになっていく。

　彼女はキッとアークの方に視線を向けると、

「貴方あなたは性しよう懲こりもなく、召喚獣レヴナントとそういうことをしておりますのねっ！　彼女がユリノ本人とはいえ……国令違反ですわっ!!」

「落ち着け！　何を想像してる!?」

　レイナまでこっちに近づいてきそうで、アークは慌てて声を上げる。

　ミスティア共和国の国令──人間と召喚獣との性行為は禁止──レイナはそのことを言っているのだろう。

　道徳的な意味合いだと思っていたこの禁止事項、どうも裏にはそれ以外の事情があるようなのだが……それはともかく。

「そもそも神聖なる学まなび舎やで、そのような行為に及ぶこと自体信じられませんわ！　二人きりなのをいいことにあんなことやこんなことを……破は廉れん恥ちなっ！」

　自分で勝手に想像して、ますます赤くなるレイナ。

「だから落ち着けって！　そんな行為はしていない。ユリノも、見たとか適当なこと言うなよ」

「……でも、見たよ。この前」

「見せた憶おぼえはないぞ」

「……この前の、海で。ロザリア先生のトラップで三人の水着が破れたとき」

「あ…………」

　そういえば。直後にランドルフとの戦せん闘とうがあったので忘れていた。

　そんなこともあった。

　同じ場にいたレイナは、頭から湯ゆ気げを発しそうなほどに激げつ高こうして、

「すす、すっかり忘れていましたわ！　あのときの屈くつ辱じよく、今こそ晴らさせていただきますわよ！」

「こんなところで剣を抜こうとするな！　大体──レイナ、お前なんの用でわざわざ来たんだよ」

　アークとユリノがいるここ──旧学生寮りようは学院の本校舎から少し離れている。

　その上、レイナがいる女子寮は学院の反対側だ。

「そ、それは……ちょっと、貴方あなたの様子を見ようと思いまして……」

「俺おれの？」

「け、怪け我がの具合はもうよろしいのかと……何か不都合があればお手伝いを……と……」

　さっきまでの勢いはどこへ行ったのか、レイナの声は小さく萎しぼんでいく。

　アークは溜ため息いきを吐つく。

「お前もか……もうとっくに完治してるっての」

「そ、そうですか……そうですわよね……」

　ガッカリした様子で項うな垂だれるレイナ。

　このお嬢じよう様さま、アークとの召喚対戦サモン・クルセイドの試合以来、やたらとアークに絡んでくるようになった。

　どうやら、アークに勝ちを譲ゆずられたような形になったのが納得いかないらしく、再戦して決着をつけろとしつこく言ってくるのだ。

（今回も大おお方かた、怪我が治ったなら決闘しろ、とか言うつもりなんだろ）

　それにしては、なぜ完治したと聞いてガッカリしているのかよく分からないが……。

「とにかく、風呂くらい一人で入れるからとっとと出てってくれ」

「……そう。お邪じや魔ま虫むしは退散すべき。しっしっ」

「お前も出てくんだよ！」

　手を振りながら抱きついてこようとするユリノを、アークは用意しておいた手て桶おけで押おし退のけながら叫んだ。





　　　　○






　ミスティア共和国立クローディア召しよう喚かん学院。

　百年前に大陸全土を荒こう廃はいさせた《大戦争グランウオー》を終結に導いた《終戦の英えい雄ゆう》クローディア・ハイライン。

　彼女の遺い志しにより設立された、大陸唯一の召喚術師サマナー養成機関である。

　その学院を舞台に、実じつ践せん訓くん練れんの一いつ環かんとして行われているのが召喚対戦サモン・クルセイドだ。

　第二学年から第三学年までの二年間、およそ週一回の総当たり戦で参加者が覇はを競う。

　形式は召喚獣レヴナントと召喚主マスターが共に戦う、いわゆるタッグバトルだ。

　そして約八十の勝負を戦い抜き、頂点に立った者には聖召喚騎士サモン・クルセイダーの称しよう号ごうが与えられる。

　多くの生徒がその栄えい誉よのために、あるいは得られる恩おん恵けいのために、危険を顧かえりみず闘いに身を投じる。

　アークもその一人である。

　彼の目的は、聖召喚騎士の称号によって得られる、ミスティア大学への無む償しよう入学権。

『賢人の庭』と称され、あらゆる知識が集つどうとされるそこで、ユリノを完全な人間として蘇よみがえらせる方法を手に入れる──それがアークの目的だ。

　そのためにも、二年間の試合で上位五位へ入る必要がある。

　第三学年の最後にその五名によって決勝戦が行われ、優勝者が決定されるからだ。

　対して、アークの現在の順位は……。

「３勝19敗──五十四人中五十位か……」

「……先週より、三位上がった」

　アークとユリノは、眼前に張り出されている羊よう皮ひ紙しを見て呟つぶやく。

　風呂場でのユリノとレイナの乱入騒ぎがあった翌日の放課後。

　学院校舎の玄関ホールにある告知板の前である。

　校舎の中央近くにあるここは、いつも混み合っている。

　玄関を出入りする生徒、階段から二階へ向かう生徒、隣の食堂を行き来する生徒、告知板を見にくる生徒が入り乱れるためだ。

　その上今は、入口の復ふつ旧きゆう作業のための資材が置かれていて、余計手て狭ぜまな感じだ。

　先日のランドルフ襲しゆう撃げき騒ぎの際に、巨きよ龍りゆうと化して暴れ回った召喚獣ベリアルが校舎を破壊したせいである。

　お陰かげで、告知板を見るのも一苦労だ。

　アークの戦せん績せき、十九敗のうち十八試合は、ユリノを召喚できていなかったので出場できなかったための不戦敗。残り一試合は、レイナとの対戦である。

　彼女との試合のあとの一カ月──三試合、アークは総すべて勝利を収めていた。

　それは、召気アニムスを操れるというアークの体質を利用した、やや特殊な戦法のお陰かげでもあるが、組み合わせの運もあるだろう。

　どの試合も、相手はそれほどの強敵ではなかった。

　なんにせよまだまだ先は長い。

　アークの上には四十九人の出場者がいて、上位には未いまだ無敗の者もいる──。

　その壁を崩さなければ、アークの優勝はない。

「ま、コツコツやってくしかねえか」

「……うん。負ける気はしない」




「そりゃ威い勢せいのいい話だね」




　と、不意に声をかけられて目を向けると、見知った顔があった。

「えーと、確か──」

「シルヴィア・オルコットだよっ！　酷ひどいな、忘れるなんて」

「わりい……」

　銀色の髪に緑色の両りよう眼めの、どこかボーイッシュな雰ふん囲い気きの女子生徒だ。

　制服は動きやすいようにか袖そでをバッサリとカットし、スカートにもスリットを入れている。代わりというようにスパッツを履はき、長なが手て袋ぶくろを着けていて、ほぼ原形をとどめていない。

　赤い腕わん章しようと、胸部を覆おおうプレートメイルから、彼女が生徒運営の警備組織、風紀隊フオルテイスのメンバーであることが分かる。

　武器の三日月斧バルデイツシユはさすがに持ち歩いていないようだ。

　彼女とは、前に学院の最も寄よりのハイライン市に出かけたときに知り合った。

　学院に侵入していたベリアルを彼女が追っていて、そこにアークたちが巻き込まれたのだ。

「で？　どうしたんだシルヴィア。お前も告知板を見にきたのか？」

「まーそれもあるけどね。どっちかというとそれはついで。ご飯を食べに来たんだよ」

　と食堂の入口を指さすシルヴィア。

「なんだ、昼食べるヒマなかったのか？」

「え？　食べたよ？　ご飯って一日五回でしょ？　朝と午前とお昼と午後と夜」

「…………」

　そうだった、こいつはこういう奴やつだった、とアークは呆あきれながら思い出す。

「それよりアーク。随ずい分ぶんな自信じゃない。この順位で、今から勝ち上がるつもり？」

「ああ、そのつもりで戦ってるぜ、俺おれたちはな。何か文句でもあるのか？」

「ううん、その逆。ボク、アークと戦うの楽しみにしてるからね」

　ケラケラと笑うシルヴィアに、アークは目を細める。

「へえ……そりゃまたどういうわけだ？　お前だって優勝候補の一角だろうに。なんで俺おれなんか気にする？」

　全勝でこそないものの、彼女もトップテンに名を連ねる一人だったはずだ。

「キミたちの妙な戦法に興きよう味みがあるのさ。やっぱり未知の相手との勝負って、たまらないよね。ゾクゾクするよぅ」

　と、彼女は自分を抱きしめるようにしながら身体からだをくねらせる。

　どうやら、食べ物だけでなく、戦せん闘とうに対しても貪どん欲よくらしい。

「ま、そんなわけで、ボクと戦う前にリタイアされるとつまらないからさ。ささやかな警告だよ」

「？」

　不意に差し向けられたシルヴィアの指の先を追えば、告知板に貼られた別の羊よう皮ひ紙し──来週の試合の予定が書かれた紙があった。

「次のキミの対戦相手には気をつけた方がいいよ」

「？　……レスター・ブラン、か。見み憶おぼえのない名前だけど」

　とアークは隣の順位表に目をやる。その名はアークに近いところにあった。

　四十六位。戦せん績せきは６勝16敗。大した成績ではない。

「……弱い」

「なんだよ、警戒するような相手じゃねえだろ」

　怪け訝げんな顔をする二人に、シルヴィアはニヤリと笑みを浮かべて、

「戦績だけ見るとね」

「どういう意味だ……？」

「こいつの対戦相手はね、勝者も含めて全員、大おお怪け我がして病院送りになってるんだ」

「なっ……」

　アークのこの間の骨折もそうだが、大抵の怪我は、学院の術じゆつ師しが持つ治ち療りよう系の召喚獣レヴナントによって治すことが可能だ。

　病院に送られたということは、それすら追いつかないほどの大怪我だったということになる。

「ま、そういうわけだからさ。戦闘不能で出場辞退、なんて情けないことはナシにしてよね。あぅう……いっぱい喋しやべったらお腹なかすいて気持ち悪くなってきた……じゃねー」

　ブンブン手を振りながら、シルヴィアは食堂の方へ駆けていった。

「……アーク」

　どこか不安げに見上げてくるユリノに、アークは笑みを返す。

「なんて顔してるんだ。心配することねえよ。要は、怪け我がなんかする前に、このレスターって奴やつをぶっ倒してやりゃあいいんだ」

　そう。

　どちらにしろ、こんなところで足踏みしているわけにはいかないのだ。

　自分たちは、勝ち進まなければならない。

　改めて次の対戦相手の名前を視界に収め、アークは両の拳こぶしを固く握にぎりしめた。





　　　　○






　そこは、暗くら闇やみの中だった。

　入ってきた扉を閉じることで、外からの光は完全に鎖とざされる。

　全く視界がきかないが、この部屋に何もないことは分かっている。

　彼は躊ちゆう躇ちよなく数歩を前に進めた。

『止まれ』

　不意に、奇妙に反はん響きようした声が聞こえて、彼は足を止める。

　と、その周りに唐突に光が生まれた。

　何もなかったはずの室内に五つの卓、五つの椅子が現れ、五人の人間の姿が彼を取り囲む。

　五人ともが時代錯誤な魔術師のようなローブを纏まとい、フードを目ま深ぶかに被っている。そのため、どの者の人にん相そうも良くは分からなかった。

　その中の一人、おそらくは一番老ろう齢れいの男が口を開く。

『では報告を聞こうか──ランドルフ』

　その傲ごう慢まんな響きに彼は苛いら立だちを覚えるが、表には出さず、言葉を発した。

　先日のクローディア召しよう喚かん学院襲しゆう撃げきに関する報告。

　かなり騒ぎは大きくなってしまった。一方で、成果はゼロだ。

　ランドルフが、学院から持ち出すようにと命じられた品──《智慧の樹の実エリクシール・マテリア》──その保管場所すら発見することはできなかった。

　ランドルフが淡々とそれを口にすると、周囲の者たちは不満気な唸うなり声を漏もらした。

『よくも抜け抜けと──』

『我らの大義をなんと心得て──』

　そんな、ランドルフを批ひ難なんする言葉も聞こえてくる。

　よくできた幻影だと、ランドルフは内心で毒づく。

　周囲の五人──ランドルフが所属する組織の幹かん部ぶたち──は、現実にこの場にいるわけではない。

　彼らの内の誰かの召喚獣レヴナントの能力によって姿だけをこの場に転送しているのだ。

　彼らが実際に世界のどこにいるのか、ランドルフにも分からない。

　全員が同じ場所に集まっているわけですらないだろう。

（徹てつ底ていした秘密主義──本部がどこにあるのか、こうして幹かん部ぶの顔を拝おがめる程度の立場の俺おれでさえ知らない……ったく、薄気味悪い集団だぜ）

　とランドルフは、今度はどこか皮肉げに思う。

　それは、そんな組織に望んで所属している自分に対する皮肉でもあった。

『皆さん、落ち着いてください』

　と、ランドルフを批ひ難なんする声を割って、響く声があった。

　五人の中では一番若いであろう男。幹部連の中では一番の新しん参ざん者ものだろう彼は、ランドルフに向けて言ってくる。

『君とベリアルが撤てつ退たいしたということは、何か余よ程ほどの障害が発生した。違うか？』

「…………」

　助けられた、という感覚よりは、相手の冷静さに警戒心を抱きつつ、ランドルフは頷うなずいた。

　そして報告を続ける。

　ランドルフを撃げき退たいした学院生徒について。ランドルフと同じく、召気アニムスを操ることが可能な体質を持った人間──《永続の神勢アイオーン》がいたことについて。

『なんと……天然の《永続の神勢》とは』

『これは吉きつ報ぽうだな……』

　ランドルフが予想していたとおりだった。

　あの少年──と言っても、歳としは彼と大差ないだろうが──のことを持ち出した途と端たん、幹部の態度は急変した。

　分かりやすい──あるいは、扱いやすい、とランドルフは口の端を歪ゆがめて笑う。

『なるほど』

　ただ──この、一番若い男、彼だけは例外だ、とランドルフは思う。

　ラウルという名前だったはずだ──その最年少の幹部は、周りの幹部たちに向けて声を放つ。

『いかがでしょう、皆さん。この件、私にお任せくださいませんか。召しよう喚かん学院に《永続の神勢》がいるのなら、彼とはやや相性が悪い。他に対応できる者も少ない。幸い、学院へ赴おもむくにも、私なら手近だ──』

　幹部連から反対の声は出なかった。

　ラウルは綺き麗れいな一礼をしてみせる。

　幹部たちは互いに頷き合うと、静かに指示してくる。

『以上だ。次の命あるまで待機せよ』

　その言葉に、ランドルフはぞんざいに頭を下げ、組織の定型句で返す。

「……黒き神の復活のために」

『『『『『黒き神の復活のために』』』』』

　同じように唱しよう和わし、五つの光は姿を消した。

　再び、充みちる闇やみ。

　ランドルフは百八十度身を転じると、部屋を出た。





　　　　○






「ランドルフ、おっかえりー！」

　廊ろう下かに出ると、壁に寄りかかっていたベリアルが飛とびついてきた。

　褐かつ色しよく肌にピンク色の髪、血のように赤い瞳ひとみ。

　下着のように布面積の少ない服を身につけた彼女は、人間ではない。

　その証あかしというように、両耳の先がつまみ上げたように尖とがっているし、背中からはコウモリのような羽が、尻からは細い尻尾が生えていて、ユラユラと揺れている。

　召喚獣レヴナント──悪あく魔まであるその少女は、宙をフワフワと漂ただよってランドルフにしがみついてきた。

「もーヒマヒマヒマヒマだったよー。ランドルフ時間かかりすぎぃ、すぐ終わるって言ってたじゃーん」

「あーうるせえな。十分も経たってねえだろ」

　スリスリと身体からだを擦こすり付けてくるベリアルを、ランドルフは鬱うつ陶とうしそうに突き飛ばす。

　彼女は「ひゃん」と声を上げながら離れるが、床に落ちることはなく、空中でくるくると回転した。

　ベリアルは独立召喚インデイペンドという方法で召しよう喚かんされている。

　多くの召喚術師サマナーが使用する従属召喚リストレイントと異なり、召喚獣を常に実体化しておく方法である。

　より多量の召気アニムスや複雑な術式を必要とするが、高位の召喚獣──天使や悪魔、あるいは人間の死者の魂たましい──は独立召喚式でないと契けい約やくできない。

「で？　どうだったのー？」

「あぁ、予想通りだ」

　二人は廊下を歩き出しながら言葉を交わす。

「最初はごちゃごちゃ言ってたが、アレのことを話したら、途と端たんに鎮しずまりやがった。ったく、どいつもこいつも、分かりやすいぜ」

「アレ──？」

「もう忘れたのか？　お前をぶっ倒したガキのことだよ」

「ああー！　あのイチャイチャ引っ付いて暑苦しかった奴やつら！　ベルベルが気分よく暴れてたのに周りでウロチョロして、最後にはチューとかしてパワーアップして、もーホント鬱うつ陶とうしかったよー」

「お前……自分も同じことしてるって自覚はねえのか？」

　呆あきれた顔で言うランドルフに、ベリアルは唇を尖とがらせて、

「ベルベルはいーの！　でもあいつらは駄目なの！」

「わけ分かんねえよ」

　再び引っ付いてこようとするベリアルを予あらかじめ手で押しのけて牽けん制せいしておきながら、

「──ま、召しよう喚かん学院の件はラウルのやつが引き継つぐことになったし、俺おれらはしばらく用なしだ」

「やたー。じゃあ好きなだけイチャイチャできるねっ！」

「ああもう、うぜえな」

　手をすり抜けて迫ってこようとするベリアルと攻防を続けつつ、ランドルフは階段を上る。

　その先にある扉を開けると、ホテルの一室に出た。

　ここはミスティア共和国東部にある地方都市──クロフツ。

　このような、組織が所有し、表向きには普通の商館やホテルを装いながら、活動のための拠点として利用されている建物は大陸各地に何百とあった。

　その事実だけで、この組織──《生命の樹セフイロト》という名の結けつ社しやの影響力が分かる。

　あるいは、長年に渡り張り巡らされた根の深さ、と言えるだろうか。

「なんにせよ、しばらくは楽できるだろ──」




「済まないが、そういうわけにはいかない」




「っ!?」

　不意に響いた声に、ランドルフは咄とつ嗟さに身構える。

　視線を向けると、部屋の扉──ランドルフたちが出てきたのとは別の、ホテルの本来の廊ろう下かに出る扉だ──の横に、男が立っていた。

（くそっ……まるで気づかなかったぞ。相変わらず何をしてるのか分からねえ……）

　彼は任にん務むの遂すい行こう中だろうが日常だろうが、いつも周囲を警戒する癖くせがついている。

　それも、自らの召気アニムスを放ち探たん知ちするので、召喚獣レヴナントの能力によるステルスでも、大抵は見破ることができる。

　それをあっさり無視できるほどの技ぎ量りようの持ち主には、未いまだ出会ったことがなかった──このラウルという男を除いては。

　先ほど他の四人の幹かん部ぶとともにランドルフを囲んでいた彼は、組織の正式な服装である黒い教団服にローブを身につけていた。ローブにはフードが付いており、それを目ま深ぶかに被っているため視線は覗うかがえない。まるで時代遅れの魔法使いのような姿だった。

　年齢は二十代の後半といったところ──ただ、その精せい悍かんな雰ふん囲い気きからは、もっと歳とし若い印象を受ける。

「わーもう！　びっくりした！　勝手に入らないでよねーもうっ」

　ぷんぷんと怒るベリアルに、律りち儀ぎに「失礼した」と答えてから、男──ラウルはランドルフに向き直る。

「召しよう喚かん学院へ赴おもむく代わりに、私が行う予定だった任にん務むを頼みたい」

「まーそりゃ構わねえよ。俺おれだって組織に喰くわせてもらってんだ。仕事しなきゃ馘く首びになっちまうからな」

「えーランドルフはベルベルとイチャイチャするので忙しいのー」

「うるせえ、ちょっと黙ってろ」

　ランドルフはベリアルの唇を親指と人差指でつまんだ。

　んむー！　と騒ぐ彼女を無視してラウルに問う。

「で？　任務ってのは？　今度は何を回収しろってんだ？」

「なに、こちらは場所もハッキリしている。障害もないだろうしな──」

　そしてラウルは、目的のものについて説明する。

　それを聞いて、ランドルフは知らず知らず眉まゆをひそめていた。

「そりゃ──確かに面倒じゃねえだろうが、なんでそんなもんが必要なんだ？　まさか、それが器になるのか？」

「それは、知らせるわけにはいかない。だが、我らの目的のために欠かせぬものだ」

「目的、ね……」

　ランドルフは皮肉げにその言葉を繰り返す。

《生命の樹セフイロト》──大陸中に根を張るその巨大すぎる組織は、内部で様々な思おも惑わくが蠢うごめき、全容はまるで計り知れない。

　結けつ社しやの存在意義とでも言うべき『最終目的』についてはランドルフも当然把は握あくしているが、それをどのように達成するのか、自分がこれまで与えられてきた任務がそれにどうつながっているのかはまるで分かっていなかった。

　ランドルフが組織に身を置いている理由は、それとは全く関係のない個人的なものだ。

　だが──ランドルフよりも後から《生命の樹》に加わり、いつの間にか五人の幹部──《五行星ペンタグラム》の一人に収まっていたこのラウルという男は、それらを正確に理解しているようだった。

　組織の運営になど興きよう味みのないランドルフには、羨うらやましいとも思えなかったが、ラウルを警戒する理由は、それで一つ増えることになる。

　そんな内心の疑念やら何やらを総すべて振り払って、ランドルフは薄く笑みを浮かべる。

「──りょーかい。わけは分からんが、請け負ったぜ。あんたはあんたで、《智慧の樹の実エリクシール・マテリア》の回収、頑がん張ばってくれや」

「ああ……」

　ラウルは頷うなずくと、続けて言ってくる。

「ところで、先ほど言っていた学院の生徒──《永続の神勢アイオーン》だという少年について、詳しい話を聞かせてほしい」

「あ？　ああ、いいぜ──」

　ランドルフは相手に説明しながら思い出す。

　自分と同じく召気アニムスを操り、少女の姿の召喚獣レヴナントとともに、巨きよ龍りゆうとなったベリアルを打ち倒した少年──アーク、という名の召喚術師サマナー。

　まだまだその技術は未熟だった。

　だがそれは、伸びるだけの余力があるということでもある。

　いずれ再びまみえることがあれば──。

（それまで、ぶっ殺されないでいてくれりゃ有あり難がたいんだけどな……）

　そんなことを思いつつ、彼は知らず知らず、口の端を持ち上げていた。






第２章│新タナル襲撃者 [image: ] ─the Violator─









　翌週の第六曜日サトウルヌス。

　放課後の第五試合会場にアークとユリノは到着した。

「なんか、また観客の数が増えた気がするな」

　競技場への入口から周囲の観覧席を見てアークは呟つぶやいた。

「……アークと私のラブラブっぷりを見て参考にしたいっていうカップルが急増中」

「それはないと思うぞ……」

　おそらくは自分の戦い方が物珍しいのだろう、とアークは両手にはめた手甲ガントレツトを握にぎり、具合を確かめつつ思う。

　召気アニムスを操れる体質を利用した、召喚獣レヴナントであるユリノとの混戦戦法。

　本来ならば、召喚粒子マテリアで構成された召喚獣に、人間は攻撃を加えることができない。しかし、召気を打撃に付ふ与よすることで、アークはそれが可能だ。

　これを活用しない手はなかった。

　歴史上、召気を操ることができたと伝えられている人間は、《終戦の英えい雄ゆう》クローディア・ハイラインのみ。

　その、英雄と同じ能力を持つ召喚術師サマナー。

　この地域の観光事業としての側面も持つ召喚対戦サモン・クルセイドだ。

　見せ物として面白そうであれば、観客が集まるのも当然だろう。

　十八戦不戦敗の後、突とつ如じよ出場して優勝候補の一角《騎き士し姫》のレイナ・ブラッドフォードに勝利寸前まで迫り、その後は圧倒的な実力差で三連勝──その戦せん績せきも注目の理由としては充分だ。

（変に注目されても困るんだけどな）

　学院からは、人間の死者の魂たましいを召しよう喚かんしたことを漏もらさないように忠告されている。

　あまり目立ちたくはなかったが、勝つためならば、それも仕方ない。

「両者、入場」

　審しん判ぱん役の教師の声がして、アークとユリノは競技場に踏み込む。

「随ずい分ぶん歩きづれえな……」

「……ちょっと厄やつ介かいかも」

　第五試合会場は岩場のフィールドだった。

　全体的にゴツゴツとした凹おう凸とつの激しい地面で、あちらこちらに人が姿を隠せるほどの大岩も配されている。

　身を隠せるのは、ユリノのようなサイズの召喚獣レヴナントにとっては有利だが……。

「お前がアーク・ランバートか！」

　少し離れた岩の上に、巨きよ漢かんが立っていた。二メートルはあるだろうか。

　横よこ幅はばもかなりのものだが、太っているという感じはしなかった。筋肉質な印象だ。

　顔の周りを、ライオンのように髪と髭ひげが取り巻いている。古代の海を荒らし回ったというヴァイキングのような姿だ。その相そう貌ぼうは、アークと同じ年齢とは思えない。

「ぐはははは！　随ずい分ぶんと華きや奢しやだな！　召喚獣も小さい！　最近注目の選手というからどんなものかと思えば！」

　競技場中に響き渡る大声で笑う巨漢──対戦相手のレスター・ブラン。

　その手には、身長ほどもある巨大な鎚つちが握にぎられている。あれが彼の得え物ものなのだろう。

「……アーク、あいつ何も分かってない。言ってやって」

「おう──レスターっつったよな。でかけりゃいいってもんじゃねえんだぜ」

「……そう、形も大事」

「そうそう、形も……って何言ってんだ？」

「……それに私は着き痩やせする。脱いだらもっと大きい。アークにしか見せないけど」

「何の話をしてるんだお前!?」

「何って、おっぱ──」

「あーお前ら、いい加減にしろ」

　ユリノの言葉を、不ふ機き嫌げんそうな声が遮さえぎった。

　見れば、審しん判ぱん役としてアークたちとレスターの間に立っているのは、アークの担任教師──ロザリア・エインズワースだった。

　グレーを基き調ちようとした召しよう喚かん学院の教師制服であるスーツとローブ姿。

　普段はいつも咥くわえている黒煙草たばこは、さすがになかった。

　彼女は、教師というよりは、非合法組織の女ボスといった雰ふん囲い気きの、青色の鋭い眼めでアークたちを睨にらんでいた。

　ロザリアも、襲しゆう撃げき事件の際ランドルフとの戦せん闘とうで怪け我がをしていたが、もう完治している様子だった。

「珍しいな、ロザリア先生。審判役やってるなんて」

「この前の騒ぎ以降、ハイライン市の衛えい兵へい隊たいとの話し合いやら何やらで手が足りないんだよ。普段ならやりたくないさ、こんな面倒な仕事」

　憎にく々にくしげに言うロザリア。

　百年前の《大戦争グランウオー》以来、ミスティア共和国が平和を享きよう受じゆし続けていることと、大陸唯一の召喚術師サマナー養成機関としての権けん威いがあることから、この学院の警備はかなり緩くなっていた。

　クローディア・ハイラインの居きよ城じようでもあった校舎は、立入禁止区域でなければ、一般人が自由に見学できるほどだ。

　しかし、ランドルフ襲しゆう撃げき以降、さすがに警戒を強めたようだった。

　ここ一カ月、学院の敷地内で衛えい兵へい隊たい──共和国立の治安維い持じ組織──の姿をよく見かけるようになった。

「両者、召喚獣レヴナントの召しよう喚かんを」

　文句を言いつつも、ロザリアが規定どおりにそう告げた。

　その言葉に従って、レスターが召喚を行う。




「力こそが義なり。拳こぶしを奮ふるえ、敵を討うて、進撃せよ進撃せよ進撃せよ！　巨石の如ごとく雷の如く押し潰し叩たたきつけ破壊せよ！　グレンデル出しゆつ陣じん！」




　彼の傍かたわらに召喚粒子マテリアで構成された擬似召喚陣が現れる。

　すでに契けい約やくした召喚獣を、呪じゆ文もんの詠えい唱しようで実体化させる際に発生する魔ま法ほう陣じんである。

　擬似召喚陣はレスターの召気アニムスを得て形を組み換え、召喚獣の巨大な姿を実体化させた。

　硬こう質しつ化した緑色の肌に覆おおわれた巨人だ。

　レイナのネフィリムの倍以上──七メートルはあるだろうか。

　ただ、あの《騎き士し姫》の召喚獣が、全身に白い鎧よろいを纏まとったどこか神こう々ごうしい姿であるのに対し、この巨人──グレンデルは、野生という言葉が似合う印象だった。

　緑色の肌の奥で光る瞳ひとみは燃え盛る炎のように赤く血走っている。

　口からは幾本もの牙きばが生え、手や脚は身体からだに比して不釣り合いなほどに巨大だ。

　その手には召喚主マスターの得え物ものと似たような巨きよ鎚ついが握にぎられていた。

　人と竜の中間の姿、といった雰ふん囲い気きである。

「どうだ、我が召喚獣グレンデルの威い容ようは！　臆おくして頭こうべを垂れるならば今のうちだぞ！」

「はっ。でかけりゃいいってもんじゃねえって言ってるだろ──ユリノ！」

「……了解」

　アークの言葉に、ユリノが横に掲かかげた右手の先に光が溢あふれる。

　彼女の意思によって召喚粒子が実体化し、手に身長を超える長大な武器が出現した。

　薙刀なぎなた、と呼ばれる東洋の武器を、ユリノの好みでデザインアレンジしたものだ。

「ぐははは！　それが噂うわさの薙刀か！　見るからに面めん妖ようだな！」

　そう評し、ひとしきり笑い声を上げるレスター。

「お前のトンカチほどじゃねえだろ……」

　呆あきれ気ぎ味みに、しかしやや挑発するような口調で言いながら、アークは両手を構える。

　ユリノも薙刀の切っ先を持ち上げ、そしてレスターとグレンデルも、その巨大な得物を振り上げた。

「あー……早いとこ終わらせてくれよお前ら」

　盛り上がる気分を台無しにするようなことを呟つぶやいたあと、ロザリアは言い放つ。

「英えい雄ゆうの名のもとに、両者とも栄えい誉よある戦いを──対戦、開始」

　──瞬間、爆ばく砕さいの音と共に、競技場が震えた。





　　　　○






　爆砕音の原因は、レスターとその召喚獣レヴナントによる先制攻撃だった。

　対戦開始の宣言と同時、巨きよ漢かんはアークたちへと突っ込んできた。

　両者の間には岩が幾つも障害物として立ちはだかっている。直進は不可能のはず──アークはそう判断していたが、甘かった。

「ぐらあああああああああ！」

　獣のような雄お叫たけびを上げ、レスターは鎚つちを振るい、進路上の岩を叩たたき壊していく。

　彼の傍かたわらで、召喚獣の巨人グレンデルも進撃する。

　主あるじよりも数倍巨大な鎚は、進路を塞ふさぐ岩を、数個まとめて小石のごとく弾はじき飛とばす。

　そして、主従の鎚の破は撃げきがアークたちへと迫り、地面を穿うがち轟ごう音おんを放ったのだ。

「ぐはははははは！　見たか我が力！　ひとたまりもあるまい！」

　砂煙で烟けむる視界の中、レスターの大たい笑しようが響く。

　だが、




「なるほど。こりゃ確かに、やられた奴やつは病院送りだな」




　その声はレスターの頭上から聞こえた。

　宙を、七メートルを超すグレンデルのさらに高みを、アークとユリノは飛んでいた。

　召気アニムスを脚に集中させ、それを下方向へ押し出すことでその身を空へ上げる。

　そこから、自由落下の勢いに加えて、さらに召気の爆発による加速を追加。

　アークの拳こぶしとユリノの刃やいばが、グレンデルの頭部を目掛けて突進する。

　ユリノの刃は、ユリノ自身と同じ召喚粒子マテリアで構成されている。

　そしてアークの拳は、召気をまとわせているため、どちらも召喚獣に対してダメージを与えられる。

　召喚対戦サモン・クルセイドにおいては、相手の召喚獣の召しよう喚かんを解除させることが勝利条件となる。

　そのため、術じゆつ師しと召喚獣の両方が召喚獣を攻撃できるアークたちは、かなり有利な戦法を取れるのだ。

　拳こぶしと刃やいばから放たれる召気アニムスが、空気中の召喚粒子マテリアと反応して煌きらめきを放つ。

　まるで彗すい星せいのように、その一撃が巨人へと迫る──。




「侮あなどるなぁ！！！！」




　レスターの声と共に、グレンデルが大おお鎚つちを振るった。

「うわっ！」

「……危険」

　アークとユリノは攻撃を中止し、空を走る巨大な質量を、召気を操って避よける。

　そのまま地面へと降り立った。

　振り抜かれた大鎚は、そのまま地上へと激突し、また大岩を幾つか破壊した。

「ユリノ！」

「……了解」

　頷うなずきを交わし、二人は走る。

　生まれた光と共に急激に加速し、その姿は視し認にん不能となる。




「《疾風旋迅ヴアニツシユブラスト》！」




　次の瞬間、グレンデルの周囲で、幾つもの召喚粒子の煌めきが散る。

　そしてそのたびに、巨人の身体からだはダメージを受け、腕が、肩が、脚が首が頭の一部が、召喚粒子となって空気中へ溶けるように消えていく。

　グレンデルは、周りを飛とび回る小蝿を追い払うように腕を振るが、効果はない。

《疾風旋迅》は、召気を身体の各部分で細かく放出することで、敵の眼めを晦くらます高速移動を行う戦技だ。

　大振りの攻撃を得意とする今回のような相手には最適の戦技だった。

　だが、

「くそっ、どんだけしぶといんだ、こいつ……」

「……召気が全然減らない」

　やがて、アークとユリノは巨人への連撃を中断し、相手から離れた場所に身を引いた。

　巨人は、身体のあちこちがアークたちの攻撃で削られていたのだが、それがすぐに元に戻ってしまう──拡散した召喚粒子が、すぐにグレンデルの構成を再生してしまうのだ。

「ぐあははははは！　そんなカトンボのような攻撃、効くものか！」

　レスターは喚わめき散らすような大声を上げる。

「……あの男、召気の量が半端じゃない」

「だな……こりゃ、ちまちま削ってもキリがねえ」

　召喚粒子マテリアで構成された召喚獣レヴナントは、その形を保つためのエネルギー──召気アニムスが尽きなければ幾らでも再生される。

　召喚主マスターの召気が残っていても、いったん召しよう喚かんを解除できれば、召喚対戦サモン・クルセイドの試合では勝利となるが……グレンデルのこの巨体では、全身をいっぺんに攻撃して召喚粒子の構成を崩し、召喚を解除させるのは至し難なんの業わざだ。

　おそらくレスターの対戦相手は、こうやって有効な攻撃を出せない間に、あの大おお鎚つちでやられ病院送りになったのだろう。

　スキだらけなのに手て強ごわい、厄やつ介かいな相手だった。

　だが──もちろん、手はある。

「ユリノ──あれを試すぞ」

「……分かった。じゃあさっそくキスしよう」

「バカ！　引っ付こうとするな！　キスなしで試すっつってんだよっ！」

　戦せん闘とう中にキスとか言い出したのは、錯さく乱らんしているわけではない。

　それは、永劫召喚オーヴアドライヴと呼ばれる特殊な召喚方法の手段なのだ。

　元は、ランドルフが見せてきたものだった。それを利用してあの男は、幼女の姿のベリアルの召気を増やし、巨大な邪じや龍りゆうに変えてしまった。

　永劫召喚とは何なのか。

　召気の量を一時的に増ぞう幅ふくさせる技術、とアークは理解した。

　そしてその方法とは『召喚主マスターと召喚獣の精神的な繋つながりを高め、普段は主あるじから一方的に送られる召気を何度も循じゆん環かんさせ、高こう揚ようした精神と反応させる』ことだ。

　ランドルフは戦闘中にも拘かかわらずベリアルとイチャつくことで永劫召喚を発動させた。

　アークとユリノも、キスをすることで召気を増幅させた。

　もちろん、あれが完成形とは思えない。ランドルフの召気の増幅はもっと膨ぼう大だいなものだった。それに、もっとスムーズに永劫召喚を行えなければ、召喚対戦の試合では役に立たない。そもそも、こんな大勢の前でキスとか勘かん弁べんしてほしい。

「よし、やるぞ」

「……了解」

　アークとユリノは相手への警戒を続行しつつ、意識の一部を自身の内側に移す。

　しかし──。

「──おいユリノ、大丈夫か？　なんか息が荒いけど」

「……問題ない。今頑がん張ばって、アークと繋がってるところを想像してるんだから、邪じや魔ましちゃ駄目」

「そうか……ってちょっと待て！　お前何考えてやがる!?」

「……何って、もちろんセック」

「言わなくていい！　試合中に何考えてんだ！」

「……でも、それが一番アークとの結びつきをイメージしやすい。一番興こう奮ふんする」

「興奮はしなくていいんだよ！」

「……あ、なんか我が慢まんできなくなってきた。今すごくイヤらしい気持ち……ものすごい永劫召喚オーヴアドライヴができそう……んぅっ」

「ああもう！　やめだやめ！」

　ユリノはともかく、アークはとても集中できそうになかった。

　ユリノが不満そうに言ってくる。

「……じゃあどうするの。永劫召喚しないと勝てない」

「そんなことはねえさ。あいつに勝った奴やつが全員、あの巨人を攻撃できるような大技を持ってたわけじゃないと思うぜ」

「ええい、何をごちゃごちゃやっているか！　来ぬのならばこちらから行くぞ！」

　と、レスターが、グレンデルと共に突っ込んでくる。

　アークとユリノは、散開してそれを躱かわし、

「……アーク、どうする」

「単純な話だ。召喚獣レヴナントが手て強ごわいなら──」













「ぬぅ!?」

　そのままアークは、鎚つちを振る巨人の背後へ回り、レスターの懐ふところに飛とび込む。

「──召喚主マスターを叩たたく！」

「ぐはははは！　望むところだ！」

　アークの拳こぶしによる打撃を、レスターは鎚を離した左手で受け止める。

「なっ!?」

　アークは眼めを見開く。

　受け止めたどころか、レスターはそのままアークの拳を押し返してきた。

　見た目には何の違和感もない。彼のほうがアークより遥はるかに体重がある。

　だが、アークは召気アニムスによって打撃に力を加えている。永劫召喚オーヴアドライヴで召気が増していないとはいえ、その力は大人の数十人分を優に超えるだろう。

「いいぜ──望むところだ！」

　アークは思わず、笑みを浮かべながら、真正面から力を加える。

　黒き手甲ガントレツトに包まれた拳と、厳いかつい掌てのひらとが震えながら押し合う。

　放たれる召気が、召喚粒子マテリアと反応し、二人の周囲へと光を放出させていた。

　まるで源げん泉せんから吹き出す水のように、その勢いは止とどまるところを知らず──だが。

「はぁあああああ！」

　倍に見えるほど筋肉を膨ぼう張ちようさせ、腕を振り抜くレスター。

　力任せの一撃が、アークを吹き飛ばした。

　アークの身体からだは放物線を描いて地面へ落ちる──直前に召気で衝しよう撃げきを和やわらげた。

「くっ……」

「貰もらったぞぉお!!」

　耳を震わす轟ごう声せいと共に、レスターが再び巨きよ鎚ついを振り上げる。

　拳には未いまだ衝撃が残っていて、咄とつ嗟さの反撃は無理だ。

　観客の多くが、次の瞬間には大質量の振り下ろしがアークを叩き潰し、対戦相手の戦せん闘とう不能によってレスターの勝利が決まると確信した。

　だが──。




「……これで決まり」




　自分たちの勝利を告げる言葉は、ユリノの口から放たれた。

「ぬ……」

　呻うめくレスターの背に、薙刀なぎなたの緩く反った刃やいばが突きつけられていた。

　レスターがどちらへ逃れても突きを加えられるポージングだ。

「貴き様さま……我と力をぶつけ合ったのは、これを狙ねらっていたのか？」

「ああ──お前みたいな奴やつに真正面から挑むわけねえだろ」

　アークは立ち上がりながら告げる。

　その言葉にレスターは笑みを浮かべた。

「──まいった！」

　清すが々すがしいほどに潔いさぎよく宣言し、レスターは鎚つちを手放した。

　同時に、グレンデルの召しよう喚かんが解除され、巨人は粒子状に拡散していく。

　召喚対戦サモン・クルセイドの勝利法は、相手の召喚獣レヴナントの召喚解除──その方法には、召喚主マスターを攻撃するというものもある。

　相手を気絶させることで召喚を解除させるか、実戦ならば致命的となるべき状況に追い込んで降参させるかだ。

　アークは後者を取った。

「そこまで──勝者、アーク・ランバート」

　審しん判ぱん役のロザリアがそう宣言し、観客席からはそれなりの歓かん声せいが響き渡る。

　熱狂的、とは言えないだろう。それほど興こう奮ふんできるような試合運びでもなかった。

　だが、別に観客のために戦っているわけではない。地味だろうがなんだろうが、一勝は一勝。また一歩、目標に近づくことができた。

「やったな」

「……うん」

　アークとユリノは拳こぶしを軽くぶつけ合う。

　最初に勝ったときは、ユリノがその場で飛とびついてきて大変だった（主に観客の視線が痛かった）が、彼女も成長したものだ。

「ぐはははは！　いい試合だったぞアーク・ランバート！」

　と、レスターがそう言って、手を差し出してきた。

　その後あと腐くされのない態度に、アークは好感を抱く。

「おう、お前も──」

　と、その手を握にぎり返そうとした時、




　突とつ如じよ、空から飛来した刀とう剣けんが、レスターの胸を貫つらぬいた。





　　　　○






「なっ……？」

「ぬ……ぐぉ……っ！」

　その剣は、巨きよ漢かんの胸を貫つらぬき、背を貫通して斜めに地面へと突き立っていた。

　レスターは、何が起きたのか分からないという表情で、自分の身体からだから生える白い柄つかを見下ろす。

　アークも咄とつ嗟さに反応できない。

　ただ、呆ぼう然ぜんと眼めの前の惨さん状じようを眺めるだけだ。

「結けつ界かいを張り直せ！　救きゆう護ご班すぐこちらに！　手が空あいている教師は観客の避難を！」

　即座に事態に対応したのは、ロザリアだった。

　彼女の指示で、周りにいた他の教師たちがやっと行動を起こす。

　召喚対戦サモン・クルセイドの試合中は、審しん判ぱん役以外にも、試合の余波が客席に及ばないよう防護する結界班が四名と、緊急の際の救護班が二名、競技場内に控えている。観客席には避難誘導のための人員がいるようだ。

　ようやく何が起きたか悟った観客たちが、悲鳴を上げて退散し始めた。

　そんな中から、レイナが段差を軽々と飛とび越え、競技場内に入ってきた。

「アーク！　何が起こったんですの？」

「レイナ・ブラッドフォード！　さっさと避難しろ。アーク、お前もだ」

　苦々しげな表情で言うロザリアは、すでに自身の召喚獣レヴナントを実体化させていた。

　巨大な鎌を持ったカボチャの精せい霊れい、ジャック・オー・ランタンだ。

　自身は得え物ものを持ってきていない彼女は、どこか手て持もち無ぶ沙さ汰たな様子でローブの懐ふところから取り出した黒煙草たばこを口に咥くわえ、オイルライターで火をつける。

　紫し煙えんを口から緩く吹き上げながら、油断なく辺りを見回す。

　しかし、周囲に異変はない。

　レスターにどこからか剣を突き立てた犯人は、未いまだ姿を見せない。

「おそらくは試合が終わって、競技場の結界が解かれるのを待っていたんだろう。狙ねらいはレスター・ブランか、あるいは──」

「…………」

　ロザリアの視線を受け、ようやく回り始めた頭でアークは考える。

　自然と、先日学院を襲しゆう撃げきしてきたランドルフが頭に浮かぶ。

　あの男は、アークに興きよう味みを抱いていたようだった。自分と同じ、召気を操れる人間として。

（また、あいつが……？）

　だが、ランドルフの得物は刀とう剣けんではなく、輪型の妙な武器──戦輪チヤクラムのはずだ。

　競技場の結界が再び張られ、観客たちもいなくなった。

　救護役の教師が癒鳥カラドリウスを召しよう喚かんし、レスターの身体を治癒させながら剣を抜こうとする。

　と。

「なっ……」

「消えた？」

　見ると、レスターの胴に突き刺さっていた刀とう剣けんが、光を帯びて拡散していった。

「召喚粒子マテリア……相手は召喚術師サマナーか」

　ロザリアが呟つぶやく。

　召喚獣レヴナントの武器として具ぐ現げん化かされたものが投とう擲てきされ、今その実体化を解かれたのだろう。

　ユリノの薙刀なぎなたやグレンデルの大おお鎚つちと同じものだ。

　彼は担たん架かに乗せられ、救きゆう護ご役の教師によって運ばれていく。胸と背、口からも血を溢あふれさせていたが、癒鳥カラドリウスの効果で傷は治りつつあるようだった。

　彼の落とした大鎚が残された。

　競技場に立つのは、結けつ界かいを張っている教師たちを除けば、アーク、ユリノ、レイナ、ロザリアの四人。

　そしてそこに、五人目が現れた。




「できれば、一人になって欲しかったのだが」




　そんな声とともに。

　右手方向からアークに向かって何かが飛来した。

「ぐっ……!?」

　アークは咄とつ嗟さに、両手を掲かかげ、手甲ガントレツトに包まれた腕でそれを受けた。

　召気アニムスも集中させ、防ぼう御ぎよする。

　ガギイィィン！　と耳みみ障ざわりな金属音が響き渡り、アークは他の三人から引き離されるように、数メートルを吹っ飛とばされた。

　バランスを保ち、なんとか着地。

　その頭上に、間かん断だんなく振り下ろされてきた一撃を、手甲で受け止めようと──

（いや……間に合わない！）

「……アーク！」

　ユリノが割って入った。

　薙刀の口金ソケツト──刃やいばと柄えの接続部分──で攻撃を受け、斜めに逸そらし、刃の根本の突起部分で止め相手の動きを押さえる。

　そこでようやくアークは、自分を襲おそった相手を視し認にんできた。

　間近に迫った刃──それは、先ほどレスターの身体からだを貫つらぬいたのと同じ、白い大剣だ。

　よく見れば、刃の部分までもが鈍にぶい白色で、通常の剣でないことは明らかだった。

　そして、その剣を握にぎる襲しゆう撃げき者は。

　まるで時代遅れの魔法使いのような漆しつ黒こくのローブを身にまとっていた。フードを目ま深ぶかに被り、その相そう貌ぼうまではうかがえない。

　ローブの中は、これも黒の、何かの教派の教団服を思わせるスーツだ。

　フードの隙すき間まから、金色の髪が垂れているのだけが分かった。

「ほう……《ミカエル》の剣を受けたか」

　そんな呟つぶやきと共に、襲しゆう撃げき者は身を引いた。

　──が、すぐに反転、踊るようにその場で一転、今度はユリノへと白はく刃じんを振る。

「ユリノ！」

「……大丈夫」

　ユリノは薙刀なぎなたの刃やいばを横から当て弾はじくようにして攻撃を回避。

　そのまま正せい眼がんに構え、自身よりも長い柄えのリーチを利用し一気に相手へと刺し突とつを──

「──弱いな」

　バジリッ！　と何かが弾けるような音がして、刺突は阻はばまれた。

　襲撃者の数センチ手前で、見えない壁にぶつかったように、薙刀の刃は止まってしまった。

「《ガブリエル》の壁を壊すことはできないか」

　襲撃者は、まるでアークたちの力を測っているかのような口ぶりで呟く。

　アークとユリノは後退して距離を取りつつ、

「なんなんだ。あの剣といい、今の壁といい……召喚獣レヴナントの能力なのか？」

「……でも、召喚獣の姿は見当たらない」

「ああ──姿を消せるのか、それともすごく小さいのか」

　幾つか可能性は思い浮かぶ。

　だが、そこから有効な対抗策が導けるわけではなかった。

　そもそもこいつの目的はなんなのか──

「いい加減にしろ、不審者が」

　と、傍かたわらからロザリアが割り込んできた。彼女の横では、ジャック・オー・ランタンが大鎌デスサイズを振り上げている。

　その横では、レイナも自身の召喚獣──白はく鎧がいの巨人ネフィリムを実体化させ、彼女も片手剣シヨートソードを抜いていた。

「避難しろと言っただろうが、馬鹿者が。お前もだ、レイナ・ブラッドフォード」

「けど、先生──」

「そうですわ。この状況でそんなわけには──」

「ちっ」

　言うことを聞く気のない教え子に舌打ち一つ、ロザリアは仕方なく襲撃者と対たい峙じする。

「お前の目的はなんだ？　この前の殺人狂のクソガキの関係者か？　そもそも何者だ？」

「…………」

「答える気がないならそれでもいい。とっ捕まえた後に聞き出すさ」

「動くな。私が今用があるのは、あの少年だけだ。邪じや魔まをしなければ、殺しはしない」

「そういうわけには……って、お前……」

　襲しゆう撃げき者の声を聞いたロザリアは、なぜか驚いたような表情を示す。

　その横では、レイナもどこか驚きに打たれた顔で、動きを止めている。

　二人からはすぐに視線を逸そらし、襲撃者はアークたちへ向き直る。

「さて……そろそろ本気を出してくれないか」

「なんだって？」

「君の力はそんなものではないのだろう？　ランドルフの永劫召喚オーヴアドライヴ──堕淫黒龍ヴアルガ・ベリアルを打ち破ったときの力。見せてくれないか」

「っ！」

　アークは警戒心を強める。

　学院が襲撃を受けたあの事件は、公おおやけには知られていない。

　なのに、ランドルフの名前、永劫召喚という言葉、龍の姿になったベリアルの呼び名まで知っている──ということは、この男、間違いなく……。

「お前……あいつの関係者か」

「そうだ」

　相手はあっさりと肯こう定ていした。

　アークは歯は噛がみする。

　ランドルフの関係者。昨年の『事故』の際、馬車を襲おそい、ユリノを殺したあの男の、仲間なのか、こいつは。

　ギリリ、と奥歯が欠けそうなほどに力が入る。

　煮にえ滾たぎるように、身体からだ中じゆうの血が熱くなったかのようだ。

「……アーク、キスをしよう」

「は？」

　こんなときに何を──と思いかけるが、ユリノの意い図とは明白だった。

「──あいつの誘いに乗るってのか？　何が目的かも分からないのに」

「……けど、このままじゃ勝てない。それに、さっき思いっきり妄もう想そうしたせいで、欲求不満だから。ね？」

「ね？　じゃねえよ！　状況考えろよお前はっ」

　だが、確かに対抗手段は他にありそうもない。

　しかし──とアークが躊ちゆう躇ちよしていると、

「……アークのへたれ」

「うるせえよ！」

　アークは覚悟を決めるように息を吐く。

　ユリノの腕を取った。

　ユリノは、こくりと頷うなずき眼めを閉じる。

　アークも、それに従うように眼を閉じた。

　敵の前で無防備この上ないが、集中するためには仕方ない。

　何かあればロザリアとレイナが対処してくれるだろう。

（集中しろ……）

　状況を忘れ、相手への想おもいだけをアークは高める。

　大切な幼おさな馴な染じみの感触を、彼女と触れ合えるという奇蹟を、力に変えるように。

　緊きん迫ぱくした状況の中で、今、この瞬間だけは、二人のためだけの時間だというように。

　ゆっくりと、桜色の唇に、自らの唇を重ねた。

　瞬間、跳ね上がるように心臓の鼓こ動どうが高まる。

　アークの身体からだに、召気アニムスが流れ込んでくる感覚が生まれる。

　ユリノへと供きよう給きゆうされるだけだった召気が、二人の間で循じゆん環かんを始めたのだ。

　やがてそれは、お互いの感情と反応して、増ぞう幅ふくしてゆく。

　まるで、魂たましいと共きよう鳴めいするような力が、満ち溢あふれてくる。

　これが──永劫召喚オーヴアドライヴだ。

「ほう……」

　襲しゆう撃げき者が、感心するような声を漏もらす。

　フードの下に見える口元は、どこか驚いた様子だった。

「今更、やめろっつっても手遅れだぜ」

「……アークと私の愛の力、喰くらうといい」

「変な言い方すんな！」

　あながち間違っているわけではないのが困る。

「…………」

　襲撃者はしかし、動じることなく、剣を構え直した。

　斜めに傾け、刃やいばの面を見せる、受け手の構え。

　アークたちの攻撃を受け切るつもりなのか。

「後悔すんなよ……ユリノ！」

「……了解！」

　二人は天へと翔とぶ。

　その全身を、鎧よろいのように召気が覆おおっていた。

　二人の間を循じゆん環かんし、永劫無限に生み出される召気アニムスは、彼らの全身を武器と化す。

「おおおおおおおおっっっ！」

「はあああああああ！！！！」

　二つの力は、光をまとい、放って一つとなり。

　狙ねらうただ一点だけを、目指して空を駆ける。




「《月鎖衝刃ルナテイツク・インフイニツト》！」




　月の光すらも掻かき消けし鎖とざすほどの光を放ちながら。

　その一撃は襲しゆう撃げき者へと迫る。

　──だが。

「なるほど……いい召気だ」

　接触の直前。

　相手は小さくそう告げ──突然アークたちに背を向けた。

　黒いローブの背に、白く染め抜かれた、奇妙な図形のような文様……それを眼めにした直後。

「ぐっ……!?」

「……くぅ」

　強風のような衝しよう撃げきを受けて、アークとユリノはその身を押し戻された。

　ただの風ではない。その証拠に、アークたちの全身を覆おおっていた召気までもが、身体からだから剥はがされるように霧む散さんしていた。

　風自体が、召気を帯びた攻撃としての属性を持っている──そんなふうに感じた。

　二人はそのまま岩の上を転がり、二転三転の末ようやく起き上がる。

　咄とつ嗟さに反撃に対応するため身構えた。が。

「よく分かった。とてもいい。期待できるな」

　そんな言葉を呟つぶやきながら、襲撃者は──空へ翔とんでいた。

　漆しつ黒こくのローブの背には、それとは対照的な純じゆん白ぱくの翼。

　それは、絹きぬの薄うす衣ぎぬのように透け、召気と反応した召喚粒子マテリアが、辺りに光を舞い踊らせていた。

　その姿は、まるで──天使を想そう起きさせる。

　襟元から零こぼれるように跳ねた金きん鎖さ。その先で光る十じゆう字じ架かが、なおさらそのイメージを強める。

（あれは……？）

　それを、アークはどこかで見たような──。

「近いうちにまた会おう。そのときには、我らが《生命の樹セフイロト》の理念を君に語れたならば幸こう甚じんだ」

「《生命の樹》？　それがお前らの組織の名前かっ!?」

　問いに答えることはなく、相手は背の翼を羽ばたかせ、さらに高空へと登っていく。

　そして──。

　現れたときと同じく、襲しゆう撃げき者は唐突に去っていった。

「くそっ……！」

　アークは手甲ガントレツトを岩の地面に叩たたきつける。ガシャリ！　と硬い音が響いた。

　まるで……歯が立たなかった。

　前回は、あの一撃で永劫召喚オーヴアドライヴされたベリアル──堕淫黒龍ヴアルガ・ベリアルを倒すことができた。

　だが今は……攻撃を当てることさえできなかった。

　しかもあの襲撃者は、アークとユリノが召気アニムスを循じゆん環かんさせるのを見るために、待ってさえいたのだ。

　もし相手に攻撃する意い図とがあったなら……それを想像すると、寒気すら感じる。

　胴を貫つらぬかれ、運ばれていったレスターの姿が脳のう裏りをよぎった。

「アーク！」

　名を呼ばれ、彼は我に返る。

　見れば、ロザリアがすぐそばまで来ていた。

「大丈夫か」

「あ、ああ……なんともない」

　アークは立ち上がってみせる。

　怪け我がなどは何もない。ユリノも召気を削られることなく健在だ──相手が、手を出してこなかったお陰かげで。

「そういや……レイナは？」

　アークは、この場にもう一人いたことを思い出して、視線を巡らせる。

　離れた場所に、彼女は立っていた。

「？」

「……レイナ、なんか変」

　ユリノの言うとおりだった。

　片手剣シヨートソードを持った右手を力なくだらりと下げ、夢でも見ているような表情で、襲撃者が去っていった空を見上げたまま動かない。

　先ほどまで召しよう喚かんしていたネフィリムの姿も、今はなかった。

「どうかしたのか？」

「あー……」

　アークが問うと、ロザリアはちらりと彼女の方を見てから、

「いや……確証があるわけじゃないんだが、あたしとレイナの二人とも、声を聞いてそう感じてしまったからな。それにあの十じゆう字じ架か──まず間違いないと思う。意味が分からん、くそっ」

　ほぼ独り言のような調子で毒づきながら、ロザリアは再び黒煙草たばこを咥くわえる。

「何の話だ？　あいつ──いや、まさか……」

　問いながら、アークは思い出していた。

　あの十字架と同じものを、確かにアークは見ていた。

　以前、ハイライン市に行ったとき。

　レイナから、昔語りと共に。

「ああ……」

　頷うなずき、煙草に火をつけ、深呼吸でもするように吸い込み、ゆっくりと紫し煙えんを空へと吐いていく。

　黒い煙草を挟む指が、動どう揺ようするように震えていることに、アークは気づいた。

　諦あきらめるように、ロザリアはそれを告げた。




「襲しゆう撃げき者はおそらく、ラウル・ブラッドフォード──レイナの兄だ」





　　　　○






「ん……？」

　教会周辺の見回りをしていた神しん父ぷは、裏の墓地でふと違和感を覚えた。

　整然と並ぶ墓石の一つが、ズレているように感じたのだ。

　彼は、手にしたランプを掲かかげながら、そちらへと歩いていった。




　ミスティア共和国北方の地方都市、ノックス。

　人口が少ないこの町は、夜になれば人が絶えたように静まり返る。

　教会とは反対側の町外れにある酒場は今も騒がしいだろうが、それ以外は明かりも落ちて、町は闇やみに沈む。

　髭ひげを蓄たくわえた、老ろう齢れいの神父は、この小さな町の教会を一人で管理していた。

　学校のないノックスの子供たちに、読み書きを教えるのも彼の仕事であり、楽しみの一つでもあった。

「……これは」

　神父は、その墓石の前で思わず呻うめき声を上げた。

　地面に敷かれた、平らな石盤型の石。それが、大きくズレて、棺ひつぎが納められた穴がむき出しになっていた。おかげで、上の墓石もズレてしまっていたのだ。

　墓石に刻まれた文字は、
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　神しん父ぷは、去年この場に葬ほうむられた、まだ若い少女の姿を思い出す。

　東洋からこの町に流れ着いた祖母を持ち、黒い髪と眼めを持った少女。

　幼おさな馴な染じみの少年とともに、彼女もこの教会で学んでいた。

　そして二人はクローディア召しよう喚かん学院へ旅立ち、去年の夏、少女──ユリノ・ホークウッドは事故で亡くなったという。

　その遺い体たいは学院からこの町まで運ばれ、この棺に納められた。

　それが──。

　神父は腰を痛めぬよう気をつけながら、石盤をどける。

　そして、恐る恐る穴を覗のぞき込んだ。

　黒い、質しつ素そな棺。

　その蓋ふたもまた、開いてズレていた。

　そしてそこには──。

「……なんという」

　思わず神父は胸で十字を切った。

　そこには何もなかった。

　永遠の眠りに就いているはずの少女の遺体が、跡あと形かたもなくなっていたのだ。

　東方の伝説にある吸血鬼のように、墓から抜け出したとでも言うのか。

　それともまさか──神の御み子このように復活したのか……？

　眼の前の状況が理解できず、神父は困こん惑わくする。

　と。

「あ～あ」

「……っ！」

　不意に背後から響いた声に、神父は振り向いた。

　地面に置いたランプを手に取り、そちらを照らす。

「だ、誰だ──がっ！」

　声の主の姿を捉える暇もなく、神父は絶命した。

　僧そう服ふくをまとった身体からだが、斜めに切り裂かれ、血を吹き出しながら地面へと倒れていく。

　ドサリ、と横たわったその身の脇に、ランプがガシャンと音を立てて転がった。

「クソが……」

　憎にく々にくしげに呻うめきながら、声の主がランプの明かりの中へと姿を現す。

　黒髪に、やや赤みがかって見える黒くろ眼め。細身の身体からだに張り付くような服。その上に羽は織おった黒いローブ。服の至るところには、様々な形の、銀色のアクセサリがジャラジャラとまとわりついていた。

　ランドルフだった。

　彼は、たった今神しん父ぷを切り裂いた戦輪チヤクラムを、血を振ってからローブの中にしまうと、舌打ちを零こぼす。

「ったく。ラウルの奴やつには面倒じゃねえなんて言ったが、こっちはこっちで鬱うつ陶とうしい任にん務むだな。墓荒らしの後始末なんてよ」

「ねえねえランドルフ。さっきそこの森でなんか動いて光ったよ！　お化けかな？　お化けかな!?」

　ぎゃあぎゃあ騒ぎながら、褐かつ色しよく肌の少女が彼の腕に絡みついてくる。

　布面積の少ない服を身につけ、背にはコウモリのような翼を、尻には細い尻尾を生やしたベリアルだ。

　ランドルフは鬱陶しそうに自身の召喚獣レヴナントを突き飛とばしながら、

「うっせえな。悪あく魔まがお化け怖がんじゃねえよ。それと大きな声を出すな。処理する死体が増える」

「はーい。で、この神父さんはどうするの？」

「町の人間には極力異変を悟られるなってご命令だ。ま、行方不明ってことにすりゃいいだろ。この歳としなら、ボケてどっかにいなくなったっておかしくねえ」

「んー、じゃあこの死体はランドルフが持ってくの？」

「馬鹿。こんなもんいらねえよ。ちょうど墓に空あきができたんだ。そこに入れてやりゃ満足だろ。ま──」

　と、ランドルフはそこにある墓石を眺めながら呟つぶやく。

「名前がちょっと違うけどな」




　やがて、黒衣の少年と黒肌の少女はその場を立ち去る。

　後に残されるのは静せい寂じやくだけだ。

　地面に散らばった神父の血は処理され、ここで殺さつ戮りくがあった痕こん跡せきはもうない。

　棺ひつぎの蓋ふたは閉じられ、穴は埋められ、墓石は元に戻された。

　墓地は再び、整然とした姿を取り戻していた──。
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　そこは会議室というよりは、裁判所のようだった。

　アークたち四人──アーク、ユリノ、レイナ、ロザリアは召しよう喚かん学院のお偉えら方がたに見下されて、被告人のように立たされていた。

（俺おれらも、どっちかというと被害者なんだけどな……）

　どこか皮肉げに思うアークに、真正面に座る学院長が話しかけてくる。

　髪と髭ひげが染め上げたように白い、細身の老人である。

「では、その侵入者は間違いなく《生命の樹セフイロト》を名乗ったのだね？」

「ああ……なんなんだ、《生命の樹》って？」

「君に質問する機会は与えられていない。こちらの問いに答えるだけでいい」

「…………」

　学院長の隣の男──総そう務む長とかいっただろうか──に言われ、アークは口を閉ざす。

　前回もこうだった。

　ランドルフ襲しゆう撃げきの後も、教員棟にあるこの部屋に連れて来られ、容疑者のように延々質問を受けた。そしてアーク自身の疑問は何も解消されないのだ。

　ユリノはおとなしくアークの横に立っていた。

　斜め後ろを見ると、レイナはまだショックから立ち直れないようで、未いまだにどこか呆ぼう然ぜんとした顔をしている。先ほどから、質問には機械的に答えているだけだ。

　ロザリアの方はどこかイライラした様子だった。教え子が犯罪者のような扱いを受けていることに憤いきどおっている──わけではなく、煙草たばこが吸えなくて苛いら立だっているだけだろう。

　正面に座るお偉方──全部で七人いる──は、自分たちだけで話し合いを進めてから、今度はロザリアに問うた。

「──それで、侵入者の目的が彼、アーク・ランバートだったというのは間違いないのかね？」

「……はい」

　いつになく丁てい寧ねいな口調で、ロザリアは答える。

「本来の目的がなんであるかは分かりません。今回は偵てい察さつ……様子見で、そのついでにアークへの接触を行っておこうと、そういう意い図とのように思えました。

　前回の襲撃者……ランドルフと名乗る男は、アークに対し『任にん務むで探し物をしにきた』と述べています。そして今回の襲撃者は、ランドルフの関係者であると明言しました。おそらくは同じものが標ひよう的てきでしょう。そして、その標的とは多分《智慧の樹の実エリクシール・マテリア》では──」

「そこまでだ」

　学院長が、ロザリアの言葉を止めた。

「君の推すい測そくは求めてはいない。事実だけを述べたまえ」

「……失礼しました」

　切れ長の眼めで睨にらむように相手を見上げながら、ロザリアはそう答えた。

　しかし……今の学院長の態度に、アークはなんとなく不自然なものを感じる。

　ロザリアの越えつ権けん発言を諌いさめたというよりは、アークやユリノ、レイナに聞かせたくない言葉を止めた──そんなふうに思えた。

　ランドルフの『探し物』。

　今回の襲しゆう撃げき者の標ひよう的てき。

《生命の樹セフイロト》とかいう組織が、学院を襲おそって手に入れようとしているもの──それが、今ロザリアが口にした──。

「何なんだ？」

　アークは、壇上からこちらを見下ろす七人の幹かん部ぶ連を見上げ、問う。

「《智慧の樹の実エリクシール・マテリア》、それが学院にあるのか？　あいつらは何のためにそれを狙ねらうんだ。ユリノの死と何か関係が──」

「慎つつしみ給たまえ、アーク・ランバート」

　学院長が咳せき混じりの声で、彼の疑問の奔ほん流りゆうを遮さえぎった。

「もう結構だ。三人とも、戻って休みたまえ」

「あんたは……っ」

　三人、という言い方にアークは憤いきどおりを覚える。

　彼は、ユリノがただの召喚獣レヴナントではなく、人間の魂たましいを持っていることを知っている。それでもなお、人間ではないと判断するのか──。

「行くぞ、アーク・ランバート」

　両手を握にぎりしめて学院長を睨み上げていたアークに、ロザリアが呼びかけてくる。

「…………」

　ここで学院長を相手に喧けん嘩かを売っても仕方がない。

　アークは自分を落ち着かせるように息を吐くと、レイナとロザリアに続いて、部屋を出た。ユリノもその後についてきた。





　　　　○






　教員棟の廊ろう下かは静まり返っていた。

　アークとレスターの試合中に襲撃があった日の夜──否いな、時刻は零時を過ぎ、日付はすでに第七曜日ドミニカに移っていた。

　レスターは、命に別状はないようだった。

　さすがに安静にする必要はあるようで、今の会議（というか尋じん問もん）には出席していなかったが、救きゆう護ご室に運ばれた時点で、すでに意識もはっきりしていて、普通に話すことができていた。

　さすがは召しよう喚かん学院が誇ほこる治ち療りよう班である。あれほどの怪け我がでも完治が可能なのだ──命さえ、魂たましいさえ失われていなければ。

「なあ、先生──」

「アーク・ランバート」

　アークの呼びかけを遮さえぎるように、彼女は言ってきた。

「レイナを女子寮りようまで送ってやってくれ。あたしよりはお前のほうがいいだろう」

「え、いや、でも……」

　突然与えられた任にん務むに、アークは困こん惑わくする。

　しかしロザリアは、

「あたしはこれから報告書を作らなきゃならん。ったく……なんであたしが審しん判ぱん役をやったときに狙ねらったように事件が起こるんだ。ふざけるな……」

　ブツブツと文句を言いながら、彼女はさっさと自分の執務室の方へ歩いて行ってしまった。

　有無を言わせぬ態度。《智慧の樹の実エリクシール・マテリア》について訊ききたかったのだが、あらかじめ牽けん制せいされたような雰ふん囲い気きだった。

（やっぱり何かあるのか。なんなんだ──）

「……アーク。送ってってあげよう」

　ユリノがそんな風に言ってきた。

　てっきり「女子寮になんか近づいちゃ駄目」とか言い出すと思ったのだが……。

　レイナは、

「い、いえ、お気になさらずに。一人で戻れますわ」

　などと首を振るが、どう見ても大丈夫な様子ではない。

　足取りはおぼつかなく、今にも倒れてしまいそうで──と思ったその時。

「っひゃ……」

「危ないっ」

　数歩進んだところで、そのまま前に傾いていきそうになったレイナを、アークはなんとか腕を掴つかんで支えた。

「も、申し訳ありません……」

「一人で戻るとか無理だろ。ほら、掴まれよ」

　と、アークはレイナの腕を取る。

　──それを、ユリノが横から奪った。

「……アーク。送っていこうとは言ったけど、胸を触っていいとは言っていない」

「何を見てるんだお前は！　全然そんな仕草してねえだろ！」

「ま、まさか隙あらばそんな破は廉れん恥ちなことをしようと……!?　近寄らないでくださいますか、この変態！」

「お前も！　いちいちユリノの妄もう言げんに騙だまされないでくれ！」

　しかし結局、レイナの身体からだを支えるのはユリノに任せ、アークはその横を付いていくだけの形になった。

　いっそ一人で自室に戻りたいくらいだが、ユリノはアークと離れると実体化が解除されてしまうので、付いていくしかない。

　ここ一カ月ほど、訓くん練れんの際に試してみて、ユリノの召しよう喚かんを保っていられる範囲は半径五十メートル程度と分かっていた。

　それくらいが、アークが「自分の領域」として認識し、召気アニムスを供きよう給きゆうできる限界なのだ。

　ふと、アークは思い出す。

　ユリノとは子供の頃からずっと一緒にいるが、意外と別々に行動していることもあったのだ。ユリノは（特に最近になってからは）アークに引っ付いてくることが多かったが、それでも彼女には彼女の、アークにはアークの友人がいて、それぞれ違うことをしたりもしていた。

　今はそれがない。

　ユリノはいつも、アークの傍かたわらにいる。

　召喚が解除されたときも、ユリノは旧学生寮りようの召喚陣の効果が及ぶ範囲にいなければならない。自由に行動することはできないのだ。

（……やっぱり、駄目だよな、そんなのは）

　何度思ったか分からない、そんな想おもいを、レイナを支えるユリノの後ろ姿を見ながらアークは内心で呟つぶやいた。

「先ほどの……」

　と、教員棟から外に出て、女子寮へと向かう道を歩き出したところで、レイナがふと口を開いた。

　夜空は晴れ、月が柔らかく裏庭を照らしている。

「あの襲しゆう撃げき者は、やはりお兄様だったのでしょうか」

「…………」

　アークとユリノには答えられるはずもない。

　先ほどの尋じん問もんでは、襲撃者がラウル・ブラッドフォードらしい、ということは報告されなかった。

　ロザリアが事前に、その話はしないようアークたちに伝えていたからだ。

　確証がないから、というのがその理由だったが、アークは、学院長たちの追及の矛ほこ先さきがレイナに向かないようにするための、ロザリアの配はい慮りよだったのではないかと思っていた。

　それくらい、彼女は意気消沈しているようだった。

　レイナの兄は、アークたちの十年以上先輩に当たる──ロザリアと同じ召しよう喚かん学院第七十七期生だった。

　しかし、第二学年時の夏休み、帰省する途中に姿を消し、そのまま行方不明になったのだという。

「わたしは」とレイナは語る。「お兄様を尊敬していて、お兄様のような騎き士しになりたいと、ずっと思っていたのですわ。なのに……なぜあんな、学院を襲しゆう撃げきするなんて……」

「レイナ……」

「あれがお兄様でないと、言えたら、どんなにいいでしょう……けど、わたしが、お兄様の声を聞き間違えるはずないですわ。それにあの十じゆう字じ架かは、間違いありませんっ！」

　身を切られるような声を上げるレイナ。

　レイナは、学院を卒業したら、兄を捜したいと言っていた。

　そして、再会したときに自分も立派な騎士になったと胸を張るために、召喚対戦サモン・クルセイドで優勝して聖召喚騎士サモン・クルセイダーの称しよう号ごうを手に入れるのだとも。

　その、目標としていた兄が、学院を襲おそう敵として現れた。

　今、彼女の中でどれだけの葛かつ藤とうや困こん惑わくが渦巻いているだろうか。

　なのに。

「ご、ごめんなさい。取り乱してしまって。こんなこと、貴方あなたがたに言っても仕方ありませんのに……失礼いたしますわっ！」

　レイナは早口でそう告げると、ユリノの手を振り払うように解ほどき、寮りようの玄関の方へ走って行ってしまう。

「……待って」

　それを、ユリノが追いかけた。

　アークも追おうとしたが、止やめておいた。

　なぜか、自分はいないほうがいいような気がしたのだ。

　二人から四十メートルくらいのところまで離れて、アークは制服のポケットに手を突っ込んで立ち止まる。

　視線を向ければ、玄関を照らす淡いランプの灯の下で、二人は会話を交わしている。

　その声はここまで聞こえてこないが、ユリノの言葉にレイナが頷うなずいていた。

　やがて、レイナが何かを謝るように頭を下げ、それに対しユリノが手を振る。

　それからもうちょっと話してから、レイナは女子寮りようの玄関を入っていった。

　ユリノが小走りに戻ってくる。

「……お待たせ」

「おう。何話したんだ？」

　旧学生寮の方へと向かう道を戻りながら、アークは問う。

「……アーク、デリカシーが無い。女の子同士の会話の内容聞きたがるなんて」

「それもそうだな。悪い」

「……でも、これは教えてあげる」

　と、ユリノは小さく頷うなずいて、

「……レイナはわざわざ謝ってくれた。私のことを召喚獣レヴナント扱いして酷ひどいこと言ったって」

「そうか……」

　そういえば、ランドルフの襲しゆう撃げきがあった日、レイナとそんな会話をしたことを思い出した。レイナがそれを悔やんでいることを知って、アークは彼女に、ユリノが実は死者の魂たましいを召しよう喚かんした存在であることを教えようと決めたのだ。

　話してよかった、とアークは思う。

　いくら学院から、ユリノが人間であることを秘密にしろと言われているとはいえ、人間として扱うのがアークだけでは、ユリノは辛いだろう。

「……アーク、何を考えてる？」

「いや……良かったと思ってさ。あんなふうに、お前が話す相手ができて」

「……別に、私はアークがいればそれでいい」

　その返答に、アークは思わず苦笑する。

　ぽん、とユリノの黒髪に手を乗せた。

「……なに」

「お前ならそう言うと思った」

「……むぅ。アーク、いつもみたいに動どう揺ようしない」

　反応が違ったせいか、照れるように顔を背けるユリノ。

　その貴き重ちような表情を、アークはたまらなく可愛かわいいと思う。

　そして、ふと思い出した。

「──そういや、レイナのことで、一つ気になってることがあったんだ」

「……なに」

「あいつ、この間俺おれに『諦あきらめたわけじゃない』みたいなことを言ってきたんだけど、それがなんのことか分からなくてさ」

　ランドルフ襲撃の直後、救きゆう護ご室でのことだ。

　立ち去り際に突然、あのお嬢じよう様さまはそう言い放った。

「……どういうこと。詳しく」

「っても、たいして話さなかったからな。なんか、俺おれとお前の絆きずなには敵かなわないかもしれないけど──とかなんとか、言ってたな。決闘決闘うるさかったから、そのことかとも思ったんだけど、最近はそれも別に言ってこないし」

　それまで孤こ高こうの《騎き士し姫》として振舞っていたレイナだが、近頃はアークやユリノと一緒に行動することが多い。

　食事は大抵同じテーブルにつくし、今日もアークの試合を観戦していた。

　それ自体は別にいいのだが、決闘以外に何か目的があるのなら、それがなんなのかハッキリしていないと、どこか落ち着かなかった。

「……アーク、それ、本人に直接訊きいたりしてない？」

「あ？　いや、まだしてねえけど。やっぱちゃんと訊いたほうがいいかな」

「……それは止やめた方がいい」

「そうか……ん？　そんな風に言うってことは、ユリノはなんのことか分かったのか？」

「……むしろ、分からないのが驚き。鈍にぶいにも程がある」

「はぁっ!?　どういうことだよ。教えてくれよ」

「…………」

　ユリノはなぜか無言になって、そっぽを向いてしまう。

「ユリノ、なんか怒ってるか？」

「……そういうわけじゃない。けど、なんというか、複雑な気分」

「ああもう、なんなんだよっ！」

「……教えない」

　結局最後まで、ユリノは何も教えてくれなかった。





　　　　○






「なんの用だ。こんなところに連れてきて」

　一晩明けて、午後。アークとユリノはロザリアを第二野外演習場に呼び出した。

　学院の授業は第七曜日ドミニカなので休みだ。

　ここは学院校舎からかなり離れていて、授業以外でわざわざ訪れようという者はほとんどいない。

「ああ……」

　とアークは意味のない呟つぶやきを前置きにして、担任教師に向かって頭を下げた。




「──俺たちを特訓してほしい」




　アークの隣では、ユリノも同じように頭を下げていた。

　昨日の夜、二人で話し合い決めたことだった。

「なぜそんな必要がある？」

　どこか冷めたような声で、ロザリアは言ってきた。

　顔を上げれば、彼女はいつの間にか黒煙草たばこを口に咥くわえ、火をつけていた。

　紫し煙えんを燻くゆらせながら、遠くに見える、赤く色づき始めた森を眺める。

「正直、お前らの担任教師として、特別に教えることなんかないぞ。基礎的な戦せん闘とう技術や召喚術師サマナーとしての知識は学院の授業で最適なカリキュラムが組まれている。それを急いで詰め込んだところで、身につくのには時間がかかるから、結局意味はない。

　それに、召気アニムスを操れるというお前の体質は充分な強みだ。それをうまく使えば、同学年の誰にだって、召喚対戦サモン・クルセイドで負けることはないだろうさ。もちろん、工く夫ふう次第という意味だが……」

「……けど、あいつには歯が立たなかった」

「…………」

　ユリノの淡々とした呟つぶやきに、ロザリアは無言しか返してこない。

　アークが続ける。

「あいつの強さは、工夫でどうにかできる強さじゃなかった。それくらいは、戦えば分かる。今の俺おれたちじゃ、あいつには勝てない」

　謎の防壁。それに、翼が起こした風。

　どちらにも、膨ぼう大だいな召気を感じた。

　その奥に、底知れぬ召しよう喚かん術じゆつの構成があるのが分かった。

　隙を突いたり、召気の扱いを工夫する程度では、あの召喚術師には敵かなわない。

　そう思ってしまったのだ。

「あいつは……なんでか知らないが、また俺を狙ねらってくるらしい。そのときも、昨日みたいに手加減してくれるとは限らない。レスターみたいに、いや……レスター以上に攻撃を受けて、殺されるかもしれない。そんなのは……ごめんだぜ……っ」

　声が震える。

　アークが死んだら、彼の召喚獣レヴナントであるユリノの魂たましいもまた、冥めい界かいへ引きずり戻されてしまうだろう。

　そうなればもう、二人とも、人間に戻ることなどできなくなってしまう。

　一緒にいられる時間を、永久に失ってしまうのだ。

「──なんであたしに頼む」

　ロザリアは、静かに問いを続ける。

　短くなった煙草たばこを捨て、靴の底で踏んで火を消した。

「あんたは、召気アニムスを操る方法について何か知ってる」

　アークの言葉に、ロザリアはぴくりと眉まゆを動かした。

　切れ長の尖するどい青あお眼めでアークを睨にらみながら、

「どうしてそう思った」

「堕淫黒龍ヴアルガ・ベリアルを倒したときだ。俺おれが『キスは性行為に入るか』って訊きいたら、あんたはそんなことはないって即答した。あれは、それが永劫召喚オーヴアドライヴの条件になるって知ってたからだ。違うか？」

　永劫召喚──召気を循じゆん環かんさせ、増ぞう幅ふくさせる召しよう喚かん式──のためには、召喚主マスターが召気を操れる体質であることが前提条件になるらしい。

　ロザリア自身はその体質ではないとしても、それらのことを知識として持っているはずだ。それがどうしてかは知らないが……。

「──だったら、何か知っているんじゃないのか？　もっと効率的に永劫召喚を行う方法とか。それを教えてほしいんだ。俺たちはもっと、強くなる必要があるんだ」

「……お願い、先生」

「…………」

　ロザリアはしばらくアークとユリノを睨んでいたが、やがて大きく溜ため息いきを吐ついた。

「分かったよ。まったく、面倒くさい──」




「ま、待ってくださるかしら!?」




　ロザリアの言葉を遮さえぎるように声が響いた。

　見れば、第二演習場の入り口のところに金色の髪の見知った女子生徒の姿があった。

　彼女は、芝の植えられた丘を駆け上ってくると、乱れた髪を手で整えながら言った。

「わたしにも、特訓をお願いいたします、エインズワース先生」

「……お前はどんな理由だ。レイナ・ブラッドフォード」

　問いに、レイナは腰に下げた片手剣シヨートソードを掴つかみ、決意を込めるように、

「あの襲しゆう撃げき者がもし、ラウルお兄様なら……わたしは問とい質ただしたいのですわ。なぜ学院を襲撃したのかと。その行為に、お兄様の騎き士し道はあるのかと。そのために……お兄様と対等に話すために、わたしにも力が必要なのです」

「お前……」

　アークは、呆あきれ顔で彼女を見る。

　こんな校舎から離れた場所に偶然いたはずがない。

「ひょっとして、俺たちのあとをつけてたのか？」

「……レイナ、そんなにアークのことが」

「そ、そんなんじゃありませんわ！」

　ユリノのよく分からない発言に、レイナは真まっ赤かになって声を上げる。

「た、ただ、貴方あなたたちがエインズワース先生を呼び出したのを見かけて、何かあったのかと思いまして……そうしたら、特訓がどうとかいう話が聞こえましたのでつい……」

　ぎゅうぅ、っと制服のスカートの裾を掴つかみながら、レイナは言う。

「貴方たちばかり強くなるなんて卑ひ怯きようですわ。わたしだって……」

「いや、俺おれを睨にらまれても……」

　と、ロザリアがその様子を見て、さっきよりもさらに大きな溜ため息いきを吐つく。

　そして、三人を睨むように見回すと、言った。

「──ついてこい」





　　　　○






　ロザリアに連れて来られたのは、第二野外演習場の南側にある、立入禁止区域だった。

　召しよう喚かん学院の敷地内にあるものの、古代の遺い跡せきが広がっていて、崩ほう落らくの危険があるという理由で侵入が禁止されていた。

「どうした。さっさと来い」

　遺跡の周りを囲んでいる鉄柵をあっさりと蹴り壊して、ロザリアは遺跡に立ち入る。

　アークとユリノとレイナは顔を見合わせるが、仕方なく後に続いた。

　ロザリアは遺跡を見回しながら呟つぶやく。

「あたしが生徒の頃は無断で侵入する奴やつが結構いたんだが、最近の生徒は真面目だな」

　確かに、遺跡にはアークたち以外に人の気配はない。

　遺跡は石造りで、古代の都市跡あとといった雰ふん囲い気きだ。と言っても残っているのはその一部で、多くは風化してしまっているようで、周りは森に囲まれている。

　レイナが小声でアークたちに言ってくる。

「生徒がここに来なくなったのは、エインズワース先生が学院に就しゆう任にんしてかららしいですわよ。侵入する生徒を大鎌デスサイズとジャック・オー・ランタンで追いかけ回したとか」

「そりゃ誰も侵入しなくなるわな……」

　そんなことをしておいて、自覚がないというのが恐ろしい。

　ロザリアは黒煙草たばこを咥くわえながら、

「ん？　どうかしたか？」

「い、いや、なんでもないぜ。それより……なんでここなんだ？　特訓なら、もっと適した場所があるんじゃないか？」

　先ほどの第二演習場で良かったはずだ。

　そもそもアークはそのつもりであそこに行ったのだし。

　しかしロザリアは首を振り、

「まぁ、本当なら山奥の洞どう窟くつとかに連れて行きたいところだが……ここも結構暗くて長いからな。イケるだろ」

「……なんの話？」

　ユリノが首を傾かしげる。

　アークとレイナも疑問の視線をロザリアに向ける。

　担任教師は面倒くさそうに、目の前に広がる遺い跡せきを指さし言った。

「この地下に長い通路がある。お前ら、そこを歩いて出口まで出てこい。それが特訓だ」

「は？」

　アークは思わず間抜けな声を上げる。

　レイナが真っ先に言葉を返した。

「待ってくださいませんか。それのどこが特訓ですの？　もっと、戦い方とか召喚獣レヴナントの扱い方とか、そういうのを……」

「文句を言うな。特訓して欲しいなら言うとおりにしろ」

「ですが……」

　言いい淀よどむレイナに代わって、アークが問う。

「じゃあせめて、なんのためにそんなことをするのかを教えてくれよ」

「いいや、駄目だ。それじゃ意味がない」

　ふぅ、と紫し煙えんを口から吐き出すロザリア。

　彼女は三人の顔を順に見回すと、溜ため息いきを吐つく。

「どうやら、納得がいかないみたいだな」

「当然だ」

　アークが言う。

「ロザリア先生。あんたがこの前授業で言ってたことだぜ。訓くん練れんのときには、それがなんのための行為なのかを考えながらやれ、ってな」

「そうだったな……」

　やれやれ、と面倒くさそうに首を振り、

「分かった。だが、やっぱり教えるわけにはいかない。だからこうしよう」

　ロザリアは、煙草たばこを挟んだ手をアークたちに差し向け、

「お前ら三人で、あたしを攻撃してみろ。あたしがこの煙草を落としたら、特訓の意味を先に教えてやる。その前にお前らの召しよう喚かんを解除したらあたしの勝ちだ。黙って言うとおりにしろ」

「なんだよそれ……」

　アークは思わず笑みを浮かべながら言う。

「そりゃ……俺おれたちには無理だって言ってるように聞こえるんだが？」

　なんのための特訓なのかを教えると、特訓する意味がなくなる。

　なのに今みたいな条件を提示してくるということは、ロザリアはアークたちに攻撃を受けても、煙草たばこを落としすらしない自信があるということだ。

　ロザリアは不敵に笑みを浮かべて言ってくる。

「そう言ったつもりだよ」

「上等じゃねえか……」

「……それはいくらなんでも──」

「わたしたちを、侮あなどりすぎですわね」




「──太古の大地を創りし巨人よ。神の命によりてこの世界に降りし者よ。今一度、わが呼び声に応え、わが為にその豪ごう腕わんを揮ふるえ！　ネフィリムよ来たれ！」




　レイナが呪じゆ文もんを唱となえた。

　彼女の傍かたわらに擬似召しよう喚かん陣じんが現れ、召気アニムスを得て形を組み換え、白き甲かつ冑ちゆうに包まれた巨人を実体化させる。

　この大陸の姿を創り上げたと言われる、伝説上の創造者は、神こう々ごうしくも雄お々おしい姿で、召喚主マスターたる少女の傍らにそびえ立った。

「ユリノっ」

「……了解」

　アークの指示で、ユリノも手に薙刀なぎなたを具ぐ現げん化かさせる。

　四対一の構図で向き合うアークたちとロザリア。

「先生は召喚しなくていいのか。呪文を詠えい唱しようしてる間に攻撃なんてセコい真ま似ねはしないから安心しろよ」

「いいから、さっさとかかって来い」

　煙草を見せつけるように振るロザリア。灰が落ち、長さが半分くらいになる。

　吸い終わるまでがタイムリミット、ということらしい。

　アークとユリノ、レイナは頷うなずき合い、

「じゃあ」

「……遠慮なく」

「行かせてもらいますわ！」

　一斉に地を蹴った。





　　　　○






　一撃目でケリがついた──アークはそう感じた。

　ユリノも、レイナも同じだっただろう。

　召気アニムスを帯びたアークの拳こぶし、ユリノの薙刀なぎなた、レイナの片手剣シヨートソードが、同時にロザリアを襲おそう。

　ロザリアは避よける気配すら見せず、そのまま接せつ敵てき──。

　だが。

「だから、甘いって言うんだ」

「「「!?」」」

　頭上から、それが降ってきた。

　カボチャの頭に、くり抜かれた空くう洞どうの顔。黒いボロ布をまとい、巨大な死神の鎌デスサイズを備えたロザリアの召喚獣レヴナント──ジャック・オー・ランタン。

　両者の間に割り込んだジャックは、鎌を振り下ろして三人の進路を塞ふさぐ。

　拳と薙刀と片手剣とが、鎌の柄えにぶつかり、阻はばまれる。

「くっ……ネフィリム！」

　レイナが指示を飛とばす。

　第二撃のために脇に控えていた巨人が、横からロザリアを狙ねらう。

　ロザリアはわずかに後退していたが、三メートルを超すネフィリムには、その距離はゼロに等しい。




「《断裁せよターミネイト》！」




　ネフィリムの腕の鎧よろいが変形し、空気を吐き出しながら回転する。

　唸うなりを上げて廻まわるその腕を、巨人は高速移動の勢いでもって、ロザリアへと叩たたき込む。

（ありゃ確か召喚獣専用の技じゃなかったか……？）

　アークは呆あきれる。

　しかし、ならばこそ、ロザリアにもこれは防ぎきれないだろう。

　少なくとも煙草たばこなど気にしている余裕はないはず──




「《鈍色なる雨レイニイダーク》！」




　──不意に、アークたちの眼前からジャックが消えた。

　次の瞬間、黒いマントがアークたちの頭上へと跳ね上がり。

　激しい銀の雨が巨人へと降り注いだ。

「ネフィリム!?」

　何が起きたのか分からず、レイナは指示を飛とばす余裕もない。

　銀の雨の正体は刃やいばだ。

　ジャックのボロ布の下には、無数の鋭えい利りな刃物が仕込まれている。

　それらが一斉に、ネフィリムに向けて撃ち放たれたのだ。

（アレは、射しや出しゆつ武器にもなるのかっ！）

　アークは内心で舌を巻く。

　以前、ランドルフとの近接戦で、ロザリアはあの武器を使っていた。

　あの時は放つのではなく、ジャックが相手に接触することで刃を当てようとしていた。

　武器を射出する仕掛けがどうなっているのかは分からないが、ギミックの多さは、仕込まれている召しよう喚かん式の複雑さを意味する。その分緻ち密みつな構成と、それを支えるための召気アニムスが必要となる。

（さすがは、第七十八代聖召喚騎士サモン・クルセイダー《大鎌の魔女》ってことか……）

　楽に勝てる相手ではない。

　無数の刃によって切り刻まれたネフィリムは、そのまま召喚粒子マテリアに分解され、光とともに姿を消してしまった。

　レイナの召気にはまだ余裕がありそうだったが、こちらの敗北条件は召喚の解除。

　再召喚はルール違反だ。

　だが──。

「……好こう機き」

「ああ……行くぞ！」

　アークとユリノは一気にロザリアへと迫る。

　今、彼女の召喚獣レヴナント──ジャックは三メートルの高さに浮いている。

　一方アークたちとロザリアは踏み込み二歩分の距離。

　アークの拳こぶしは少し遠いが、ユリノの薙刀なぎなたは秒よりも短い時間で当てられる。

　だから、当てにいく。

「……もらった」

　緩く反った刃が、煙草たばこを咥くわえたロザリアの顔へと迫る。

　ジャックの防ぼう御ぎよは来ない。

　行ける、とアークも思った。

　万が一かわされたとしても、次はアークの、召気を込めた拳が迫っている。

　逃げ続けるのは至し難なんの業わざのはず──




「《飴か鞭かトリツク・オア・トリート》！」




「──っ!?」

　警戒してアークの動きが止まる。

　それは、ジャックの分身のごとき小さなカボチャを生み出す戦技だ。

　そのカボチャの中にはあらかじめ色々なものを仕込むことができる。

　くだらないトラップから、爆薬のような殺さつ傷しよう用の武器まで様々に。

「……ひゃっ！」

　手のひらサイズのそのカボチャを発見するより早く、それは炸さく裂れつした。

　ロザリアへと迫る、ユリノの薙刀なぎなた。

　その柄えの付け根の辺りで爆発が起こったのだ。

　そして、刃やいばはロザリアに届くことなく、折れて地面へと落ちる。

　刃が召喚粒子マテリアとなって拡散した。

「ふっ」

　ロザリアは呼こ気き一つと共に、折れた薙刀を手で払い、ユリノを退どけると、アークへと迫る。

　突き込もうとしていた拳こぶしはもはやまともに当てられない。

　アークは腕を引っ込め、防ぼう御ぎよに転じようと──

「っ！」

　頭上を、黒い影が覆おおった。

　咄とつ嗟さにバックステップで回避。

　アークが立っていた場所に、大鎌デスサイズが突き立つ。

　上空のジャックが投げ放ったのだ。

「危ねぇ──っ！」

　息吐つく暇もなく、その大鎌が光を放って消える。

　その向こうから、ロザリアが迫ってきた。

「ぐっ──」

　防御すら間に合わなかった。

　振り上げられた彼女の右手がアークの顔面を鷲わし掴づかみ、そのまま地面へと引き倒す。

　なんとか頭だけは打ちつけないようにかばうが。

　次の瞬間、全身を地面に叩たたきつけられ、アークは気が遠くなる。

　目の前が真っ暗になり、力が抜ける。

「……アーク──」

　自分を呼ぶユリノの声が、どこか不自然な感じに途と切ぎれたように思った。





　　　　○






　結局、アークの気絶によってユリノの召しよう喚かんも解除されてしまい、戦いはロザリアの勝ちとなった。

　眼めを覚ましたアークは、すぐにユリノを呼び戻した。

　ユリノは不満そうな顔（無表情だが、アークにはなんとなく分かった）で言う。

「……勝てなかった」

「ああ、そうだな……」

「どうしてですの？」

　アークも、レイナも悔くやしげに呻うめく。

　眼の前で、新しく煙草たばこに火をつけている担任教師を見やる。

　全く不確定な要素があったわけではなかった。

　ジャックのマントの下に隠されている刃物が射しや出しゆつできることは知らなかったが、その程度は召喚術師サマナー同士の戦いなら想定しておくべきギミックだ。

　だが──。

「なあ、ロザリア先生──」

「ジャックのマントには迷めい彩さい機能が付いている」

　アークの問いより早く、彼女は訊ききたかったことを口にした。

「第二競技場からここに来る途中で、小声で呪じゆ文もんを唱となえ、ジャックを召喚しておいた。こんなことになるだろうと思ってな」

　簡単に言うが、容よう易いなことではない。

　召喚の際に発生する擬似召喚陣を見つけられないように、離れた場所に召喚したのだろう。そして、戦せん闘とうが始まるときに、気付かれないように上空に移動させた──どれだけ先を読んでいたら、そんなことができるのか……。

「色々と突っ込みたいところはあるが──一言でまとめるなら、お前らの敗因は」

　と、ロザリアは煙の生まれる煙草の先をアークたちに向けながら、

「自分たちの持っている条件をまるで生かせていなかった、ってことだ」

「条件……ですの？」

「そうだ」

　レイナが繰り返すのに頷うなずき、

「二対一──召喚獣レヴナントを含めれば四対二だが──その数すう的てきに有利な条件。自分たちは召喚獣の解除で敗北なのに対し、相手は煙草を落とせば負けという有利な条件。なのにお前らはこれらを生かすための戦略を練ることなく、闇やみ雲くもに突っ込んできやがった」

「…………」

　その通りだった。アークたちは言葉もない。

「あたしとお前らで、召しよう喚かん術じゆつのレベルに大した差なんてない。召気アニムスの量で言や、お前らのほうが多分上だ。問題は、お前らがそれを全く無駄にしてるってことなんだよ」

　つーわけで、と言いながらロザリアは手のひらに二つ、小型のカボチャを発生させた。

　破は裂れつすると、中からそれぞれ、紐ひもが出てきた。

「アーク、手甲ガントレツトを外せ」

「あ？　ああ……」

　言われるままにすると、ロザリアはアークから手甲を取り上げる。

　そして──その紐でアークとユリノの腕をあっという間に縛り付けてしまう。

「は？　え？」

　アークが困こん惑わくしている間に、もう一本の紐で、反対の手をレイナの手と結びつけた。

　アークが真ん中、ユリノを右、レイナを左にして「両手に花」の状態だった。

「おい、なんだこれは？」

「あたしが勝ったら黙って言うことを訊きくって条件だったろうが。質問は受け付けない」

「いや、だがこれは……」

　意味が分からない。













　レイナは混乱してるのか顔が真まっ赤かだし、ユリノはなんだか楽しそうに、

「……アークと強制的に手つなぎ……これはいい特訓……」

　とか呟つぶやいている。

　アークは、よだれを垂らされる前に牽けん制せいしておくことにする。

「おいユリノ。お前からもなんか言ってくれ」

「……あ、そうだ。ロザリア先生。アークとレイナを結ぶのはいただけない。アークと私だけでいい。せめてレイナは私の側に──」

「そういうことじゃねえだろ!?」

　そもそもなんで縛るのかが疑問だ。

　しかしロザリアは何も説明することなく、紐ひもの端を引っ張ってアークたちを歩かせる。

　まるで連行される犯罪者のような扱いだ。

　そして──先ほど指し示していた遺い跡せきの入口の前に、四人は到着した。

　ポッカリと空あいた入口の先は、階段になっているようだった。

　闇やみが下へ向かって延びていて、奥がどうなっているのかは分からない。

　ロザリアが口を開く。

「ここを下って行くと、遺跡の中心部に出る。そこから先は、まあ、もともと街だったものだからな、結構入り組んで迷路みたいになってるが、出口はここ以外に一つだ。そこから出てこられれば、特訓は完了。ちなみに紐を解ほどいたり切ったりするのは禁止だ」

「…………」

　やはり意味が分からない。

　三人縛られた状態で暗闇の中を探たん索さくする──サバイバルの訓くん練れんにはなりそうだが、召しよう喚かん術じゆつの戦せん闘とう技術にそれがどうつながるのか……。

「一つだけヒントを出してやる。お前らが今から身につけるべき技術は識気コギト──そう呼ばれている」

「識気……？」

「……それだけじゃ分からない」

「そうですわ。もう少し詳しく──」

「いいからさっさと行け。おら」

「うわっ」

　後ろに回ったロザリアが、アークの背中に蹴りを入れてきた。

「このっ、暴力教師──」

　と文句を言うヒマもなく。

　腕を結ばれたアーク、ユリノ、レイナは、闇の中、急な階段を転げ落ちていった。
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「くそっ、何しやがるんだ……」

　アークは毒づきながら身を起こした。

　階段から地下に落ちた正面は壁になっていて、そこにぶつかりアークたちは止まることができた。

　顔を巡らせるが、何も見えない。階段も直線ではなかったようで、陽の光はまるで差し込んでこなかった。

　アークは立ち上がろうとして、両手に重みを感じる。

「そうだった……おい、ユリノ、レイナ。無事か」

「……私は大丈夫」

「わたしも問題ありませんわ……」

　それぞれの返事が聞こえる。

　見えないが、身を起こして、服を直したり、ホコリを払ったりしているようだ。

「しかし……思った以上に何も見えないですわね。出口どころか、道がどうなっているのかもさっぱりですわ」

「ああ……とりあえず起き上がろうぜ。壁に手をついて、進んでくしかねえだろ」

「……うん」

　せーの、と声をかけて、三人は立ち上がる。

　しかし微妙にタイミングが合わず、

「わっ」

　まずアークがバランスを崩した。

　続いて、レイナがそれを支えきれず身を傾け、アークはそれに引っ張られるようにして転ぶ。腕が結ばれているので、ユリノも同じようにひっくり返った。

「くそっ……悪い」

「いえ……って、ちょっとアーク、どこ触っているんですの!?」

「知らねえよ！　何がどうなってるか分からねえんだから」

「やっ……ちょ、両手で、そこっ、はっ……やぁん」

「変な声上げるな！　あと俺おれの片手は今床についてるから、片方は俺じゃねえ」

「ではこちらはユリノですの？　なんで弄いじるような手つきをするんですの!?」

「……なんだ。アークのだと思ったのに」

「ユリノてめえ！　どさくさ紛れに俺に何するつもりだったんだよ！」

「ひゃうんっ！　ちょっとアーク、こちらは貴方あなたでしょう!?　早く離してくださいませんか！」

「わ、悪いっ」

「……レイナばかりズルい。アーク、どさくさ紛れに私のほうも弄いじるべき。胸を揉もんだりぱんつの中に手を突っ込んだり──」

「しねえよ！　お前はちょっとじっとしてろ！」

　散々揉み合ったすえ、なんとか三人は横並びで寝転がった状態まで持っていった。

「くそっ……今のでさっそく体力を消しよう耗もうしちまった……」

「……アークが私に触ってくれないから」

「お前が触ろうとしてくるからなかなか起き上がれなかったんだぞ！」

「ああ、もう、いいからさっさと立ち上がりませんこと!?」

　レイナに言われ、もう一度挑戦する。

　今度は、少しふらついたものの、なんとか立ち上がることができた。

「ふぅ……で、どっちに行きゃいいんだ」

「正面は壁のようですわね」

「……こっちも壁。行き止まり」

　とアークの右側のユリノが言う。石を叩たたくペチペチという音が聞こえた。

「じゃあ、こっちか」

　左側にソロソロと歩を進める。

「──じゃあ、ユリノが右の壁を、レイナが左の壁を伝ってくれ。俺おれは少し前を歩いて、足元に危険がないかチェックしながら進む」

「……了解」

「分かりましたわ」

　暗くら闇やみの中の探たん索さくが始まった。





　　　　○






　どのくらい歩いただろうか。

　遺い跡せきの道はかなり複雑だった。三さん叉さ路ろがあったり、上り下りの階段があったり、坂道があったり、とややこしい。

　何も見えないので、紙に順路を描いてマッピングすることもできない。

　三人はここまでの順路を確認して、まだ行ってない分かれ道を判断し、そこへ向かう。

　歩くのにはだいぶ慣れてきた。

　しかし、どうやって出口を見つけるのか、その方策は未いまだ不明だ。

「そもそも、これでなんの特訓になるんだ？」

「……さあ」

「もっと有意義なことができないのかしら……」

　三人の呟つぶやく声が、反はん響きようもせず吸い込まれるように消えていく。

　広い空間に出たようだ。

　と。

「あら……？」

「どうしたレイナ？」

「いえ。ここ、急に壁がなくなって──ひゃあっ！」

　と悲鳴が聞こえたかと思うと、アークの左腕──レイナと結んでいる側だ──がガクンと落ちた。

「レイナっ！」

　アークは咄とつ嗟さにレイナの手を握にぎって支える。

「……どうしたの、アーク？」

「ユリノ、手伝ってくれ！」

　二人がかりでなんとかレイナを引き上げた。

　レイナは礼を言ってから、とぎれとぎれに言う。

「──どうやら、この辺りで道が急に、橋のようになっているみたいですわね。下はまったく足が着きませんでした。どのくらいの高さなのかも分かりませんわ」

　今まで壁だったのが何もなくなり、レイナは足を踏み外してしまったというわけだ。

「困ったな……これじゃ進めねえぞ」

　橋──それも、手て摺すりも何もない道。しかも、先が真まっ直すぐなのか曲がっているのか、そもそもちゃんとあるのかも分からない。

　そんなところを手探りで進めるわけがない。

「……やっぱり、ただ歩くだけじゃ駄目」

　ユリノが言う。

　そうなのだろう。それでなければ、召しよう喚かん術じゆつの特訓にはならない。

　だが、だからといってどうすれば……。

「……私が探ってくる？　召喚獣レヴナントなら、危険はない」

「いや……。ロザリア先生は紐ひもを解ほどくのは禁止って言ってただろ。ってことは、三人一緒に行動するしかねえ」

　と、そこでアークは気づく。

「待てよ……レイナ。お前のネフィリムで道を探ることはできないのか？」

「ネフィリムで、ですの？　まさか、そんなこと……感覚共有タイプの召喚獣ならまだしも……」

「だよなぁ……」

　通常、召喚術師サマナーが召喚獣レヴナントの動きを把は握あくするためには、視し認にんが必ひつ須すだ。

　召喚主マスターに情報を伝えることのできる召喚獣もいるが──同じクラスのラギの召喚獣バステトなどがそうだ──それにしても動きの総すべてを把握できるわけではない。

「……気になることがある」

「なんだ、ユリノ？」

「……ロザリア先生は、どうしてあらかじめ、ジャック・オー・ランタンを召しよう喚かんしておいたの？」

「そりゃ……俺おれらと戦う際に、有利になるように──」

「……あのとき、ロザリア先生は自分から勝負を持ちかけてきた。話の流れでそうなったと思ってたけど、もしかしたら、初めからそうするつもりだったのかもしれない」

「──なるほど。ってことは、あの戦せん闘とうも、今回の特訓の一いつ環かんだったってことか？」

　だが──あの戦いになんの意味があったのだろう。

　ただ、アークたちの担任教師が圧倒的に強いと証明されただけで……。

「エインズワース先生は仰おつしやってましたわね。わたしたちと自分で、召しよう喚かん術じゆつのレベルに大した差はない、と。とてもそうは思えませんでしたが……」

　そうだ。そしてこうも言っていた──




　──召気アニムスの量で言や、お前らのほうが多分上だ。問題は、お前らがそれを全く無駄にしてるってことなんだよ。




「そういうことか……」

「……どういうこと、アーク？」

「ロザリア先生はちゃんとヒントを与えといてくれたんだよ。今回、俺たちがやるべきなのは召気を有効活用することだ。そしてそのやり方を、先生は伝えてくれている」

「──それが識気コギト、ですの？」

「ああ」

　見えるわけでもないのに、アークは思わず頷うなずいていた。

　ユリノが言う。

「……識気──召気を識しる。自分の召気を認識することで、周りの様子を探る、って言いたいの？」

「召気は召喚粒子マテリアに反応するだろ。そして、召喚粒子は空気中に充みちている。だったら、自分の召気の動きを識ることで、周囲の様子を把握することはできるんじゃないか？」

「とんでもないことを言いますわね」

　そう告げる、レイナの声は苦笑交じりのようだった。

　レイナの場合は、召気アニムスを通じて召喚獣レヴナントの動きを把は握あくする。

　アークの場合は、召気を周囲へと放出し、様子を探る。

　その意味は共通している。

　つまり──外界に出した召気を、自分の体内の召気と同じように感じろ、ということ。

　自分の感覚を、自分の周囲へと広げろということだ。

　正直、無理難題に思える。

　少し前のアークなら、そう言っただろう。

　だが、直前に見せられたロザリアの強さが、それができるという可能性を示していた。

　それに──

（あいつ……ランドルフが言っていたこと）

　学院を襲しゆう撃げきしたあの男は、言っていた。

　アークが自分の体質──召気を操れるという体質を、まるで活いかせていない、と。

　そこには、こんな意味もあったのではないか？

　彼のように殺し合いが当たり前の世界で生きている召喚術師サマナーなら普通にできる召気の使い方を、アークはまだ全然できていない、と。

　そしてそれが、今回の課題のクリア条件だとしたら……。

（上等じゃねえか……）

　根こん拠きよはない。

　そもそも、ロザリアの意い図とも、完全な推すい測そくでしかない。

　これが出口を見つける方法として正解なのかも分からない。

　だが──。

（やる価値はある……！）

　アークは拳こぶしを握にぎりしめる。

　今は手甲ガントレツトをはめていない、生身の手。

　だが、それでいい。

　今必要なのは、武器ではなく──胸の内にある意志だ。
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「ふん……思ったより早く気づいたじゃないか」

　黒煙草たばこを口に咥くわえたまま、ロザリアは小さく呟つぶやいた。

　学院の敷地の外にある森の中だった。

　彼女の眼前には、洞どう窟くつの入口がポッカリと口を開けている。

　アークたちを落とした遺い跡せきの、もう一つの出口だった。

「気づくまでが特訓。気づいたなら、あとは勘かんを掴つかむだけ。自分で気づかなきゃ意味がないんだ」

　彼女の傍かたわらには、ジャック・オー・ランタンが生み出した手のひらサイズのカボチャが浮いている。

　実は、遺い跡せきを歩き回るアークの後ろに、これと対になるカボチャが常についていっており、そのカボチャが受けた空気の振動が、こちらのカボチャに伝わるようになっている。

　つまり、アークたちの会話が、ロザリアにはリアルタイムで分かるのだった。

　ロザリアの召気アニムスの量は、実際のところ他の召喚術師サマナーよりかなり少ない。

　召気は、召喚粒子マテリアを結合させ、召喚獣レヴナントを実体化させるエネルギー源だ。

　それが少なければ、術じゆつ師しとして不利なのは間違いない。

　だが、その不利を抱えながら、ロザリアが召喚対戦サモン・クルセイドで優勝できたのは、召気の使い方がいくらでも応用可能であると気づいたからだ。

　召気を感覚的に把は握あくする。

　術式によって細かく使用量や召喚粒子の構成を制限する。

　そうすることで、彼女の召喚獣には、無数のギミックを備えることが可能だ。

　その組み合わせと使用のタイミングで、ロザリアは優勝候補と言われた対戦者たちを蹴散らして、聖召喚騎士サモン・クルセイダーの称しよう号ごうを手に入れた。

「そうだよ……」

　短くなった黒煙草たばこを、新たに生み出したミニカボチャの中に放り込む。

　カボチャは煙を立ち上らせる煙草ごと、姿を消した。

　ローブの内ポケットから新たに一本を取り出しながら、彼女は呟つぶやく。

「……そのままで、お前らはまだまだ強くなれるんだ」

　どこか悔恨の響きが混じるような呟きを漏もらす彼女を、ジャック・オー・ランタンの、泣き笑いのような虚うつろな顔が見下ろしていた。
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「──太古の大地を創りし巨人よ。神の命によりてこの世界に降りし者よ。今一度、わが呼び声に応え、わが為にその豪ごう腕わんを揮ふるえ！　ネフィリムよ来たれ！」




　レイナがネフィリムを召しよう喚かんした。

　一瞬、擬似召喚陣が放つ光で、周囲の状況が見えたが、あまり参考にはならなかった。入り組んだ迷宮のような街が広がっていると分かっただけだ。

　轟ごう音おんが響き渡り、パラパラと石せき片へんが散らばる音が聞こえる。

　少し離れたところに、巨人が降り立ったのだ。

「おいレイナ。あまり派手に動き回らせるなよ。遺い跡せきが崩れたらアウトだぜ」

「分かってますわ──ネフィリムっ」

　レイナは姿の見えぬ召喚獣レヴナントに声をかける。

　腕から伝わってくる彼女の呼吸は早く、大きい。緊張しているようだった。

「…………」

　ジリジリとした沈黙。

　その中で、ネフィリムの甲かつ冑ちゆうが動く、軋きしるような音だけが、闇やみの中に響く。

　が、

「──おい、レイナ？」

　あまりに沈黙が長く続くので、アークは思わず声をかけた。

　すると、全力疾走した直後のように息を切らしたレイナの声が聞こえてくる。

「っ……はぁ、駄目ですわ、全然分かりませんっ」

　召喚獣という、自分とは別の存在に供きよう給きゆうしている召気アニムスを感じ取る。

　それは確かに難易度が高いのかもしれない。

　ならば、

「オレがやってみる」

　アークはそう告げ、意識を集中させる。

　身体からだを巡る血液を操るような感覚で、召気を意識下に置く。

　今まで、身体に密接する形での操作は行ってきた。

　自分から切り離す際──ユリノを実体化するときなど──は、召しよう喚かん術じゆつの術式に頼っている。

　それを、総すべて自分の意志で行うのだ。

　召気を身体から溢あふれさせ、周囲へと拡ひろげていく。

　アークの場合、召喚獣に供給した召気ではなく、自分の身体から放出しただけの召気を感じ取ればいいのだから、レイナよりは簡単なはず──。

「──うっ」

　そう容易たやすくはなかった。

「……アーク？」

「大丈夫ですの？」

「ああ……悪い」

　吐き気を感じて思わずうずくまってしまった彼は、すぐに立ち上がる。

「駄目だな……よく分からねえ」

　召気を放つことはできる。戦せん闘とうの際にいつも行っていることだ。

　だが、アークはそれを身体からだの表面で操作するだけだった。少しでも離れれば「ただ広げているだけ」の状態になり、操ることはできなくなる。視覚がきかなければ、それがどうなっているのかも分からなかった。

「やはり、召気アニムスで周囲の状況を探るという発想は間違っているのでは？」

「いや……」

　レイナの意見に、アークは否定を返す。

　とはいえ、アークにも確証があるわけではない。間違ったことをやって、時間を浪費するのも得策ではないだろう。

　だが、他に方法も思いつかない……。

　と。

「……何か聞こえた」

　不意にユリノがそう呟つぶやいた。

　アークとレイナも耳を澄ます。

「何も聞こえませんわよ？」

「いや……待て」

　微かすかだが、聞こえた。

　それも、あまり嬉うれしくない音だ。

　ピシリ、と何かがひび割れるような音。パラパラ、と細かいものが落ちるような音。

　そして──。

「ひゃっ──」

「……きゃっ」

「走れ！」

　二人の悲鳴を遮さえぎるような形でアークは叫んだ。

　足元が唐突に不安定になった。

　床が崩ほう落らくし始めたのだ。

「ま、まさかネフィリムを召しよう喚かんしたせいですの？」

「分からん！　俺おれらの体重のせいかもしれないしな！」

「……アーク、女の子相手に体重の話は無神経」

「そんなこと言ってる場合かっ！」

　言い合いながら三人は駆ける。

　しかし、この先、道がどうなっているのかは分からないままだ。

　突然床のないところに飛とび出してしまう可能性もある。

　かといって崩落中の場所に留とどまっているわけにもいかなかった。

　崩壊の音は確実に大きくなっている。

　そして次の瞬間、

「くっ……！」

　アークたちの身は完全に宙に浮いた。

　足元の床が、一気に崩れ落ちたのだ。

　すぐに、身体からだが下方へと引っ張られるような感覚。

「くそっ！　──？」

　それと同時にアークは、突然それを感じた。

「レイナ！」

　咄とつ嗟さに叫ぶ。

「ネフィリムの腕を伸ばせ！　右手！　足場は変えずに腕だけいっぱいにだ！」

「へ？　は？」

「早く！」

　突然の事態に対応しきれていないレイナに、アークは怒ど鳴なりつけるように叫ぶ。

　その声のお陰かげか、レイナは即座に意識を切り替える。

「ネフィリムっ！」

　声を上げる。

　軋きしむ鎧よろいの音が響く。

　石せき材ざいの崩ほう落らく音の中で甲高く響くそれがアークたちの間近に迫り──次の瞬間。

「……っ」

「っと」

「──ふう」

　三人は、巨人の手で柔らかく受け止められた。

「……アーク。もしかして」

「ああ……間違いない。これがそうだ」

　アークは、今保っている状態を壊さないように注意しつつ頷うなずく。

　妙な感覚だった。

　自分の身体のどこがどうなっているか見なくても分かるように、召気アニムスの拡ひろがっている範囲のことが手に取るように分かる。

　とても巨大な、それでいてものすごく軽い鎧を着ているような感じだ。

　鎧の先にものが当たれば、振動でそれが伝わってくる。

　それと同じで、召気が召喚粒子マテリアに触れることで、周りの様子が把は握あくできるのだ。

　身体が宙に浮き、身の危機を感じた直後、それが分かるようになった。

　お陰で、ネフィリムの位置を知ることができ、レイナに指示を飛とばせたのだ。

　ネフィリムがアークたちを地面へ下ろす。

　周りの様子もよく分かった。

　三人が立っているのは、先ほどまでいた床よりも五メートルほど低い位置で、そこに崩れた石せき材ざいが瓦が礫れきの山を作っていた。

　今は崩壊は収まっている。壊れたのは遺い跡せきの中のごく一部のようだった。

「よし。このまま出口まで向かおう。俺おれが指示を出す……けど、ずっとやってるのは結構キツいな、これ」

　集中力が続かないだろう。

「俺が道を確かめて、歩数で測るか？　けどそれじゃ危険か……」

　とアークが思案していると、レイナの声が言う。

「いえ──その必要はありませんわ」

　その雰ふん囲い気き──驚いているような、けれどどこか得意げな感じの調子。

「……ひょっとして、レイナもできた？」

「ええ」

　ユリノの問いかけに、レイナは頷うなずいた。

「不思議な感覚ですわ。自分の身体からだがここにあるのに、その外側に、さらに大きな身体があるような……」

　どうやら、アクシデントのお陰かげで偶然にも二人ともコツを掴つかめたようだった。

（まさか、ここまで仕込んでたわけじゃねえよな……）

　さすがにそれはないか、とよぎった考えを振り払いつつ、アークは言う。

「それじゃ、要所要所では俺が召気アニムスで探って方向とか位置を確認するから、それ以外の場所はネフィリムに先導させてくれ。道が崩れたりしてないかとかを確かめてほしい」

「分かりましたわ」

「よし──じゃあ、行こうぜ」

　そして三人は暗くら闇やみの出口へと向かって歩き出した。





　　　　○






　無事に、遺跡から脱出したときには、出口の先の森は夕ゆう陽ひに赤く染まっていた。

　待ち構えていたロザリアが飲み物を渡してくれ、アークとレイナは喉を潤うるおすことができた。

「どうだった？　ちゃんと特訓になったか？」

　ニヤニヤと笑みを浮かべながら言ってくる担任教師に、アークはカップの中身を一気に飲み干しながら答える。

　暗闇に慣れた眼めが眩まぶしくて、まだマトモに開けられなかった。

「ああ……けど、どこから計算してたんだ？　少なくともあの遺い跡せきの入り口に来る前に、ジャック・オー・ランタンをこっそり召しよう喚かんしたときには、特訓の流れを考えてたんだろ」

「馬鹿──だから甘いと言うんだ」

　と、ロザリアはなぜか罵ののしってきた。

「手品師は手品の種を明かさないし、召喚術師サマナーは自分の召喚獣レヴナントの特性を隠す。教師は余計な情報を教え子に漏もらしたりはしないんだよ。お前らがこの遺跡の中で、自分で気付き、見つけてきたものが今日の特訓の総すべてだ」

　それに、とロザリアは続けてくる。

「識気コギトを行うこと自体は大して難しくない。問題はそれをどう実戦に活いかすかだ。今後の特訓にいちいち付き合ってやったりはしないから、各自工く夫ふうしろ」

「おう……」

　アークはそう答え、ユリノとレイナも頷うなずいた。

　おそらく、ロザリアはこう言いたいのだろう。

　ここで自分が得たものの意味と価値を、自分で考えるまでが特訓なのだと。

「さて、今日はもう戻るぞ。あたしだって暇じゃないんだ。あいつら、警備のローテーション作成まであたしに押し付けやがって……」

　ロザリアは、煙草たばこを口の端で噛かみながらブチブチと文句を言い出した。

　学院の教師の中では一番若いだろう彼女は、雑用を押し付けられることが多いようだ。

　アークとユリノとレイナは三人顔を合わせてから、

「──ロザリア先生」

「なんだ、改まって」

「今日は……ありがとうございました」

　そう告げて、アークたちは彼女に向かって頭を下げた。

「…………」

　妙な沈黙。

　三人が頭を上げるタイミングを見失っていると、

「──っ、止やめろ止めろ！　あたしはな、教え子が変な襲しゆう撃げき者に殺されて騒ぎにでもなったら面倒だと思ったから手を貸しただけだ」

　言いながらロザリアは、さっさと学院への道を歩き出す。

　その後ろ姿からは、表情は分からなかったが──。

　アークたちは顔を見合わせ、笑みを浮かべてから、彼女の後を追った。
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「ユリノ！」

「ネフィリム！」

　二人の、召喚獣レヴナントを呼ぶ声が、第二野外演習場に交こう錯さくする。

　空気中の召喚粒子マテリアが召気アニムスと反応して、夕暮れから闇やみへと向かいつつある空に煌きらめきを放つ。

　第四曜日ユピテルの放課後。

　遺い跡せきの暗闇の中での特訓から四日経たっていた。

　あれから毎日、アークたちは特訓を続けていた。

　識気コギトと呼ばれる、自分の外側にある召気を把は握あくする技術の訓くん練れんだ。

　だが──。

「はあああああっ！」

　ユリノに続いて、アークも拳こぶしに召気を込め、レイナの召喚獣たる白き巨人へと突進。

　巨人ネフィリムはそれを、圧縮空気により加速させた右手の突きによって迎げい撃げきする。

　拳と刃やいばと鎧よろいとが、激しい光を放ちながらその力をぶつけ合う。

　その威力は相当なものだ。

　並の召喚獣では太た刀ち打うち出来ないだろう。

　しかし、アークもレイナも、そしてユリノも、それに納得していない。

　なぜなら──もともと、その程度の力を、彼らは持っていたからだ。

　これは、別に特訓の成果──識気を覚えたことによる戦せん闘とう技術の上達の結果というわけではなかった。

　力のぶつけ合いは、やがて、どちらともなく身を引くことで終わった。

　レイナの疲れたような吐息とともに、ネフィリムの召しよう喚かんが解かれる。

　巨人は粒子となって空気中に光を散らしながら、姿を消した。

　それを見て、アークとユリノも構えを解く。

「ああ、くそっ」

　罵ののしるような声も力なく、アークはその場に膝ひざを突いた。

「……アーク、大丈夫？」

「なんともねえよ。けど、ちょっと疲れた……」

　駆け寄ってくるユリノに苦笑する。

　連日の激しい特訓で、いつもより身体からだに負担がかかっていた。

　だが、あの襲しゆう撃げき者──ラウルは、いつまた学院を襲おそうか分からないのだ。

　早くあの男と渡り合える力が必要だ。

　なのに──。

「どうしたらいいんですの……」

　落ち込む、というよりは、どこか呆ぼう然ぜんとした調子でレイナが呟つぶやく。

　片手剣シヨートソードを鞘さやに収める仕草にも、どことなく覇は気きがない。

「あれから、全然感覚が掴つかめませんわ」

「そうだな。暗くら闇やみの中ならできたのに、視界が利くと全然駄目だ」

　識気コギト──自分の外部にある召気アニムスを感じ取る技術。

　周りが何も見えないときは、アークもレイナもそれを行うことができた。

　だが、見えていると、どうしても視覚に頼ってしまう。

　アークは召気を放つまでもなく周りの様子が分かるし、レイナもネフィリムの動きは見れば分かる。

　分かるから、わざわざ識気を使う必要性を感じないのだ。

「そもそも、識気ができたところで、戦せん闘とう技術にどう役立ちますの？」

「ああ、まったくだ」

　レイナの愚ぐ痴ちのような言葉に、アークは同意するしかない。

　ロザリアのような、様々なギミックをあちらこちらに配するような戦闘スタイルなら、自身の召気の把は握あくは大いに有効だろう。

　だが、アークたちやレイナのような打撃中心の戦い方で、それが役に立つとは思えなかった。

「ロザリア先生も、よく分からないことしか言わねえしなぁ……」

　アークの口調も自然と愚痴っぽくなる。

　昨日、アークはロザリアに訊きいてみたのだ。

　識気の技術を、実戦でどう活いかせばいいのか、と。

　それに彼女は、




　──そんなもの、人に教わることじゃない。識気とは何かが本当に分かれば、自然と相応ふさわしい形が現れてくる。




　そんな風に答えた。

　まるで哲てつ学がくだ。

　アークもユリノも、レイナもさっぱり理解できなかった。

　そして未いまだ、何も掴めないまま、というわけだ。

「はぁ……」

「ふぅ……」

　アークとレイナは弱々しい溜ため息いきを吐つく。

　ユリノが言ってくる。

「……二人とも、今日はもう休むべき」

「そうだな。これ以上続けても、無駄に疲れるだけだろうし」

「そうですわね……」

　力なく答える。

　立ち上がるアークに、レイナはさっさと背を向けながら、

「では、わたしはこれで」

　と、歩き出す。

　その後ろ姿に、アークは思わず声をかける。

「なあ」

「な、なんですの？」

「お前、毎日特訓のあとどこに行ってるんだ？」

「どこって、そそ、それは、その……」

　この第二演習場からは、東に延びる道を行けば校舎に一番近い。女子寮りようも、アークたちが住む旧学生寮も同じ方向だ。

　だが、レイナは毎日、特訓のあと一人で別の道──南方向へ去っていくのだった。

　そちらには海沿いの遊歩道がある。確かにそちらを通っても校舎には戻れるが、だいぶ遠回りだ。

　アークの問いにレイナは、

「べべ、別に貴方あなたには関係ありませんでしょう!?　個人的なことですのよ！」

　不自然なくらいに動どう揺ようしてそう告げると、逃げるように走り去っていった。

　揺れる金色の髪と、その上で跳ねる学帽、音を立てて揺れる片手剣シヨートソード。

　目立つお嬢じよう様さまの後ろ姿を眺めながら、アークとユリノは、

「なんなんだ、あいつ……」

「……怪しい」

　ユリノはじっとりとした細目で呟つぶやく。

「……あれは、隠れてコソコソ男に逢あうのを人に知られたくないときの態度」

「まさか。決闘にしか興きよう味みがなさそうな《騎き士し姫》様に限って、そんなことあるか？」

　アークがからかうように笑みを浮かべると、なぜかユリノに睨にらまれた。

「…………」

「な、なんだよ」

「……私は別にいいけど、なんか、レイナが可哀かわい想そうになってきた」

「何の話をしてるんだ？」

　意味が分からず首を傾かしげると、溜ため息いきを吐つかれた。

「……早く追いかけよう。気になる」

「あ、おい、待てよ。なんなんだよ、おい！」

　わけが分からないまま、レイナの後をつけることになった。





　　　　○






（……何を期待しているのでしょう、わたしは）

　自分の行動を馬鹿馬鹿しいと思いながらも、レイナは足を止められなかった。

　アークたちと別れた彼女は、第一野外演習場の脇を通り、南の海岸へと向かう散さん策さく路ろを進んでいた。

　背後でがさがさと音が聞こえた。

　振り返ってみるが、何もない。

（鳥、でしょうか？）

　どこか神経質になっているのかもしれない。

　無理もないだろう。

　学院を襲しゆう撃げきしてくる謎の組織。

　行方不明だと思っていた兄。

　彼が、その組織の一員かもしれなくて──。

（なんなんですの、本当に……）

　もう生きてはいないかもしれない、という覚悟はあった。

　けれど、もしどこかで生きているなら──そう期待もしていた。

　だが、まさかあんな形の再会など、予想しているはずもなかった。

「…………」

　レイナは歩を進める。

　森の中の散策路は、そこで急に視界が開け、高台から海を見渡せる崖がけに出る。

　兄の襲撃があった日から毎日、レイナはここに来ていた。

　昔、兄から送られてきた手紙にこの高台のことが書かれていたのだ。

　レイナがブラッドフォード家の屋敷にいて、兄が召しよう喚かん学院に通っていたころの話だ。

（お兄様の、お気に入りの場所……）

　彼は、よくここへ来て、沈む夕ゆう陽ひを眺めていたという。

　実際に、いるなどと思っていたわけではない。

　あるいは、いなければいいのにとすら、考えていたかもしれない。

　現に、昨日までレイナは、この場に誰もいないのを確認して、安あん堵どの溜ため息いきすら吐ついていた。

　けれど──。

「あ……」

　その立ち姿を眼めにして、レイナは思わず声を上げた。

　先日、アークとレスターの試合に乱入してきたときと同じ、黒いローブ姿がそこにあった。

　背に、白く染め抜かれた幾き何か学がく的てきな模様。

　あの時かぶり続けていたフードを、今は取り去っていた。

　レイナとよく似た、金色の長髪が海風になびいていた。

　夕ゆう陽ひに染まる赤い景色の中でも、僅わずかに伏せがちなまぶたの奥の、青い両眼がよく見えた。

　そしてその眼が眺めていたのは、海に沈む西陽ではなく。

「……っ！」

　自身が手にした、鎖の先のペンダントトップ。

　それは、レイナが今も首に下げているものと同じ十じゆう字じ架かだった。

　兄がくれた、最後の贈り物。

　それを、見てレイナは──。

「お兄様っ！」

　止められなかった。

　溢あふれる声も。

　零こぼれる涙も。

　勝手に走り出す足も。

　何もかも自分の思い通りにならず、気づけばレイナは兄に抱きついていた。

　馬鹿だ。

　相手は学院を襲おそった敵なのに。

　不用意に近づけば、攻撃されるかもしれないのに。

　それでもレイナは、自分の行動を止められなかった。

「ラウルお兄様！」

「……レイナ」

　呼びかけに応え、自分の名を呼ぶ声。

　柔らかく、優しく、それでいて毅き然ぜんとした力強さも内にこもった声。

　その懐かしい響きを耳にしただけで、また涙が生まれてしまう。

「お兄様っ……今まで、なんで……どうしてっ……！」

　訊ききたいことが、山ほどあった。

　話したいことが、幾らでもあった。

　そのどれもを伝えたくて、けれど、いっぺんに言えるわけはもちろんなくて。

　レイナは意味のない言葉を、もどかしく口から零こぼすだけだった。

「寂さびしい想おもいをさせたようだな」

　静かに、兄は言った。

　昔と変わらない、大きくて暖かい手が、レイナの髪をくしゃりと優しく撫なでる。

「父上と母上はどうしている？」

「……お父様もお母様も、お兄様はもう、亡くなったと……思っていますわっ！　ですから──すぐにでも」

　無事を知らせてください、と告げようとしたレイナを遮さえぎって、兄は言う。

「そうか。ならば、良かった」

「……っ！」

　レイナは驚きに打たれ、顔を上げる。

　彼女と似た、けれど決して同じではない凛り々りしい兄の顔。

　その視線は、好きだと手紙に書いていた西の海に向けられていて。













「なぜそんな……？　だって……お兄様が戻れば、お父様もお母様も、お喜びになられますわ。わたし、だって……っ」

「私はもう、ブラッドフォード家に戻るつもりはない」

「どうしてですの!?」

「父上の跡あとはお前が継つぐべきだ。ブラッドフォードの名は、私よりお前に相応ふさわしい」

「そんなわけありませんわ！」

　レイナは大声を放つ。

　兄に、こんな言い方をするのは初めてだった。

　そもそも、兄に異を唱となえたことが、今までになかったかもしれない。

「お兄様以上にブラッドフォード家を継ぐのに相応しい方など、おりませんわ！　わたしなど、お兄様に憧あこがれているだけの……っ」

　違う。こんなことを言いたいわけではない。

　レイナは言葉を飲み込んで、言い直す。

「……なぜ、ですの？」

「…………」

「教えて下さいませ、ラウルお兄様。お兄様はどうして、突然いなくなってしまわれたんですの？　どうして、今突然現れて、召しよう喚かん学院を襲しゆう撃げきしてきたんですの？　何か訳があるのでしょう？」

「…………」

「話してください、お兄様！」

　レイナは身を離し、兄に向き直ってそう言い放つ。

　再会の喜びに、溢あふれる感情にいつまでも身を任せているわけにはいかない。

　ここからは対等の、問とい質ただしの時間だ。

「……強くなったな、レイナ。以前のお前なら、そんなふうに私を詰きつ問もんしたりはできなかった」

「っ──ごまかさないでください！」

　優しい言葉に、流されそうになるのをこらえて、レイナは追及を続ける。

「《生命の樹セフイロト》とはなんですの？　何が目的で学院を襲おそうんですの？　お兄様はなぜ……そんな組織に身を投じたんですの……？」

　幾つも問いを重ねる。

　けれど、知りたいことは、本当は一つしかない。

「お兄様は……何をしようとしていますの……？」

「私は──」

　そして、それに対する答えもまた、一つだった。

「──私が信じる騎き士しの道に殉じゆんじる。それだけだ」

「そんな……っ」

　レイナは、頭を殴られたような衝しよう撃げきを受ける。

　ブラッドフォード家は、名門と言われる騎士の家いえ柄がらだ。

　ミスティアが王制の頃は王に仕え、共和制となってからは国とその民に仕えてきた。

　百年前の《大戦争グランウオー》では、時の当主クラウド・ブラッドフォードは召喚術師サマナーとして《終戦の英えい雄ゆう》クローディア・ハイラインと共に、ミスティアの地を、敵国の襲しゆう撃げきから護まもり、戦乱を終わらせるために力を尽くした。

　平和の時が長く続き、召しよう喚かん術じゆつは戦争のための技術から、決闘の一種目へと変わった。

　騎士は、国を救った英雄と言われながらも、次第に時代遅れの存在とも見なされつつある。

　しかしそれでも、その精神の価値は、騎士として生きる誇ほこりの気高さは変わらないと、兄はいつも言っていた。

　そして兄は、それを自ら体たい現げんしていたのだ。

　少なくとも、召しよう喚かん学院へと旅立つ、あの日までは。

「……分かりません」

　レイナはポツリと言った。

　夕ゆう陽ひは、半分以上が海の向こうへと没していた。

　もうすぐ、夜が来る。

「騎士ならばなぜ！　学院を襲おそうのです!?　罪のない者を傷つけて……それがお兄様の正義ですの？」

　レイナは、兄の胸板を叩たたく。

　昔は届かなかった。今は──。

「あんな行為、騎士として正しいとは、わたしには、どうしても……思えませんわ……」

　最後は力なくそう言って、叩く手も落としてしまう。

　手は届いても、声は届いていない。

　そう、感じてしまった。

　なぜなら、兄がどう答えるか、分かってしまったから──

「騎士の精神は、自身の心にある。お前が私に騎士の姿を見ることができないのなら、それぞれの信念が違うということ。それだけだ」

「…………」

　その通りだ。

　ブラッドフォード家に伝わる家憲書。

　騎士としての在あるべき姿を記したその本には、こう書かれている。

　騎き士しとは己が信念を貫く者だと。

　そう。だから。

　自分と兄の騎士道がぶつかるなら──お互いの心に、同じ想おもいはないということだ。

「どうして……」

　レイナは、その場に崩れてしまいそうになる身を、なんとか維い持じする。

　そして問いを放つ。

「どうして……お兄様は、変わってしまわれたんですの……？」

　今度の沈黙は長かった。

　真まっ直すぐに見つめ合うレイナと兄。

　その視線の交換は、まるで騎士の決闘のようで。

「変わってなどいない」

「……っ」

「私の想いは何も変わっていないよ、レイナ。私は今でも、揺るがぬ信念の下もとに行動している」

　視界が、歪ゆがむ。

　涙でぼやけ、兄の顔が見えなくなる。

　悔くやしくて、哀かなしくて、レイナは泣き声すら上う手まく上げられなかった。

（だって……だって、それはつまり……！）

　兄の想いが昔も今も同じだということは。

（わたしが見ていた騎士としてのお兄様は、ただの思い違いだったんですの……）

　兄が歩み寄ってきた。

　レイナは、何も反応できない。

　今までの兄の姿は虚きよ像ぞうだった。

　その事実を、まだ受け入れられない。

「本当に──」

　と、兄が言う。

　あの懐かしい笑みを浮かべて。

「大きくなったな、レイナ。私の自慢の妹だ」

「お兄様……っ」

　その一瞬だけ。

　その言葉を聞いた瞬間だけレイナは、昔に戻ったような気がした。

　優しく、強く、気高い兄。

　レイナの憧あこがれだった兄。

　髪を撫なでてくれる大きな手が好きだった。

　見つめられると吸い込まれそうな青い瞳ひとみが好きだった。

　レイナが何かを自慢した時に褒めてくれる、その声が好きだった。

　いつでも惑わない、その意志の強さが、好きだった。

「──くっ……」

　次の瞬間。

　レイナは腹に衝しよう撃げきを受けた。

　痛みは軽い。しかし、体内の召気アニムスが暴れ回るような、強烈な眩暈めまいがした。

　そして一気に意識が遠のき、視界が暗転していく。

「お、にい……さ……まっ…………」

　最後に見た兄の顔は、驚くほどの無表情だった。





　　　　○






「レイナ！」

　アークとユリノは今まで隠れていた草むらから飛とび出した。

　レイナをつけて、彼女の兄──ラウルを発見してからは、様子を窺うかがっていたのだ。

「…………」

　ラウルは、二人の姿を一いち瞥べつしたが、一言も発することなく背を向けた。

　その背に光が生まれ、直後白い翼が現れた。

「──待て！」

　アークの制止もきかず、その姿は空へ。

　召喚粒子マテリアの光を散らしながら、ハイライン市の方へと消えていった。

「くそっ……」

「……アーク。レイナを」

「あ、ああ。そうだな」

　二人は、地面にぐったりと横たわる彼女に駆け寄った。

「レイナ、しっかりしろ」

「ん……ぅ」

　呼びかけると、彼女はすぐに眼めを覚ました。

「おにい、さま……？」

「じゃなくて悪いけどな」

「──っ!?　アーク、ちょ、ちょっと、離れて下さいっ」

　彼女はアークを突き飛ばしながら押しやり、二人に背を向けた。

「なんだよ、心配したんだぞ」

「……レイナ。今のはアークに抱きつくべき場面……いや、レイナはやったら駄目。私だったら抱きつく」

「お前は何を言ってるんだよ──っておい、こんなときに引っ付いてくるな！」

「……想像したら我が慢まんできなくなった」

「時と場所を考えろよ！」

「…………ふ」

　騒ぎ合う二人を、レイナの小さな吐息が遮さえぎった。

　レイナは背を向けたまま言ってくる。

「──いつから見ていましたの？」

「悪い。最初からだ」

「……アークがどうしてもって言うから」

「お前だよな!?　お前が見るって言い出したんだよな！」

「そうですの……では事情を説明するまでもありませんわね」

　レイナはあくまでも静かに言う。

「わたしは──明日からは特訓に参加いたしませんわ。申し訳ないですけど、貴方あなたたち二人で続けてください」

「レイナ……？」

　突然の宣言に、アークは呆ぼう然ぜんと名を呟つぶやく。

　ユリノも、無表情の中で、少しだけ眼めを丸くしていた。

「……なんで？」

「今の様子を見ていたのでしょう？」

　背を向けたままレイナは言う。

　彼女の肩が、微かすかに震えているようにアークには見えた。

「わたし、はっ……お兄様と並び立つために強くなりたかったのです。特訓を続けていたのは、対等に戦って、お兄様を引き止められれば、きっと話ができると……話ができればお兄様の行動にも理由が見つけられると、そう思ったからですわ。けど──っ」

　持て余す感情を発散するように、腕が振られる。

　けれどそれは、どこにその力をぶつけることもなく空を滑った。

「お兄様は──あの方の騎き士し道は、わたしと同じではなかった。わたしの想おもいは、初めから有りもしない幻げん想そうに向けられていただけだったのですわ！」

「…………」

　アークはかける言葉を思いつけなかった。

　想いを断たれる辛さが、分からないわけではなかったからだ。

　夜の森で、動かなくなったユリノを発見したとき。

　ユリノの身体からだを納めた棺ひつぎに土をかけたとき。

　自分の一部が欠けたような喪そう失しつを感じた。

　ユリノを生き返らせると決めてからも、幾度も味わった。

　調べても調べても情報が足りず。

　自分の技術があまりに拙つたなくて。

　不可能だと投げ出したくなったことは一度や二度ではない。

　心の支えを失った相手に、他人がかけられる言葉などないとアークは知っていた。

　と──。

「……レイナ」

　ユリノが彼女に歩み寄る。

　肩に手を乗せ、レイナを自分のほうに振り向かせる。

　その目元が潤んで、僅わずかに赤らんでいるのをアークは見た。

　そんな、痛々しい姿のお嬢じよう様さまに、ユリノは、




　──バシンッ。




　派手に平手を放った。

「ちょっ……ユリノ!?」

　思わず駆け寄ろうとするアーク──が、彼女の表情を見て踏みとどまった。

　ユリノ自身もまた、叩たたかれたみたいな顔をしているように思えたから。

　いつも通りの無表情でも、アークにはなんとなく、それが分かった。

　レイナは、叩かれた頬ほおを押さえることもなく、唖あ然ぜんとした顔をしていた。

　響いた音ほどには、痛くはなかっただろう。

　けれど、彼女の心には激しく届いたはずだ。

「なっ……」

　一瞬後には、レイナは眼めを吊り上げて声を上げた。

「何をするんですのっ!?」

「……レイナは馬鹿」

　激げつ昂こうする彼女にはお構いなしに、ユリノはさらに罵ば声せいを重ねた。

「っ……」

　怒りが強すぎて何も返せないらしいのを良いいことに、ユリノは淡々と言葉を続ける。

「……この前言ったはず。迷っているなら、いつもの自分ならどうするかを考えればいいって。それを考えたから、レイナは特訓することにした。そうでしょ？」

　あの時の会話か、とアークは思い出す。

　ラウルの襲しゆう撃げきがあった日の夜、レイナを二人で女子寮りようまで送っていった。

　その時、アークから離れて二人きりで話したときのものだ。

「……だったらそれは、レイナ自身の想おもいでしょ？　お兄様がどうだったかなんて関係ない。それともレイナは、自分の理想通りじゃないお兄様はいらないの？」

「お、おい、ユリノ……」

　いつになく口数の多いユリノは、いつになく辛しん辣らつだった。

　アークはいい加減止めようと歩み寄る。

　だが、その足は途中で止まった。

　レイナが、ユリノを睨にらみ上げて叫んだからだ。

「そんな──そんなことはありませんわ！」

　そう声を上げる彼女の眼めは涙で満ちている。

　けれど、そこに宿った怒りは、意志の炎の証あかしだ。

「わたしの騎き士し道はわたしのもの！　それがお兄様と違ったとしても──」

　炎は涙を吹き飛とばす。

　レイナは、制服の袖そでで目元をこすると、赤らんだ両眼でユリノを睨みながら、

「──それでも、わたしは、お兄様を……っ」

　けれど、それ以上は言葉にならなかった。

　レイナは脱力したように地面に膝ひざをついた。

　悔くやしげに拳こぶしで土を叩たたく。

　言葉を続けることができない意味は良く分かった。

　意志は生まれた。けれど、その意志を通すための力がないのだ。

　特訓は連日失敗続きだ。このままでは、レイナは、否いな、アークとユリノも、ラウルに届かない。

「……レイナ」

　と、不意にユリノがオロオロし出す。

　レイナとアークの方を交互に見て、

「……どうしよう、アーク」

「この先は考えてなかったのかよ」

「……つい叩いちゃっただけ。今までのは全部アドリブ」

「マジかよ……」

　呆あきれつつ、しかしアークは驚いてもいた。

　これまで、ユリノがアーク以外の誰かを叩くところなど見たことがなかったし、強い言葉で何かを訴えることもなかった。

　何しろ、アーク以外に興きよう味みがないなどと平気で言い切るくらいだったのだ。

　けれど、ユリノはレイナを思わず叩たたいた。

　それは、ユリノが彼女を気にしているということ。

　自分たちの進んでいる道を、共に歩んで欲しいからこそ、離れようとした彼女を繋つなぎ止めたくて、手を出してしまったのだ。

　そのことを、アークは素直に嬉うれしいと思った。

　アークはレイナに歩み寄る。

　頭に手を乗せようとすると、振り払われた。

「止やめてください。慰なぐさめられると、惨みじめですわ」

「そんなんじゃねえよ」

　再度、アークはレイナの頭を、掌てのひらでくしゃくしゃと撫なでる。

「特訓、続けようぜ」

「でも……全然上う手まくいかないではありませんか。これ以上続けたところで、お兄様には……ですから、わたしはもう──」

「お前がそう思うなら、無理かもしれねえな。けど、俺おれは諦あきらめる気はねえぜ」

「そんな……なんの根こん拠きよがあって、そんなふうに思えますの？」

「根拠なんかねえよ。そんなもんいらねえ」

「…………」













　そうだ。

　いつだってそうだったのだ。

　クローディア召しよう喚かん学院に入学すると決意したとき。

　ユリノの魂たましいを召喚して取り戻すと決めたとき。

　巨きよ龍りゆうと化したベリアルを倒すと告げたとき。

　いつだって根こん拠きよなどなかった。

　なくても、できると信じ、そして実際にやってきたのだ。

　今も、それは同じだ。

　だから。

「俺おれは続けるぜ。特訓も、あいつと戦うことも。心だけ折れて、自分から退ひくことだけはしたくない」

「アーク……」

　レイナは顔を上げた。

　そこにあるのは、苦笑交じりの呆あきれ顔だった。

「まったく……敵かないませんわね、貴方あなたたちには」

　立ち上がり、服についた土を払う。

　そして彼女は、二人に背を向けて女子寮りようの方へと歩き出した。

「お、おい、レイナ？」

「──ありがとう、とはまだ言いませんわ。特訓の成果が出たら、改めて」

　そう早口で告げると、彼女はアークたちを見ることなく走り去っていった。

　アークは、その様子を見ながら苦笑する。

「ったく……意地っ張りだよなぁ、あいつも」

　どうしても弱みを見せたくはないらしい。

　今更だと思うのだが。

「……アーク」

　と、何やら地の底から響くような怨うらみがましい声が聞こえた。

「な、なんだよ」

「……ずるい。私はビンタして、厳しいこと言ったのに、アークは頭撫なでて、優しいこと言って……そうやってまた好感度を上げる」

「知らねえよ！　何の話だ！」

「……私の頭も撫でるべき。ううん、頭以外も色々撫で回すべき」

「止やめろ！　引っ付くなっての！」

　騒ぎ合いながら二人も旧学生寮へ戻った。





　　　　○






　翌日の放課後。

　アークとユリノが第二野外演習場へ行くと、既にレイナが待っていた。

「遅かったですわね」

　準備運動をしていたらしい彼女は、早くもかすかに息が弾んでいる。

　アークとユリノは顔を見合わせる。

　アークは思わず笑みを浮かべた。

「なんだよ、やる気満々じゃねえか」

「当然ですわ。わたしだって、諦あきらめが良いいわけではありませんのよ」

　そしてレイナは自身の召喚獣レヴナントを喚よび出す。

　白き鎧よろいの巨人ネフィリム。

　それは、代々ブラッドフォード家の当主に受け継つがれる召喚獣だ。

「さあ、今日も特訓を始めましょう！」

　そして──。

　巨人の拳こぶしと少女の刃やいばがぶつかり、光を放ち。

　剣と拳の激突が。

　今日も続く。





　　　　○






　ハイライン市にあるホテルの一室。

　カーテンを閉め切った部屋で、明かりもつけずにその男は手紙を読んでいた。

　黒い教団服にローブ

　ローブに付いたフードを目ま深ぶかに被り、その姿はまるで時代遅れの魔法使いだ。

　男──ラウル・ブラッドフォードは、椅子に座り、眼めの前の小卓に積まれた手紙を次々と読んでいく。

　封筒に入れられたもの、便びん箋せんがむき出しのもの、羊よう皮ひ紙しに殴り書きされたもの──その種類は様々だ。

　読み終わったそれを、彼は片端から、火のついていない暖だん炉ろに放り込んでいた。

　やがて──。

　彼は手を止めた。

　その手紙に書かれた文字を、もう一度読み直す。

　そして小さく笑みを浮かべた。

「あの廊ろう下かの奥か……なるほどな」

　何かに納得するふうに頷うなずくと、彼はその手紙も暖だん炉ろへと放った。

　そこには、幾つかの文字とともに、建物の簡単な平面図が描かれていた。

　見る者が見れば、それがクローディア召しよう喚かん学院の校舎を表しているものだとわかるだろう。

　その一いつ箇か所しよに、何かの場所を示すように、赤い点が記されている。

　それが、彼の目的としているものだった。

　やがて総すべての手紙を読み終えると、彼は席を立つ。

　部屋の備品であるオイルライターで、最後の一枚に火をつけると、それを暖炉に投げ入れる。

　炎は他の手紙に燃え移り、総てを白から黒へ、灰へと変えていく。

　手紙の総てが燃もえ滓かすに変じたのを見届けてから、ラウルはその部屋を立ち去った。
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　その夜、突とつ如じよ雷鳴が学院を襲おそった。




　轟ごう音おんが響き渡ったときには、すでに天空からの雷撃が校舎を炎上させていた。

　元々クローディア・ハイラインの居きよ城じようであった教室棟が火を吹き、いくつかの尖せん塔とうが崩れた。

　その様子を、アークとユリノ、レイナは第二野外演習場から眺めていた。

　その日の特訓を終え、そろそろ戻ろうかと考えていた時だった。

「なっ……」

「……すごい」

「どういうことですの……」

　ここより少し高い位置にある校舎。

　その全域が赤く炎を立ち昇らせていた。

　自然現象──にしてはおかしい。

　西の端が僅わずかに赤い空には星が散らばり、落雷を引き起こしそうな雲は見当たらない。

　雨が降り出す気配もなかった。

「まさか……お兄様？」

　レイナが呟つぶやきを漏もらす。

　アークは否定の言葉を返せない。

　内心では、彼も別の理由で動どう揺ようしていた。

（雷撃だと……？）

　召喚術師サマナーによる、雷を放つ攻撃。

　しかも彼は《生命の樹セフイロト》の一員だ。

（まさか……ユリノを殺したのは、ランドルフじゃなく……？）

「……アーク」

　飛とびそうになった思考を、ユリノの声が抑えた。

　三人は頷うなずき、学院の方へと駆け出した。





　　　　○






　赤々と燃え上がる学院の校舎。

　その中に、生徒や教師の姿はもうなかった。

　避難がすでに完了しているのだ。

　しかし、そこに。

「…………」

　燃え盛る廊ろう下かを、平然とした様子で歩く人影があった。

　ラウル・ブラッドフォードだ。

　背の翼は、今は姿を消していた。

　黒のローブを纏まとった彼は、じっとりと汗が滲にじみそうなほどの高温の中を、涼しげな表情で歩いて行く。

　炎が時折、襲おそいかかるように吹き上がるが、彼の手前で壁に阻はばまれたように止まる。火の粉も、天井から崩れてくる建材すらも同じだった。

　ラウルの周囲に見えない壁があるかのように、何者も彼の行く手を阻めない。

　やがて、ラウルは校舎の一角にある部屋へ辿り着く。

　その扉には幾つもの錠じようが取り付けられ、厳重に締め切られていた。

　しかし、

「…………」

　ラウルは無言で、その手に大剣を具ぐ現げん化かさせる。

　神こう々ごうしいまでの純じゆん白ぱくさを誇ほこるその剣を振ると、扉はまるで薄うす布ぬののように裂かれ、内側へと開いた。

　ラウルは部屋へ踏み入る。

　ごく狭い部屋で、人が生活するような場所ではない。

　その中央に、小さな円形のテーブルが置かれている。

　そこには、一つの石が乗っていた。

　片手で抱えられるほどの、一見なんの変へん哲てつもない石だ。

　しかしよく見ると、それは仄ほのかに赤い色を帯びている。

　ラウルはそれを手に取り、ローブの内側へとしまい込んだ。

　そしてそのまま踵きびすを返し、部屋を出る。

「…………」

　ここまで簡単に行くと、罠わなを疑いたくなる。

　部屋に侵入しても、目的の品を持ち出しても、トラップが発動する様子はない。

　となると、これが偽物だという可能性を考えたくなる。

　だが──。

「──私の召気アニムスが反応している。《永続の神勢アイオーン》の召気との感応……間違いなくこれが《智慧の樹の実エリクシール・マテリア》……」

　伝説上、様々な形で語られる魔石。

　その姿すら曖昧で、秘められた力に到いたっては、無数の噂うわさや神話や与よ太たば話なしが混ざり合って混こん沌とんとしている。

　曰いわく、あらゆる物質を生み出すことができる。

　曰く、世界のあらゆる叡えい智ちがそこに宿っている。

　曰く、人類すら滅ぼす、神の力を得ることができる。

　どれもが、ある意味で正解で、しかし見当はずれだ。

　その、本当の力は。

　そして、ラウルの目的は──




「止まりな、大馬鹿野郎」




　声をかけられ、ラウルは足を止める。

　そこはすでに、校舎からの出口近く。

　正門前の玄関ホールだった。

　ランドルフ襲しゆう撃げきの際に破壊された箇か所しよの工事はもうすぐ完了するところだったのだが、紅ぐ蓮れんの炎によって、工事夫たちの苦労は無に帰してしまった。

　絨じゆう毯たんから発火した炎が、生き物のように立ち昇り、火の粉と煙と灰を飛とばした。

　そんな地獄のような風景の中に、彼女は立っていた。

「……ロザリア・エインズワース」

「この間は、よくも無視してくれたな」

　ロザリアは床に立てた大鎌デスサイズを左手で支えながら、右手の指に挟んだ黒煙草たばこを口に咥くわえ、オイルライターで火をつける。

　それから、ラウルを睨にらみつけると、

「なんでこんなことをしでかしやがった。十二年前にあたしに振られた仕返しか？」

「……十二年。もうそんなになるのか」

「まだ十二年、とあたしは言いたいがね」

　炎の中から、ロザリアの傍かたわらへと彼女の召喚獣レヴナントが現れた。

　パンプキンヘッドに、黒のマント。ロザリアのものと対になる漆しつ黒こくの大鎌。

　ジャック・オー・ランタン。

　その泣き笑いのような表情の精せい霊れいの顔を見て、ラウルは小さく息を吐いた。

「本当に変わらない。その、内側にひた隠した激げき情じようも。まるであのときに戻ったようだ」

「寝ね惚ぼけるなよラウル・ブラッドフォード。時は戻らない。失ったものは還かえってこない」

「──そうか。まだ好きなのだな。彼──イクス・ギルバートのことが」













「……っ！」

「あの時、君は言ったな。彼の好きなものを、自分も好きになりたい、だからこの煙草たばこを選んだ、と。ならば今、君はなんのためにそれを選ぶ？　死者を忘れぬためにか？」

「黙れっ！」

　激げき情じように駆られたように、踏み出すロザリア。

　召喚獣レヴナントも彼女に従って宙を滑り、両者の大鎌デスサイズが、左右からラウルを狙ねらう。

　だが。

「無駄だ」

　弾はじけるような光の拡散。

　一対の大鎌はどちらも、ラウルの眼前で見えない壁に阻はばまれ、止まってしまう。

　そして、不意にラウルの右手に現れた白き大剣が、ロザリアを襲おそう。

　振り上げの一撃を、彼女は鎌で受け流しながら後退して躱かわした。

「……《ミカエル》の剣に《ガブリエル》の壁、それにあれは《ラファエル》の翼ってところか？　三大天使を総すべて召しよう喚かんとは、お前、自分に何をしやがったんだ」

「大したことはしていない。歩むべき道のため、自分にできることをしているだけだ」

「お前お得意の、騎き士し道ってやつか」

「そうだ」

　ロザリアの皮肉げな口調に、恥じ入る素振りもなくラウルは答える。

　ミカエル、ガブリエル、ラファエル。

　三体とも、召喚獣の種別カテゴリイとしては精霊ゲニウスに分類される。

　精せい霊れいは人間の概がい念ねんであり、この世界の上位存在として現れる。

　中でも神の御み使つかいたる天使は、伝統と信仰と歴史によって、他に類を見ない強力無比な召喚獣となっている。

　その天使の最高峰とも言うべき三大天使を従えるには、並の術式や精神力では不可能のはず。

（どうやら、天使そのものの姿ではなく、象しよう徴ちよう物の形で実体化することで、召喚を容よう易いにしてはいるようだが……）

　精霊には決まった形がない。

　人々のイメージによってある程度の共通項はあるが、それ以外は、記された書物や描かれた絵画によって、その姿は様々だ。

　そこで、その共通項の部分のみを実体化させるという召喚の方法が生まれた。

　空を舞い癒やしを運ぶラファエルの双そう翼よく。

　あらゆる害意から人を護まもるガブリエルの防壁。

　悪を裁くために振りかざされるミカエルの雷剣。

　三人の御み使つかいの力だけを抽ちゆう出しゆつするように、ラウルはそれらを身にまとっているのだ。

（だが、それにしても……本当に、何をしたんだラウル──）

　心中の疑問を、しかしロザリアはいつまでも持ち続けることはできなかった。

　後退した彼女を追って、ラウルが迫ってくる。

　背には、いつの間にか光の翼が実体化していた。

　手にした大剣を一いつ閃せんさせる。

　ロザリアはなんとかそれを躱かわす。彼女の背後の炎が剣圧で割れた。

「ジャック！」

　ロザリアは、召喚獣レヴナントに指示を飛とばす。




「《鈍色なる雨レイニイダーク》！」




　ジャック・オー・ランタンの黒マントがなびき、中から無数の刃物が射しや出しゆつされる。

　バラバラの形状の、一つ一つはとても業わざ物ものとは呼べないような刃やいばが、しかし数の威力をもってラウルに迫る。

　だが。

「無駄と言ったはずだ」

　その総すべてが、相手に到達する前に、不可視の壁に阻はばまれ墜おちる。

「君の強みはその手て数かずの多さだが、それは、一段階上の相手と戦うときには対抗策を打ち出せないということでもある」

「……っ」

　大剣による突きを大鎌デスサイズで捌さばきながら、ロザリアは舌打ちする。

　今更誰かに言われるまでもない。そんなことは自分で百も承知だ。

　召気アニムスの少なさを、ギミックの多さと、その組み合わせによる戦術の工く夫ふうによって補う。

　それは、一つ一つの攻撃の威力が、さらに低くなるということ──自分よりも圧倒的に強い敵に対しては、彼女の攻撃総てが通じない、ということを意味するのだ。

　精せい霊れいの最高レベル、三天使の一体ガブリエル。

　その絶対の防壁は、隙を突いて破れるような代物ではない。

「くっ──」

　大剣の振り下ろしを大鎌の刃で受ける。そのまま柄えを一回転させて剣を弾はじき、流れる動作でラウルへと迫るが、やはり障しよう壁へきに阻まれる。

　その際、剣の先がぶつかり、ロザリアの脚を傷つける。

　破れた服の裾から太ももが覗のぞき、みるみるうちに血が滲にじんでいく。

「くそっ……この制服高いんだぞ。しかも自腹だし」

　苛いら立だたしげに言って、ロザリアは一気に身を後退させた。

　短くなった黒煙草たばこを傍かたわらの炎の中に投げ捨てると、素早く新しい一本を取り出す。

　口に咥くわえたそれにオイルライターで火をつけるその様を眺めながら、ラウルは言う。

「諦あきらめろ、ロザリア。君では私には勝てない」

「へえ、そうかい？」

「そうだ。それに、私の目的を知ったならば、君もきっと賛同するはずだ。ならば、ここでの争いは無意味なものとなる」

「なんだ。口く説どき文句の次は勧かん誘ゆうか？　《生命の樹セフイロト》ってのは宗教団体だったのかね？　そういうのは間に合ってるんだが」

「もっと崇すう高こうなものだ。我らの目的は」

「詳しく聞かせてもらいたいものだね。特にその《智慧の樹の実エリクシール・マテリア》の使い道とかをさ！」

　再びロザリアの攻撃。双の大鎌デスサイズによる猛攻。

　ラウルは反撃することなく、しかし防壁によって完全に自分の身を護まもっている。

「……世界を導く」

「──は？」

　その唐突な発言に、ロザリアは思わず連撃の手を緩めてしまう。

　白剣の振り抜きを躱かわして、再度後退しながら、ロザリアは相手の顔を見る。

　炎の中、ラウルは涼しげな表情で、その言葉を放つ。

「我らは世界を導く。あらゆる国家を、思想を、民族を超越し、争乱、貧困──総すべての苦しみから人という存在を切り離すために」

「…………」

　唖あ然ぜんとして立ち尽くしていたロザリアは、やがて痛みをも忘れて笑い声を上げた。

「ふっ……ははははははははは！」

「何がおかしい」

「あははははっ！　はぁ──、何って、今のはジョークだったわけじゃないのか？」

「私は冗談は好まない」

「そうだったね……だとしたら、やっぱりお前は大馬鹿野郎だ、ラウル」

　笑みを止め、真剣な表情で言い放つロザリア。

「……どういう意味だ」

「言った通りの意味だよ。世界を導く？　総ての苦しみをなくす？　そういうのはね、ガキが授業中に暇してする妄もう想そうでとどめとくもんだ」

「そうか……残念だよ、ロザリア」

　ラウルは、どこか、哀あわれみすらこもった眼まな差ざしで、相手を見る。

　大剣を、天へと向けて掲かかげ、

「我らの目的を理解できないのならば、障害として打ち払うしかない。私の正道は、邪じや魔まされるわけにはいかない」

「ふん、やれるものなら──」

　ロザリアの言葉は途中で遮さえぎられた。




　──ズガアアアアンッ！




　耳を劈つんざくような轟ごう音おん。

　視界を引き裂く光を伴って。

　雷撃が玄関ホールへと降り注ぐ。

　それはまるで、天という巨大な構造物を支えるため、神が建てた柱のように。

　目を焼くような光の氾はん濫らんが収まると、そこには高温で溶けたように崩れた床の石せき材ざい。

　さらに勢いを増して燃え盛る炎。

　そして黒く焼け焦げたロザリアの死体──があるはずだった。




「やると思ったよ」




　声は、ラウルの背後から響いた。

「……っ！」

　咄とつ嗟さに振り向き、剣を掲かかげるラウル。

　ロザリアとジャックの大鎌デスサイズが同時に激突。

　ピキリ、とガラスにヒビが入るように、防壁が割れる。

「ジャック！」

　ロザリアは防壁に大鎌を突き立てたまま叫ぶ。




「《橙なる闇キリングスカツシユ》！」




　ジャックの黒マントが弾はじけるように開き、その内側の無数の刃やいばが獣の爪のように蠢うごめく。

　それぞれが障しよう壁へきを傷つけ、入ったヒビを拡ひろげ、深め──穿うがつ！

「む……っ」

　呻うめき声を上げ、ラウルは後退した。

　その瞬間、光を周囲へ撒まき散らしながら、障壁が砕け散った。

　ロザリアは大鎌を振り下ろす。

　掲げられたままの大剣に、湾わん曲きよくした刃がぶち当たり。

　刃やいばが中央辺りで折れた。

「くっ、まさか……！」

　驚きを隠せない様子のラウル。

　ロザリアはそのまま大鎌デスサイズをラウルの胴目がけて振り抜き──。

　しかし、その最後の一撃は届かなかった。

　翼の羽ばたきが、召気アニムスを伴う圧力となって、ロザリアを吹き飛とばす。

　その隙を突き、ラウルは折れた剣の先を再び実体化し、反撃に転じる。

「うぐぁっ！」

　振り下ろされた剣に、ロザリアは肩を裂かれる。

　ロザリアは大鎌を支えきれず、その刃を地面へと落とした。

　ラウルは血に濡ぬれた大剣を振ると、苦しげに膝ひざをついた彼女を見下ろす。

「……私が剣の雷撃を放った直後に、防壁が薄くなると、なぜ分かった？」

「分かるも何も、それが当然の理屈だろうが」

　息を切らしながら、ロザリアは答える。

　いつの間にか、煙草たばこがどこかに行ってしまっていた。

　ローブの内ポケットに手を突っ込むが、もう残りもない。

　ロザリアは小さく舌打ちしながら、続ける。

「自分の召気で三体の召喚獣レヴナントを召しよう喚かんしている。その配分は、普通は均等だ。けど、あれだけの大技を使えば、自然と召気はその技を放った召喚獣に偏る。他の二体に回す分は減るだろ。子供でも分かる算数だよ」

「……そのために、私を煽あおるようなことを言ったのか」

「お前はクソ真面目だからね。その崇すう高こうな目的とやらを貶けなされたら、怒るだろうと思ったのさ。ましてやそれが、お前の騎き士し道と関わってるならね」

「…………」

　そうだ。

　相手が自分より一段階上なら、自分で手に負えるレベルにまで引きずり下ろしてやる。

　それがロザリア・エインズワースの戦い方だ。

「だが、それでも君は、私に勝てなかった」

「そうだな。だが──」

　小さく、力尽きたように息を漏もらすロザリア。

　ラウルの視線には、再び哀あわれみが生まれる。

　しかし、そこに容よう赦しやの影はない。

　ラウルは剣を掲かかげ、断罪する絶対者のごとく、それを振り下ろす──




「だが──間に合った」




　──唸うなる風切り音が、それを遮さえぎった。

　玄関ホールの壁を叩たたき崩し、渦巻く炎を追い払って。

　突っ込んできたのは、白き鎧よろいに身を包んだ、騎き士しの如ごとき巨人。

　そして、あとに続くのは、金色の髪の上に学帽を乗せ、腰から片手剣シヨートソードを提さげたレイナ。

　手甲ガントレツトを嵌はめ、吸い込まれそうな濃い青の両りよう眼めでラウルを睨にらむアーク。

　黒髪に黒の瞳ひとみ。どこか異国風の顔立ちで、奇妙な長なが柄えの武器を握にぎるユリノ。

　──ロザリアの教え子の三人だった。






第６章│希望ノ欠片 [image: ] ─elixir materia─









　アークたちは、正門から前庭へと飛とび込んだ。

　玄関口が崩れて通れなくなっていたので、壁を破壊し玄関ホールへと進む。

　ホールにラウルがいると予測したのは、二発目の雷撃がそこに落ちたからだった。

　その場にラウル本人がいるとは限らなかったが、可能性はあった。

　そして事実、彼はそこにいた。

　満まん身しん創そう痍いで床に膝ひざをついたロザリアに、剣を振りかざして。

「ネフィリムっ！」

　咄とつ嗟さに、レイナが召喚獣レヴナントに指示を飛ばす。




「《断裁せよターミネイト》！」




　白き鎧に身を包んだ巨人が、その腕を振り上げる。

　変形した鎧の各部から圧のかかった空気が吹き出し、高速で回転する打撃が、高々と掲かかげられた大剣へと迫る。

「…………」

　ラウルはあっさりと剣を降ろすと、無言でそれを避よける。

　翼の羽ばたきで宙を滑るように、一気に玄関ホールから正門の方へと逃げていった。

「待って、お兄様！」

　レイナはネフィリムと共にそれを追う。

　アークとユリノはロザリアに駆け寄った。

「先生！　大丈夫か？」

「ふん、大丈夫なものか。煙草たばこが切れた」

　苦みばしった顔でそう言うと、ロザリアはヨロヨロと立ち上がりながら、

「いいから行け。どうせ止めても戦うつもりなんだろう？」

「あ、ああ……」

　しかしアークは躊ちゆう躇ちよしてしまう。

　ロザリアの怪け我がはかなり酷ひどい。脚はともかく、肩の傷からは未いまだに血が流れている。

　鎖さ骨こつも折れているようだった。

　そこへ。

「──わ、まだ人が残ってる。ちょっと、早く避難してよも～」

　聞き憶おぼえのある声がした。

　見れば、改造制服にプレートメイルと腕わん章しようを着けた風紀隊フオルテイスの隊員──シルヴィア・オルコットが、食堂の方から駆けてくる。

「あ、アーク。それにロザリア先生まで……何やってるの？　ボクが見回りしてる途中に食堂に寄り道してなかったら、発見できなかったじゃない」

「なんで食堂に寄ったんだよ……？」

「え？　お腹なかが空すいたからだけど」

「お前……この緊急時に何やってんだ……」

　よく見れば、口元にソースかなんかが付いている。

　緊きん迫ぱく感かんの欠片かけらもなかった。

「そんなことより、レイナは？　最近いつもそうだから、今もアークと一緒にいると思ってたんだけど」

「あ、ああ。…………あいつは、今正門の方に行ったから大丈夫だ。心配ない。それよりロザリア先生を頼む」

「うん、了解。分かった。アークは……？」

「俺おれらは、ちょっと──用事があるんだ。後で合流する」

「…………」

　シルヴィアはアークを睨にらむが、やがて小さく頷うなずいた。

「──分かった。風向きで火の来ない第二試合会場が避難場所になってるから、そこに来て」

「おう」

「レイナも連れて、だよ？」

「──分かってる」

　アークが答えると、シルヴィアは小さく笑う。

　最後にもう一度「頼んだよ」と告げてから、ロザリアの肩を抱えて、玄関から北側へと向かっていく。

　その姿を見送ってから、アークは正門の向こうに目を向ける。

「よし……じゃあ、行くか」

「……了解」

　言葉を交わし、アークとユリノは駆け出した。





　　　　○






「お兄様ああああっ！」

　レイナは声を上げ、全力で走る。

　翼を羽ばたかせ、まるで滑るように後退していく兄の速度は速い。

　だが、第五競技場と第六競技場の間の道を抜け、草が生えているだけの空あき地に出たところで、兄は翼を消した。

　白き大剣を構え、こちらを見つめてくる。

　ネフィリムと並び立ってそれと対たい峙じし、レイナも片手剣シヨートソードを構える。

「どうして来た、レイナ」

「どうして？　そんなの決まってますわ！」

　兄の問いに、レイナは息を切らしながら答える。

　先日のように迷いのある態度ではなく、心に決めた想おもいを声に宿して。

「ラウルお兄様、わたしは貴方あなたを連れ戻しますわ。たとえ貴方がどんな騎き士し道の下もとに行動していようと、学院を襲おそい、人を傷つけるなど、とても看かん過かできることではありません」

「大いなる目的の前に、乗り越えねばならぬ些さ事じというのは存在するものだ」

「……くっ」

　レイナは言葉を詰まらせる。

　反論できないのではない。

　あれほど優しく、思いやりのあった兄が、人を傷つけることを些事と言ってのけたのがショックだった。

「たとえ……」

　レイナは、絞り出すように、声を出す。

「たとえ、お兄様の志がどんなに崇すう高こうで正しいとしても、わたしはそれを認めません」

　自分の、この心にある信念を。

「わたしの騎き士し道は、貴方あなたと共にあった。貴方の優しさを、貴方の強さを、貴方の気高さを、わたしは目標として、騎士の理想の姿として心に抱いてきましたわ」

「言ったはずだよ、レイナ。それは私が持つ信念とは違うと」

「ええ、分かっていますわ……ならば！」

　剣を掲かかげる。

　その切っ先を、兄へと向けて。

「ならばこの信念は、もはやわたしだけのものですわ！　わたしはわたし自身の騎士道を貫つらぬくため、貴方と戦います！」

　それは決別だ。

　憧あこがれ続けた兄との。

　想おもい続けた理想と、抱き続けた虚きよ像ぞうとを断ち切る。

　この、剣にかけて！

「行きますわよ……ラウル・ブラッドフォード！」

　気合とともに。

　レイナは駆ける。夜の草原。天に星が瞬またたき、業ごう火かの熱はここまで届く。

　頬ほおが熱い。

　炎の熱か。高こう揚ようの熱か。

「ネフィリム！」




「《撃滅せよデイストラクシヨン》！」




　ラウルへ向け、片手剣シヨートソードを振り抜きながら叫ぶ。

　刃やいばは、見えぬ障しよう壁へきに遮さえぎられ弾はじかれる。

　だが、構わない。

　巨人の白き鎧よろいが変形し、各部から圧縮された空気の砲ほう弾だんを放つ。

　それは、轟ごう音おんを立て、ラウルだけを正確に狙い、ぶち当たる。

　生まれた衝しよう撃げき波はに、レイナは思わず後退する。

（やはり──特訓の成果で、攻撃の精度が上がっていますわ）

　空気砲弾は元々、広い範囲を無差別に攻撃することしかできなかった。

　召喚対戦サモン・クルセイドの試合会場で用いれば、競技場内全体が穴だらけになった。

　だが、今は正確に目標を狙ねらい撃つことができる。

　ネフィリムの鎧よろいの変形を、レイナも感覚として把は握あくできるために、細かな調整が可能となったのだ。

「……ネフィリムは、お前に相応ふさわしい召喚獣レヴナントになったようだな」

　しかし──ラウルは健在だった。

　呟つぶやくように言いながら、土煙の向こうから、白剣を振り上げ、レイナへと迫る。

　まだ──この程度では、届かないのだ。

「くっ……」

　片手剣シヨートソードで受ける──が、重い。

　レイナはこらえ切れず、身を振ってラウルの攻撃を受け流しながら後退した。

　連撃が来る。

　レイナとラウルの剣の動きはよく似ている。

　二人とも同じ父から教えを受けたのだから当然だ。

（太た刀ち筋すじは変わっていませんわね……ですから、動きは読みやすいですが……っ！）

　体格の差はどうにも埋めがたい。

　元々小柄なレイナは、軽めの片手剣を使っている。

　しかも連撃によって、一つ一つの振りの弱さを補うスタイル。

　一方のラウルは、重量級の大剣を振るい、一撃一撃がひどく重い。

　まともに受けていては、こちらの身体からだが保たない。

（このままではさすがに……くっ！）

　ラウルの剣の動きが変わる。

　いったん身を引くように剣を戻すと──一気に突き込んできた。

「──っ！」

　ギイイイィン！　と耳みみ障ざわりな音が響き渡った。

　ヤスリを滑らせるような音を立てて大剣の切っ先が、レイナの片手剣の表面を削る。

　そして、さらに衝しよう撃げき。

　レイナは咄とつ嗟さに身を横に振った。

　突き込まれた大剣は、その勢いで、レイナが握にぎる片手剣を折ってしまった。

「そんな……っ！」

　父から贈られたそれは、名めい匠しようが打ったという一点物だ。

　そう簡単に折れるものではないはずだった。

「《ミカエル》の剣──普通の剣では勝てないだろう」

「くっ……そうでした。それも召喚獣なんでしたわね」

　普通の物質は召喚粒子マテリアで構成された召喚獣レヴナントに影響を与えられない。

　だが、召喚獣は普通の物質に影響を与えられるのだ。

「レイナ──お前が騎き士し道を掲かかげて立ち向かうのなら、私も騎士としてそれに向き合うのが礼儀というもの……容よう赦しやはしないぞ」

　振り上げられた白き刃やいばが、遠くの炎の赤に染まる。

　そして、間を置くことなくそれは振り下ろされた。

（躱かわせない……っ！）

　折れた剣を掲げるレイナ。

　だが、当然それで防げるはずもないだろう。

　ラウルの一撃は剣ごとレイナの身を、一刀のもとに切り捨てる──




「《月架翔刃ルナテイツクフイスト》！」




　──はずだった。

　響き渡る声が、その未来を否定する。

「む……っ！」

　ラウルが動きを止めた。

　召喚粒子の光を弾はじけさせながら、流星のような一いつ閃せんが走る。

　緩く反った銀色の刃の刺し突とつ。

　固く握にぎられた黒き拳こぶしの打撃。

　二つの煌きらめきが一点へと向かい、ラウルの白剣にぶち当たる！

「──アーク！」

　思わず声を上げる。

　草原の上に降り立つのは、二人。

　レイナは即座に身を起こし、彼らの元へと走った。





　　　　○






　薙刀なぎなたと拳の打撃は、ラウルにダメージを与えるには到いたらなかった。

　何しろ、彼には絶対の防壁がある。あれを打ち破るのは簡単なことではないだろう。

　加えて、雷撃を放つ大剣。そして召気アニムスの風を起こす翼。

（厄やつ介かいだな……）

「──アーク！」

　レイナが名を呼びながら駆け寄ってきた。

　妙に嬉うれしそうに見える。そこまで追い詰められていたのだろうか？

「待たせたな」

　なので、そう言ってやると、今度は顔を真まっ赤かにして、

「べべべ、別に待ってはおりませんでしたのよっ!?」

　などと言ってくる。

　ユリノはユリノで、

「……ズルい。私もピンチに陥ってアークに助けられたい。白馬とかに乗ってきてくれるとなお良い」

「お前ら、もうちょっと緊きん迫ぱく感かん持てよ……」

　呆あきれながら呟つぶやいて、アークはラウルに向き合った。

　その顔に焦りなどは見られない。透徹とした視線が、アークたちを見据えている。

　だが……。

「──多分、あいつの召気アニムスはだいぶ少なくなってるはずだ」

　アークは小声でユリノとレイナに告げる。

「大技を二度使った上、ロザリア先生とのバトルもしてる。倒すなら絶好のチャンスだ」

「……うん」

「そうですわね」

　三人は手早く作戦を立てる。

　と言っても、相手を警戒しながらの、短時間の会話だ。

　それほど細かい打ち合わせはできない。

　基本的には、倒せる奴やつが倒す。それしかない。

「相談は終わりか？」

　身構え直すアークたちに向けて、ラウルは言ってくる。

　アークは笑みを浮かべ、答える。

「ああ……待たせたな。だが、今ので確信したぜ。あんたの召気は残り少ない」

「なぜそう思う」

「俺おれらが会話してる間に翼で飛とんで逃げようとしなかったからさ。あれも、結構召気を使うんだろ？」

「なるほどな……だが、」

　ラウルは一歩を踏み出した。

　そして一気に距離を詰め、

「それで勝てるとは思わないことだ」

　大剣の振り下ろしが迫る。

「ユリノ！」

「……了解」

　下から掬すくい上げるような動作で、薙刀なぎなたの刃やいばが白剣を受け止める。

　召喚粒子マテリアで構築された武器同士の激突は、夜よ闇やみに弾はじけるような光を散らせた。

　刃同士の接触と同時に、アークは右へ移動。

　ラウルのガラ空あきの胴を拳こぶしで打つ。

　が。

　ここでも光が弾ける。

　召気アニムスをまとったアークの拳と、ラウルの《ガブリエル》の防壁の激突の余波だ。

「やっぱ簡単には壊せねえか」

「そういうことだ」

　平然と言い放つと、ラウルはユリノの薙刀を振り払い、大剣をアークに向けて振る。

　アークは一気に後退。

　さすがにこの重量級の攻撃を手甲ガントレツトで受け切れる自信はなかった。

　ユリノと再び並び、もう一度《月架翔刃ルナテイツクフイスト》を放つべく身構える。

　だが──。

「遅い」

　横向きに叩たたきつけるように、白はく刃じんがアークたちへと迫る。

　翼を羽ばたかせての高速移動。

　回避は間に合わない──




「何をしておりますのっ！」




　刃同士のぶつかり合う音。

「レイナ！」

　ラウルとアークたちの間に彼女が立っていた。

　折れた片手剣シヨートソードを斜めに構え、倍以上も幅の有りそうな《ミカエル》の雷剣を受け止めている。

「くっ……」

　膠こう着ちやく状態は続かない。

　レイナはすぐに押し負けて、剣を受け流しながら後退。

　だが──

「助かった！」

　アークとレイナは構える。

　拳に、刃に。

　宿った召気アニムスに自身の意識を集中させる。

　それが自分の身体からだであるかのように。

　ぶつける力をもって、相手を倒すという意思を、外へと拡ひろげる。

「行くぞ、ユリノ」

「……了解」

　むしろ静かに声を掛け合い、二人は翔とぶ。




「《月架翔刃ルナテイツクフイスト》！」




　二度目の攻撃。

　月を架か刑けいに処すごとく。

　空を光が走る。

　二条の光は一条に重なり、再び倒すべき相手へ向けて降り注ぐ。

「うおおおおおお！」

「はあああああっ！」

　気合と共に召気をぶつける。

　確かに手応えがあった。

　光の奔ほん流りゆうの中で、召気が相手の召気と激突し、突き抜ける感触。

（いけたか──!?）

　しかし。

「無駄だ」

　その声は、静かにアークの耳に響いた。

　そして、次の瞬間。

「ぐっ!?」

「……アークっ」

　正面からの衝しよう撃げき。

　ユリノの声。

　そして、自分の召気があっさりと弾はじき返され、吹き散らされる。

　視界に充みちる光があっという間に消え去り、その向こうから、

「終わりだ」

　白い刃やいばの切っ先が迫っていた。

（くそっ、まさか……）

　確かに手応えはあった。

　拳こぶしに集めた召気が《ガブリエル》の防壁を突き破った。

　だが──だが、例えば。

　ラウルが、自ら防壁へ送る召気アニムスを打ち切ったのだとしたら？

　その分の召気を《ラファエル》の翼に送り、召気の風でアークたちを迎げい撃げきした……。

　ならば、自分たちはやはり、この男に迫れてなどいなかった？




「アークっ！」




　響く声が、アークの意識を眼めの前の現実に引き戻す。

　白はく刃じんがすぐ眼の前まで迫っていた。

（よけきれな──）

　どうするべきか判断がつかなかった。

　動けないでいるアークの身を。

　横から何かが突き飛とばした。

「──ユリノっ！」

　アークは、そこにいた彼女の名を叫んだ。

　体勢を崩しながら、草の上に転がりながら、彼は見る。

　巨大な刃やいばが彼女の身体からだを刺し貫つらぬく様を。

　召喚粒子マテリアの放つ光が、まるで溢あふれる血ち潮しおのように彼女の身体から弾はじけて散る。

　ラウルが白剣の柄つかを手放した。

　次の瞬間。

　眼を焼くような光がアークの視界一面に落ちる。

《ミカエル》の雷剣による雷撃だ。

「ユリノおおおおぉおぉぉぉ！」

　絶叫は雷鳴にかき消された。

　ユリノを構成していた召喚粒子が一瞬にして分散。

　そして、あとには地面に突き立つ巨大な剣だけがその場に残っていた。





　　　　○






「なるほどな」

　静かに響く声が、アークの耳を打つ。

　迫る声を聞きながら、アークは起き上がることができないでいた。

　ラウルが、地面に刺さった白剣を引き抜き、こちらへと歩み寄ってくる。

「識気コギトを使えるようになったか。ロザリアに教わったのか？」

「…………」

「今の攻撃は確かに精度が増していた。だが、それだけだ。それでは識気コギトを扱える意味はまだない」

「……っ」

　アークは答える余力もない。

　だが、その通りだった。

　二度目の《月架翔刃ルナテイツクフイスト》は、ここ一週間の特訓で精度を高めた識気の技術を使い、召気アニムスの凝ぎよう縮しゆくを増した攻撃だった。

　一撃の威力は確実に高まっていた。

　だが、ラウルを倒すことはできなかった。

　それに。




　──識気とは何かが本当に分かれば、自然と相応ふさわしい形が現れてくる。




　ロザリアが言っていた、この言葉の意味も未いまだ分からない。

　自分は、この技術を扱いきれていないのだ。

　そしてそれ故にこの男に力が届くことはなく、結果、

（ユリノ……っ！）

　もちろん、彼女は今頃、旧学生寮りようの召しよう喚かん陣じんの上に再召喚されているだろう。

　再び彼女が永遠に失われてしまったわけではない。

　だが、彼女と自分とで、ラウルに敵かなわなかったという事実には変わりがない。

（くそっ……！）

　草の上に尻をついたままのアークに、ラウルが迫る。

「君は貴き重ちような存在だ。殺しはしない。しかし──」

　ラウルは剣を振りかぶり、

「──少し、おとなしくしていてもらおう」

　剣の一撃を、躱かわそうとアークは身を起こす。

　だが、先ほどのラウルの迎げい撃げきを受けたときにやられたのか、脇腹が酷ひどく痛む。肋ろつ骨こつが折れたのかもしれない。

　その程度なら、気に留めることもない。普段なら。

　だが、今は──。

　傍かたわらに並び立つ彼女を失った今は──。




「しっかりしなさい、アーク・ランバートっ！」




　名を呼ぶ、声が響いた。





　　　　○






　レイナは、折れた剣を手に、ラウルへと走った。

　白はく鎧がいの巨人も身を動かす。

　振り抜きの巨大な豪ごう腕わんが、ラウルをアークから引き離す。

　間かん髪はつを入れず、レイナはラウルへと折れた剣を振る。

「よ……せ、レイナ」

　地面に倒れたままのアークが言ってくる。

「今のままじゃ……俺おれたちは、こいつに勝てねえ……退ひくんだ。お前だけでも……」

「っ……」

　気遣われたことに歓よろこびが生まれる反面、レイナの内心には、それ以上に苛いら立だちが生まれる。

（冗談じゃありませんわ……）

「彼の言う通りだ」

　だが、ラウルまでもが、同じ事を言ってくる。

「無駄だ、レイナ。お前では、私には勝てない」

「無駄なんかじゃありませんわ！」

　我が慢まんしきれず、レイナは叫ぶ。

　折れた片手剣シヨートソードを掲かかげ、ラウルに向かって走る。

　ラウルは、彼女の一撃を、白い巨きよ剣けんで軽々と受ける。

「レ……イナっ」

「アーク・ランバート！」

　視線は相手から逸らすことなく、レイナは傍かたわらに倒れる彼に向かって叫ぶ。

「貴方あなたはわたしになんと言いました!?　根こん拠きよなどなくても、諦あきらめる気はないと！　心が折れて、自分から退くことだけはしたくないと！　そう言ったではありませんか！」

「……それはっ」

「だったら、最後まで示してください！　わたしに、その意思を！　貫つらぬいてください！　わたしを失望させないでください！　わたしは──」

　巨剣の重みに耐え切れず、レイナは一歩を退く。

　だが、またすぐに踏み込む。

　折れた剣を掲げ、再び立ち向かう。

「わたしは、貴方あなたたちに教えられたからこそ、今ここにいるのです！　特訓を続けて、お兄様と立ち向かう決心をした……。それもすべて、貴方と、ユリノの言葉があったからこそですわ！　その貴方が、先に諦あきらめてどうするんですの!?　そんなのわたしは認めませんわよ！」

　あの夜、ユリノに言われた言葉を。

　彼女に張られた頬ほおから痛みと共に伝わってきた温ぬくもりを。

　アークの掌てのひらで頭を撫なでられた心地よさを。

　その後に、かけられた言葉を。

「貴方たちの想おもいを感じて、受け止めたからこそ、わたしはここに来たのですわ！　よく見ておきなさい、アーク・ランバート！」

　兄に刃やいばを向ける。

　剣けん術じゆつの訓くん練れんでもないのに、そんなことをするなんて思いもしなかった。

　ずっと、レイナは兄を理想としてきた。

　兄の言うことは絶対で、兄の考えは正しくて。

　その総すべてが、レイナにとっての目指すべき騎き士しの姿だった。

　だが、レイナが兄に見ていたそれは虚きよ像ぞうだった。

　彼の騎士道は、レイナが心に築いていたそれとは、全くの別物だった。

　そして今、二人の歩む道は、ぶつかり合ってしまった。

　ならば──どうする？

「わたしは退ひきませんわ！　たとえ誰が相手でも、それがどんなに強くても！」

　声をぶつける。

　眼めの前に敵として立つ兄に向けて。

　そして、傍かたわらで倒れている彼に向けて。

「たとえこの剣が折れても──」




「──わたしの騎士の心は、折れることなどありませんわ！」




　諦めない。

　心を折り、自ら退くことなどしない。

　そうだ、それはまさに騎士の信念。

「お兄様！」

　騎士として、自分がするべきこととは。

「わたしは──貴方に勝ち、貴方を取り戻してみせます！」

　折れた片手剣シヨートソードを、ラウルへと突き込む。

　ラウルはそれを、白剣でたやすく弾はじいてしまう。

　だが──。

「ネフィリムっ！」

　レイナは折れない。

　掲かかげる剣の刃やいばは折れても、騎き士しの心は折れたりなどしない。

　それが、

（それが──わたしの目指す道なのですから！）




「《裂破せよエクスプロージヨン》！」




　その言葉は自然と口をついた。

　今まで、そんな戦技の指示を発したことなどなかった。

　だが。

　白はく鎧がいの巨人は、彼女の想おもいを総すべて理解しているとでもいうように、身を震わせた。

「これは……」

　ラウルが驚きに眼めを見張る。

　巨人の手には、それに見合った勇ゆう壮そうなる巨きよ剣けんが握にぎられていた。

　周囲の召喚粒子マテリアを凝ぎよう縮しゆくさせ、未いまだ光を帯びながら顕けん現げんしたそれは、レイナが持つ片手剣シヨートソードによく似ていた。

　ネフィリムはその巨剣を掲げ、ラウルへと迫る。

「くっ……」

　後退するラウル。

　再び《ガブリエル》の防壁を展開。

　しかし──。

「いっけええええええええぇっ！！！！」

　召喚主マスターの絶叫と共に振り降ろされた巨剣が。

　天使による絶対の防壁を、割り砕いた。

「馬鹿な……」

　ラウルは絶句する。

　だが、それも一瞬。

　次の瞬間、翼を羽ばたかせ後退した彼は、白剣を掲げ、




　直後、再び光が走り、轟ごう音おんが響き渡る。




　雷撃が巨人を直撃。

　ネフィリムは光の奔ほん流りゆうに晒さらされ、一瞬にして実体化を解除されてしまう。

「まさか……今のは」

　ラウルは、僅わずかに息を弾ませつつ呟つぶやき、妹のほうを見る。

　レイナは力尽きたように、草の上に膝ひざを突いていた。

　だが、折れた剣を支えに立つその姿は勇ましく、顔には満足気な笑みが浮かんでいて、

「あとは……頼みましたわよ……アーク、ユリノ」

　その名を告げてから、彼女は草原の上にバッタリと倒れ込んだ。





　　　　○






　アークは見た。

　レイナの召喚獣レヴナントが、見たことのない剣を掲かかげ、ラウルの絶対の防壁を破壊する姿を。

　彼女は今までその戦技を隠していたのか？

　そうは思えなかった。

　これまで使うべき機会はあったはずだ。

　この土壇場のタイミングで初めて使用したようだった。

（まさか……あれが……？）




　──識気コギトとは何かが本当に分かれば、自然と相応ふさわしい形が現れてくる。




　ロザリアの言葉を思い出す。

　あれが、レイナが扱う召喚獣の相応しい形──あるべき姿だったということか。

　ブラッドフォード家に代々受け継つがれる召喚獣としてのネフィリムではなく。

　レイナ自身に従う鎧よろいの巨人としての、姿──。

（だったら……っ）

　アークは起き上がり、ユリノを再召しよう喚かんすべく詠えい唱しようを行う。




「冥めい府ふより戻りし魂たましいよ。再びこの地にて邂かい逅こうせし命の源みなもとよ。わが前へ来たれ。我に侍はべりて我と共に歩め──ユリノ・ホークウッド！」




　召喚粒子マテリアが擬似召喚陣を生み出す。

　アークの召気アニムスによってそれは組み替えられ、少女の姿として実体化する。

「……アーク」

　無表情の中にも、どこか不安げな感情をアークは見て取った。

　だから、それを振り払うようにと、アークはユリノの手を取る。

「……アーク？」

「こんなときにどうかしてると思うけど、時間がないんだ。一度しか言わないからよく聞け、ユリノ」

　アークは告げる。

　たった今、レイナが兄へと向けて言葉を放ったように。

　自らの内側から溢あふれ出る言葉を。

　堰せき止とめることなく放つ。




「俺おれはお前が好きだ」




「……え、あ、あの。え、えっ？」

　ユリノが一気に赤面する。

　いつもは無表情の顔が、混乱にふにゃふにゃと崩れる。

　普段は過剰なくらいに攻めてくるくせに、相手から来られると弱いのだ。

　そんな彼女をたまらなく可愛かわいいと感じ、感じることで自分の胸が高鳴っていくのを、アークは自覚していた。

「お前を失いたくない。だから蘇よみがえらせた。それにちゃんと人間として蘇らせたいと思ってる。何があっても、その目的だけは見失わないって思ってた」

「…………アーク」

「なのに今、お前がラウルの剣で倒されたとき、俺は諦あきらめそうになったんだ。もう勝てないってな。特訓の成果も意味がなくて、あいつには俺たちの力が届かなくて──けど」

　だけど。

　レイナは言った。

　諦めるなと。

　意思を貫つらぬき、最後まで示せと。

　そして彼女は、自らそれを体たい現げんして見せた。

　ネフィリムはそれに応え、あの大剣で《ガブリエル》の防壁を破ってみせた。

　騎き士しの心の形。

　レイナに相応ふさわしい心の形だ。

　だったら──。

「俺はもう退ひかない。どんなことがあっても。お前と共に歩むために、歩み続けるために全力を尽くす。そのために──想おもいを押し隠したりしない」

「…………」

　握にぎった手を引いて、ユリノの身体からだを抱き寄せる。

　背中と頭に手を回し、アークはユリノと、

「んっ……」

　唇を重ねた。

　以前のような軽い重なりではない。

　相手の感触を、温度を、湿度を、総すべてを感じ取ろうとするような、強い口づけ。

（そうだ……国令なんか知ったことか）

　想おもいが、アークの中で噴き上がるように拡ひろがっていく。

　想いを、そうすることで相手へ伝えようとするように、アークはユリノを離さない。

　ずっと、触れたかった。

　触れて、確かめたかったのだ。

　彼女が確かにここにいると。

　彼女は還かえってきて、自分と共に在あるのだと。

　それが、自分たちの在るべき姿なのだと。

　その証あかしが欲しかった。

　だから。













（ユリノ……っ！）

　長いキスを終え、アークはゆっくりと唇を離す。

　まるで夢を見ているかのような表情のユリノに向けて言う。

「──戻ったら、続きをしようぜ」

「……うん」

　ぎゅっと、しがみつくようにアークの胸元に顔を押し付け、ユリノは小さく頷うなずく。

　表情を隠しているのだろう。アークの方からは彼女がどんな顔をしているのか分からなかった。

（いいさ）

　これから、きっと幾らでも、見る機会はあるのだから。

　そして──。

　アークは自らの召気アニムスが、無限に増ぞう幅ふくしていくのを感じていた。

　召喚主マスターと召喚獣レヴナント。

　両者の間を行き交う力が、止とどまること無く互いの感情と反応して量を増していく。

　永劫召喚オーヴアドライヴ。

　ランドルフとベリアルが見せた力の、これがアークとユリノにとっての完成形。

　二人にとっての、相応ふさわしい形だ。

　アークは拳こぶしを掲かかげる。

　手甲ガントレツトが、召気と反応する召喚粒子マテリアによって、黄金色に輝いているように見える。

　ユリノは薙刀なぎなたを正せい眼がんに構える。

　その刃やいばは鋭く、神こう々ごうしいまでの白銀色を放っていた。

「む……？」

　雷撃によってネフィリムとレイナを倒したラウルが、こちらに眼めを向ける。

「まさか……君たちまで、この短時間に識気コギトをマスターしたのか？」

「さぁな……そんなこと俺おれにも分かるかよ。自分の目で確かめてみろ！」

　アークは笑みを浮かべ、踏み込んだ。

　同時に、ユリノも地を蹴った。

「くっ……」

　ラウルは身を引く。

　もはや《ガブリエル》の防壁を展開する様子はない。

　すでに召気の限界が近いのだろう。

　幾度もの雷撃と、ここまでの連戦。

　アークたちよりも遥はるかに膨ぼう大だいな量の召気を、ラウルは消費しているはずだ。

　ロザリアやレイナに続くことで、ようやく届くことができる。

　だが、今はそれでいい。

　今はただ、込められる全力をもって。

（こいつを倒す！）

　膨ぼう大だいな召気アニムスが、アークとユリノを包み込む。

　黄金色に輝く拳こぶしが。

　白銀色に煌く刃やいばが。

　混ざり合い、融とけ合って、弾はじけ、一条の槍やりのように突き進む。

　眩まばゆい光は夜空を衝つき、月明かりすらかき消して、鎖とざしてしまう。

　その威力は、以前の不完全な永劫召喚オーヴアドライヴとは比べ物にならない。

　これが、これこそが本当の、




「《月鎖衝刃ルナテイツク・インフイニツト》！」




　二人の絶ぜつ唱しようが響き渡る。

　全身が、一体化して力そのものとなったかのように。

　衝しよう撃げきを相手へとぶち当てる！

「ぐ……おおおおおぉ！」

　ラウルが呻うめき声を上げる。

　掲かかげた白剣で、アークの拳とユリノの刃を受け。

　背の翼を打ち震わせ、召気の風で二人を押し戻そうとする。

　まるで、星同士がぶつかり合ったかのような光の奔ほん流りゆうが辺りに拡ひろがる。

（まだだ……）

　アークは光に埋まる視界を睨にらみながら思う。

　このままでは押し返される。

　もう少し、あと少しの力が。

　自分と、ユリノの相応しい形が必要だ。

　その時──ふと思い浮かぶ言葉があった。

（くそっ……マジかよ）

　アークは戸惑う。

　だが、確信があった。

　その言葉こそが、今自分たちに必要なものなのだと。

　だから、告げる。

　迷いを捨て、

「ユリノぉ！」

　交わすべき言葉を交わす。




「──愛してるぞっ!!」




「私も！　愛してる！」




　その叫びは、即座に返ってきた。

　なんの迷いも、恥じらいもなく。

　在あるべき形に、綺き麗れいに収まるように。

　そして──その交こう歓かんが光の流れを変えた。

「うおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおぉぉぉぉぉ!!」

「はああああああああああああああああああああああああっ!!」

　叫ぶ二人の声は重なり、共にあるという想おもいが背を押す力となる。

　やがて、光は一方への流れを強め。

　拳こぶしの振り抜きと、刃やいばの突き込みが、一点へとインパクトを叩たたき込む。

　召気アニムスの波が放射状に拡ひろがる。

　反応した空気中の召喚粒子マテリアが、瞬間的に光の花のような模様を描いた。

　そして。

　ラウルの白剣が折れ砕ける。

　背の翼が、舞い散るように羽を散らす。

　二人の召気が、召喚粒子の構成を崩し、拡散させたのだ。





　　　　○






《ガブリエル》の障しよう壁へき。

《ミカエル》の雷剣。

《ラファエル》の双そう翼よく。

　三大天使の力を総すべて失ったラウルは、衝しよう撃げきによって数メートル吹き飛とばされ、地面へ落ちた。

「くっ……」

　すぐに身を起こすが、もはや召しよう喚かんを行う余裕はないようだった。

　アークは、自身もボロボロの身体からだを引きずるようにして、ラウルの元へと歩み寄る。

　脇腹が痛む。

　だが、この程度ならあとで治ち療りようしてもらえば治るだろう。

　前回、ベリアルと戦ったときの腕の怪け我がに比べれば大したことはない。

　疲労感は、あのときよりも酷ひどいが。

　なんとか耐えながら、アークはラウルに問う。




「──ユリノを殺したのはお前か？」




　アークの言葉に、背後でユリノが息を呑のんだのが分かった。

　最初に、学院を襲おそう雷撃を眼めにした時から気になっていた。

　一年前、アークとユリノが乗っていた馬車も、雷撃に襲われたのだ。

「ランドルフのやつが学院を襲ったとき、ベリアルは雷の技なんか使ってなかった。ユリノが、崖がけから落ちるときにあいつの姿を見たって言ってたから、単に使わなかっただけなんだと思ってたけどな」

「…………」

「けど、お前が雷撃を放ったのを見て考えが変わった。同じ組織の人間が作戦行動を二人で取ってたっておかしくないからな。どうなんだよ」

「……ふ」

　アークの問いに、ラウルは小さく笑みを浮かべた。

「肯こう定ていしたら、君はどうするつもりなんだ？　私を殺すのか？」

「……」

「レイナの前に、私の死体を晒さらすつもりなのか？」

「お前は……」

　アークはギリッ、と奥歯を噛かみ締める。

　今のでラウルは、アークの問いを認めたようなものだ。

　だが、こんな風に言われては、手の出しようがない。

　たとえ、騎き士しとしての憧あこがれが消えたとしても、なおこの男はレイナの兄には変わりないのだ。

「お前……性格悪いな。レイナの方がよっぽど騎士らしいぜ」

　正々堂々と戦おうとし、誠実であろうとする彼女のような姿は、ラウルには感じられなかった。

「ふ……レイナと私とでは、騎士としての在あり方、目指すべきものが違うだけだ」

「そんな講こう釈しやくを聴きたいわけじゃねえんだよ。答えろ──」

　そうして、アークは再度問いを投げようとしたが。

「ぐっ……」

　不意に、ラウルが呻うめき声を上げ、腹を押さえた。

　アークの打撃で裂けたのだろう、ローブが大きく破けていた。

　そして、そこから何かが落ちて、草原の上を転がった。

　アークは足元まで来たそれを拾い上げる。

「これは……？」

　それは、何かの石の欠片かけらだった。

　なんの変へん哲てつもない──否いな、その石の断面は、暖だん炉ろで熱せられた炭のように、赤く発光していた。

「ほう……やはり反応するか。君もやはり《永続の神勢アイオーン》なのだな」

「俺おれがなんだって？　話を逸らすなよ！」

「まあ、聞きたまえ。君と、その大切な彼女にも関係のある話だ」

　言いながら、ラウルはその欠片の残りをローブの中から取り出した。

　アークの打撃によって壊れたのだろう。そこにはヒビが走っていた。

「これは──《智慧の樹の実エリクシール・マテリア》と呼ばれる。聞いたことはあるだろう？　あらゆる叡えい智ちを人に与えるという、伝説の秘石だ」

「そんなもん……ただのお伽とぎ話ばなしだろうが」

「その通りだ。これはそんなつまらないものではない。これこそはあらゆる召喚粒子マテリアの源みなもとにして、万能のエリクシール物質マテリア。《生命の樹セフイロト》の実たる我らとこの《智慧の樹の実》が揃そろうことで、楽園エデンは生まれる──我らの理想の世界が実現するのだ」

「──何の話だよ。新興宗教のご高説ならよそでやってくれ」

「君にも無関係の話ではないよ、アーク・ランバート。天然の《永続の神勢》」

「だから……なんなんだよ、それは？」

「君のように、召気アニムスを操る力を持つ者を、我らはそう呼んでいる。そして《永続の神勢》が《智慧の樹の実》を用いれば、あらゆる存在をこの世界へと現出させることが可能となる。神でさえも……。無論、死者を完全な形で蘇らせることも可能だ」

「──！」

　その言葉に、アークは息を呑のむ。

　手にしたちっぽけな欠片が、急に重さを増したように感じた。

「もちろん、そのためには適切な術式が必要だ。我ら《生命の樹》はそのための研究を行っている。どうだ、アーク・ランバート。興きよう味みはないかい？」

「そんなこと……簡単にできるわけがねえだろ」

　ラウルを問い詰めていたことも忘れて、アークはそのことについて訊きいてしまう。

　ラウルは薄く笑みを浮かべ、

「聞いたことはないかね？　東洋には、五行という技術がある。星の形によって示される五つの要素によって世界の仕組みを解き明かし、組み換える術式だ」

「それがどうした？」

「その中には、死者を冥めい界かいから連れ戻す祭式があるのだよ。《生命の樹セフイロト》の創設者はそれを研究していた」

「っ……！」

　アークは言葉を詰まらせる。

　東洋の術式を研究する──それは今までのアークでは発想もしなかった考えだ。

　そこには、死者を蘇よみがえらせる方法が、既に存在している？

「……つまり、なんだ。あんたは俺おれに《生命の樹》とやらに加入しろっていうのか？　それであんたらになんの得がある」

「いずれ分かる……今すぐ決断しろとは言わない。心に留とどめておいてくれればいい」

　そう告げて、ラウルは立ち去る気配を見せる。

　アークは慌てて呼び止めた。

「待てよ！　俺の質問に答えてねえぞ！」

「残念だが、時間切れのようだ」

　ラウルがそう告げる。

　アークの背後から、大勢の足音が近づいてくるのが聞こえた。

　見れば、避難場所となっている第二試合会場の方向から、教師たちがこちらへ走ってくる。中には生徒もいるようだ。

　ラウルが背に再び翼を召しよう喚かんした。

「なっ……まだ余力があったのか」

「潜入任にん務むなんだ。最低限、脱出のための手段は残しておくものだ」

「待ちやがれっ──」

　アークは相手を捉えようと手を伸ばすが、身体からだが思うように動かない。

　召気アニムスを使い切っていて、消しよう耗もうしていた。

　ユリノも同様だろう。実体化を保つので精一杯のはずだ。

「いずれまた会おう、アーク・ランバート。それまでその欠片かけらは、君に預けておく」

　ラウルは悠ゆう然ぜんとした態度で告げる。

　今までアークと死闘を繰り広げていたとは思えない。

　否いな──彼にとってはあの程度、任務のついでの小こ競ぜり合あいでしかなかったのかもしれない。

　そして彼は、一瞬後には高空へと移動していた。

　夜よ闇やみの中に、星よりもなお眩まばゆい天使の翼の煌きらめきが散る。

　そしてその姿は、遥はるか稜りよう線せんの向こうへと消えていった。

「大丈夫か、君たち！」

　教師たちがようやくアークたちの元へと駆け寄ってくる。

　アークは、ラウルが消えた方向の空を見上げたまま、小さく答えた。

「──俺おれは大丈夫です。それよりレイナを」

「あ、ああ。分かった」

　教師たちは気絶したレイナに走り寄り、介かい抱ほうする。

　何度か声をかけられると、彼女はゆっくりと眼めを開いた。

　それを見て息を吐きながら、アークは手の中に握にぎっていた石の欠片かけらを、そっとポケットにしまい込んだ。
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　昨夜、あれだけの騒ぎがあって、校舎の多くが火災にあったにもかかわらず、クローディア召しよう喚かん学院の授業は翌日の第一曜日ルナから再開された。

　教室棟の大半は使用不能なため、教員棟の一部が教室として割り当てられている。

　寮りようは男女両方とも火災の被害には遭わず、生活する分には困らないようだった。

「信じられねえな……何考えてるんだ？　学院のお偉いさんたちは」

　アークは昼食のサンドイッチを齧かじりながら、すぐ横の校舎を見上げた。

　中庭に作られた、仮設の食堂だった。

　屋根代わりに布製の幕が張られているが、壁はなく吹きさらしだ。

　秋の風は少し肌寒かった。

　校舎は、尖せん塔とうが崩れ、積石は焼け焦げて黒くなっている。

　ところどころではまだ火が燻くすぶっていた。

　ハイライン市の衛えい兵へい隊たいの隊員、手の空あいている教師や生徒が後片付けに追われていた。アークも、先ほど授業の間に少し手伝おうとしたが、怪け我がをしているのだから止やめろとロザリアに止められた。

　ロザリアのほうがよっぽど酷ひどい負傷だったはずなのだが、彼女はすでに平然と動き回っていた。

　学院はどう見ても、戦争でも起こったあとの様よう相そうだ。

　この状況でなお通常の運営をしようというのだから、お偉えら方がたの正気を疑いたくもなる。




「仕方ありませんわよ」




　不意に、声がかけられた。

　振り向くより早く、トレイを手に持ったレイナがアークの向かい、ユリノの隣に腰を下ろす。皿の中身は、いつもと同じパスタだった。どうやら彼女の好物らしいと、アークは最近気づいた。

「……レイナ。もう調子はいいの？」

「ええ」

　ユリノの問いに、レイナは頷うなずいて答える。

　金色の髪を後ろに撫なでながら、パスタを一口。

「あの程度で崩れたりなどしませんわ。今日だって、試合がありますしね」

　そうだった。

　告知板に貼られた、召喚対戦サモン・クルセイドの試合の予定表には、そう書かれていた。

　もっともその告知板のあった玄関ホールは、校舎の中で一番損そん傷しようが激しく、告知を書いてあった羊よう皮ひ紙しは総すべて燃えてしまった。

　今は正門の横に移された告知板に新たに張り紙がされていたが、アークはまだ見ていない。

　アークはユリノを呆あきれたように見ながら、

「仕方ないってことはねえだろ。昨日あんだけのことがあったのに、授業も試合も通常通りだなんて、マトモじゃねえぜ」

「学院としては、何も異常など起こっていないとアピールしたいのでしょうね。たかだか襲しゆう撃げき者の一人で問題が発生するようでは、大陸唯一の召喚術師サマナー養成機関としての権けん威いが揺らぐというものですわ」

「そんな大人の事情なんか知らねえよ……」

　そもそも、実際にこれだけ校舎がボロボロになっているのに、権威も何もあったものではないだろう。

「そんなことを言って、実は貴方あなたのほうが休みたいのではなくて？　明後日には試合がありますでしょう？」

「……そんなことはない。アークと私は、いつでも絶好調」

　ユリノが割り込むように言ってくる。

　レイナは二人の顔を見回し、

「ふぅん……ユリノ、貴女あなたはともかく、アークの方は随ずい分ぶんお疲れのようですわよ」

「……それは、昨日の夜……ねえ、アーク」

「昨日の夜、なんですの!?　ひょっとして……また貴方あなたはそんな破は廉れん恥ちなっ！」

「落ち着け！　何もねえよ！」

「……そう、あんなのまだまだ序の口。何もないのと同じ。今度はもっと凄すごいことする」

「やめろ！」

　まったく……と溜ため息いきを吐つき、アークは視線を背ける。

　と、そこで、レイナの服装に足りないものがあることに気づいた。

「──レイナ。剣、着けてないんだな」

「え、ええ」

　レイナは口に入れたパスタを飲み込みながら頷うなずく。

「折れた剣を持ち歩くわけには参りませんし。刃を潰していないものがもう一つ部屋にあるのですが、そちらは持ち歩く許可が出ていませんので──本当に融ゆう通ずうがきかないですわねっ」

「お前は憤いきどおるポイントがおかしいだろ……」

　さっきは学院の事情を気にかけていたのに。

「その……大丈夫か？」

　アークは先ほどのユリノと似たような問いを投げる。

　だが、そこに含まれる意味は、もう少し広い。

　レイナはそれにも頷いて、

「言いましたでしょう？　剣が折れても、騎き士しの心は折れるものではありませんわ」

　顔を上げ、言う。

「昨日はお兄様を逃してしまいましたが、なんてことはありません。生きていると分かったのは進展ですもの。まずは召喚対戦サモン・クルセイドで優勝し、聖召喚騎士サモン・クルセイダーの称しよう号ごうを手に入れる。それから、胸を張ってお兄様を連れ戻しに行きますわ」

　そう語るレイナの視線は、アークを真まっ直すぐに見ている。

　その表情に迷いは感じられない。

「──貴方たちにはお礼を言わなければなりませんわね」

「お礼？」

「ええ……わたしの心が折れなかったのは、二人の言葉があったからですわ」

　そう言って、レイナは頭を下げてくる。




「ありがとう──貴方あなたたちは、本当に素晴らしい騎き士し道精神の持ち主ですわ」




「……そんな」

「よせよ。俺おれたちは騎士なんて柄じゃないぜ」

　気恥ずかしくなって、アークは首を振る。

　ユリノもどこか照れている様子だ。

　しかしレイナは真まっ直すぐに言ってくる。

「騎士とは家いえ柄がらや身分ではなく、心の有り様ようですわ。ならば自分を貫つらぬき、強く在あれる貴方たちは、やはり騎士ですわよ」

　どうやら譲ゆずる気はないらしい。

　レイナの中では、アークたちは完全に騎士と認定されてしまったようだ。

（まあ、悪い気はしねえけど……）

　アークは思わず笑みを浮かべ、言った。

「ホントお前って気持ちいいやつだな」

「ふぁっ!?」

　レイナは、口に入れたパスタを思わず吹き出しそうになり、なんとか飲み込んでから叫んだ。

「な、な、何を言い出しますの貴方はっ!?」

「……アーク、ひょっとしてわざとやってる？」

「な、なんだよ二人とも？　俺そんな変なこと言ったか？」

　眼めを丸くして見回す。

　レイナは小さく溜ため息いきを吐つき、

「はぁ……もういいですわ。わたしは失礼いたします」

　と、いつの間にか空になったトレイを持って、席を立つ。

　なんだか熱に浮かされたみたいに足取りがヨロヨロしているが、本当に回復したのだろうか、とアークは少し心配になる。

「……アーク」

　ジト目になったユリノが名前を呼んでくる。

「だからなんだよ。文句があるなら言えってのっ」

「……言ったら、意味がない」

「なんなんだよそれ……」

　アークは困こん惑わくするしかない。

　ユリノはやれやれというように溜息を吐いた。珍しい仕草だ。

　と、そこへ。

「アーク・ランバート、レイナ・ブラッドフォード。ちょっと来てくれ」

　二人に呼びかける声があった。

　見れば、校舎から中庭に出る扉の辺りに、ロザリアが立っていた。

　ユリノの名前を呼ばなかったのは、周りに生徒がいるからだろう。

　その、どこか険しい表情に、三人は顔を見合わせた。





　　　　○






　ミスティア共和国東部の地方都市クロフツ。

　そのホテルの地下にある一室で、ランドルフは五つの人影に囲まれていた。

　彼が所属する組織──《生命の樹セフイロト》の五人の幹かん部ぶ。彼らは《五行星ペンタグラム》と呼ばれる。

　それは東洋に伝わる魔術に由来する図案で、星の五端が世界の構成要素を表し、それらを一巡する筆致は、世界の破壊と再生を意味するという。

　無限の破壊と再生──永劫回帰。

（……それを名づけたのが、この組織の創設者で、こいつらの目的が、その創設者を蘇らせることだってんだから、なんだか自作自演っつーか）

　そんなことを考えていると、《五行星》の一人が話しかけてきた。

『報告したまえ、ランドルフ』

「ああ……」

　ランドルフは告げる。

　ここより北方にある地方都市──ノックスでの仕事。

　余計な殺害を行いはしたが、騒ぎなどは起こすことなく任にん務むを終えた。

「……目的の品は、ちゃんと大陸行きの船に積まれた。見張りと一緒にな」

『ならばよい』

　周囲の者たちから、どことなく安あん堵どするような空気が伝わってくる。

　この、人間的な感情を欠いているような者たちもそんな反応をするのかと、ランドルフは少し驚いた。

「で、いったいどういうことなんだ？　あんなものを使って、あんたたちは何をするってんだよ」

『それはお前が知ることではない──』

『まあ、お待ちください』

　いつも通りの拒絶の言葉を、別の《五行星》が止めた。一番歳とし若い男──ラウル・ブラッドフォードだった。

『彼には、私の手伝いをしてもらいたいと思っています。今後のために、ある程度事実を伝えておくのもいいかと』

「へえ……どんな風の吹き回しだ、そりゃ」

　皮肉げに顔を歪ゆがませるランドルフに、ラウルはあくまで平然として、

『君に確保を頼んだあれは、黒き神の復活に必要な原料マテリアだ。召喚獣レヴナントは召喚粒子マテリアによってこの世界に現出する。だが、かの方の完全なる復活には、かの方の血を引く依より代しろが必要となる』

「へぇ……」

　ランドルフはノックスで、暴かれた墓の石盤に刻まれた名前を思い出す。

　ユリノ・ホークウッド。

　東洋での百合リリイを意味する言葉を名に持つその少女は、あの《永続の神勢アイオーン》たる少年──アーク・ランバートの召喚獣になっている。

　ラウルが言う。

「かの方は東洋にて五行における死者蘇そ生せいの祭式を知り、自身の永劫なる回帰をそれに託すことにした。そしてそのための依り代──材料マテリアとして、自らの血統を生み出した」

「なるほどねぇ……」

　その末まつ裔えいが、あの少女というわけだ。

　ランドルフの頭の中で、幾つかの事象が繋つながっていく。

《大戦争グランウオー》。

《生命の樹セフイロト》。

《智慧の樹の実エリクシール・マテリア》。

　それら総すべてが、復活のための布ふ石せきだったのだ。

　この組織において、黒き神、と崇あがめられる英えい雄ゆう──。

「歴史を操り《大戦争》の引き金を引き、また自ら幕を引いて人々の思想を進めさせた。そして今また、復活して歴史の舵かじを取る……自作自演っつーより、そりゃ一人芝居ってもんじゃないかね。虚むなしくならないのかねぇ……」

　小声の呟つぶやきは、周りの《五行星ペンタグラム》には届いていないようだった。

　話は終わった、というように、彼ら──正確には彼らの虚きよ像ぞう──が消えていく。

　どうせ、ラウルは、ランドルフが戻る部屋に勝手に入って待っているのだろう。

　そこで、今後の任にん務むを言い渡されるはずだ。

　ランドルフは闇やみからの出口へ向かいながら、独り言の続きを告げた。

　組織では呼ぶことがタブーとされている、『黒き神』の世間での名を。

「なあ、どうなんだ──？」




「《終戦の英えい雄ゆう》クローディア・ハイラインさんよ」





　　　　○






　翌日。

「おい、ユリノ。準備出来たか？」

　旧学生寮りようにて。

　アークは彼女の部屋に向かって呼びかける。

「……ちょっと待って。迷ってる」

「何にだよ。もう出発の時間なんだから早く──ってお前、何だよそれ！」

「……何って。ぱんつ」

「それは見れば分かる！　どうしてそんなものを床一面に広げてるんだよ！」

　部屋では、手前にユリノが腰を下ろし、奥に旅行鞄かばんが置かれている。

　そしてその間に数十枚という量の下着が並べられていた。

　ユリノがこちらを振り向き、

「……どれを持っていくか悩んでいる」

「どれでもいいだろそんなの！　大体お前、召喚粒子マテリアで好きなの構成できるだろうが！」

　召喚獣レヴナントであるユリノは、服や武器を自分の一部として実体化できる。当然下着もだ。

　だが、ユリノは不満そうに、

「……むう。アークは女心が分かっていない。下着くらい本物を身につけたい」

「そういうもんか？」

「……そういうもの。アークだって、脱がせるなら本物のほうが楽しいでしょ」

「ん、まあ……って何言わせるんだこのっ。いいから早く選べ！」

「……分かった。じゃあ一枚ずつ眼めの前で着てくから、アークが気に入ったのを選んで」

　とユリノは制服のスカートのホックを外そうとする。

　アークは慌ててそれを止めた。

　今からストリップショーなど始められてはたまったものではない。

「やめろ馬鹿！」

　そうして手を伸ばしながら踏み出した足が、床に置かれた下着の一枚を踏んでしまう。

「うわっ──」

　そしてそのまま、アークはユリノを押し倒すような形で倒れ込んだ。

「……アーク、朝から大胆」

「違えよ！　わ、こら、離せ！　変なところ触るな！」

「……口では嫌がっても、身体からだは正直」

「止やめろ！」




「何をしているんですのっ！」




　騒ぎ合っているところに、背後から怒声が響いた。

　振り向けば、つり上がった眼めでこちらを睨にらみ下ろすレイナが立っている。

「いつまで待っても来ないから様子を見にきてみたら……どういうことですの、これは」

「い、いや、違うぞレイナ──」

「部屋がこんな状態な時点で、どんな言い訳も無意味ですわね……！」

「だから──おい、その剣、真剣だろ!?　危ないから止めろって！　おい！」

　手に持っていた旅行鞄かばんを放り捨てて迫ってくるレイナから、アークはたまらず逃げ出した。

　結局──。

　この騒ぎのせいで出発が三十分遅れ、三人してロザリアに説教を受けることになった。




　──昨日の昼。

　ロザリアに呼ばれたアーク、ユリノ、レイナは、学院の理事長室に連れて行かれた。

　部屋には学院長一人がおり、他のお偉えら方がたは不在だった。

　そこでアークたちは、依頼を受けた。

　ラウルに奪われた《智慧の樹の実エリクシール・マテリア》を取り戻して欲しい、という。

『そんなの、衛えい兵へい隊たいや国軍の仕事じゃねえのか』

　というアークの問いには、ロザリアが答えた。

『学院が《智慧の樹の実》を所持していることは、共和国政府でもごく一部の人間しか知らない。大掛かりな捜査活動を行うわけにはいかないんだ。同じ理由で、他国の召喚術師サマナーに協力を要請することもできん』

『なるほど……』

　なかなか、面倒なしがらみがあるようだった。

『……なぜ、私たちに？』

　ユリノの問いに、またロザリアが答える。

『昨日の戦せん闘とうで、お前らは識気コギトを使いこなせたのだろう？　そして、襲しゆう撃げき者を撃げき退たいするという成果も上げている。無論、移動しながら特訓を続けることになるが……』

『それにしても、教師の方々もいらっしゃるでしょう？』

　というレイナの疑問には、学院長が返した。

『《智慧の樹の実》について知っている者は多くない。君たちは偶然から、学院にそれがあることを知った。秘密はできる限り護まもらねばならぬ』

　自分たちの保身のためにか？　という言葉をアークは飲み込んだ。

　これはチャンスだった。

　学院の立場を利用し──学院に楯たて突つくことなく《智慧の樹の実エリクシール・マテリア》に迫ることができる。

　アークの目的はユリノを蘇よみがえらせること。

　そのための方法があるなら、学院に留とどまることに──《召喚対戦サモン・クルセイド》での優勝にこだわる理由はない。

　ただ、保険はかけておきたかった。

『一つ、いいか？』

『なんだね？』

『俺おれは《聖召喚騎士サモン・クルセイダー》の称しよう号ごうそのものが欲しいわけじゃない。その付録で貰もらえる、ミスティア大学への無む償しよう入学権が目当てだ。けど、あんたの依頼で学院を休んじまったら、それは手に入らない。その辺はどうサポートしてくれんのかなって思ってな』

『……そこは勘案しよう。私の推薦状があれば、入学に関しては心配いらない』

『そりゃ助かるぜ』

　アークは笑みを浮かべた。

『君はどうかね？』

　学院長はレイナへと視線を向ける。

『君は《聖召喚騎士》の称号を得ることが目的だったかと思うが……。さすがにそれを用意することは無理だが、代わりに同格のものを用意することは──』

『侮あなどらないでくださいますか』

　と、学院長の言葉を遮さえぎって、レイナは言い放った。

『正規の方法でなく手に入れた称号など、なんの栄えい誉よにもなりませんわ。むしろそのようなもの、ブラッドフォード家の汚お辱じよくとなります。《智慧の樹の実》を取り戻せというのならそういたしましょう。ついでに国敵となる《生命の樹セフイロト》とやらを倒し《騎き士し十字勲くん章しよう》を受ければ良いだけのことですわ！』

　それは、国の危難を救うような活躍をした騎士に与えられる勲章だ。

　その価値は《聖召喚騎士》の称号よりも遥はるかに高い。

『なるほど……分かった』

　学院長は、小さく頷うなずいた。

『襲しゆう撃げき者は東方のクロフツに向かったと報告が入っている。明日、エインズワースくんと共にそこへ行ってほしい』

　その言葉に、アーク、ユリノ、レイナは頷いた。

　そして──。




　翌日。つまり、今日。

　四人は馬車に乗り込み、学院を出発した。

　馬車は四頭立てで、車内はかなり広い。

　ここからクロフツまでは一昼夜はかかる。疲労が出ないように、快適な車両を用意してくれたらしい。

「おい、ユリノ。なんでそんなに寄ってくる。そっち余裕あるだろ」

　隣に座るユリノに、アークは苦情を告げる。

「……そんなことない。荷物でいっぱいだから、仕方ない」

「嘘うそをつくな！　荷物は上の荷台にしまっただろうが！」

「おい、やかましいぞ、お前ら」

　苛いら立だたしげな声で、向かいの席のロザリアが言ってくる。

「ただでさえ狭い上に、禁煙だぞ、この馬車。学院長のやつ、少しは考えろっていうんだ……」

　そうして彼女は窓の木枠を叩たたきながら外を眺める。

（こりゃ、途中で何度も休憩が必要そうだな……）

　そんなことを思いながら、アークはロザリアの隣に座るレイナを見る。

　彼女は黙って、膝ひざの上に置いた本を読んでいる。学院の教本だった。

「──お前は、こんなところでまで勉強しなくてもいいだろうに」

　アークがそう言うと、レイナはキッと彼を睨にらんできた。

「わたしは、ちゃんと優秀な成績を修め学院を卒業するつもりですの。小ズルく立ち回って、大学の入学権だけを手に入れた誰かさんとは違うのですわ」

「小ズルくって……」

　正当な取引をしただけだとアークは思うのだが。

　愚直と言っていいほど真面目な《騎き士し姫》様には、お気に召さなかったようだ。

「まあ、いいけどよ……でも、馬車の中でそんなもん読んで大丈夫かよ？」

「ふん……そういうのは気の持ちようですわ。しっかりした意思があれば、こんな揺れなどどうということは──うっ」

「ちょ、お前──！」

　慌ててレイナから教本を取り上げるアーク。




　──なんとか最悪の事態は免まぬがれた。




　気分が優れないレイナはそのまま壁に寄り掛かるようにして寝てしまった。

　どことなく気まずい沈黙が車内に充みちる。

「アーク・ランバート」

　と、不意にロザリアが呼びかけてきた。

　彼女は吸えない黒煙草たばこを、それでも指で挟んでくるくると回しながら、

「お前……本当にこれでよかったのか？」

「ん？　どういう意味だ？」

「いや……お前は、あのままユリノと一緒に召喚対戦サモン・クルセイドを続けたかったんじゃないかと思ってな。どうなんだ？　実際のところ、さ」

　いつになく、どこか歯切れの悪いロザリアの問いに、アークはしかし、すぐに首を横に振って見せる。

「そんなことはねえよ」

　ユリノと目を合わせ、頷うなずき合ってから、

「学院長にも言った通り、俺おれが欲しいのは《聖召喚騎士サモン・クルセイダー》の称しよう号ごうじゃない。ミスティア大学の入学権だ。そしてそれは、ユリノを蘇よみがえらせるために必要だと思ったから目指してただけだ」

　権けん威いも名誉も、端はなからそのための手段でしかない。

　総すべては、ユリノを本当の人間に戻すため。

「だから、召喚対戦なんざどうでもいいね」

「そうか……本当に蘇らせるつもりなんだな」

「当然だろ」

　その迷いのない答えに、ロザリアは不思議な表情を示す。

「──悪い。一本だけ吸わせてくれ」

　そう言うと、ロザリアは馬車の窓を開けてから、咥くわえた煙草に火をつけた。

　黒い筒の先から立ち昇る紫し煙えんが、冷えた空気に散らされる。

　その横顔に、アークは複雑な感情が過よぎるのを見て取った。

　それが何か、正確には分からない。

　だが、遠い過去を想おもうような、誰かを懐かしむような、そんな──

「──本当に、時を戻せると、失ったものが還かえってくると、そう思うのか？」

　念を押すように、ロザリアは問うてくる。

　それはどこか、独り言のようにも聞こえたが、しかしアークとユリノはそれに答える。

　自分たちが、答えるべき疑問だと、そう思えたから。

「違うぜ、先生」

「──なに？」

「……時を戻したりなんかしない。私たちは未来のことを考えている。昔に戻りたいと思ってるわけじゃない」

「…………」

「そうだぜ。ユリノは失われたわけじゃない。こうして、ここにいるんだからな」

「…………なるほどな」

　ロザリアは、二人の顔を交互に眺めると、小さく苦笑した。

「それがあたしとお前らの違いだな……」

「？」

　ロザリアが呟つぶやいたその言葉の意味は、アークたちにはよく分からなかった。

　一瞬後にはロザリアはいつもの、威圧感のある表情を取り戻して、

「ま、お前らはそれで──それだからこそ、良いいんだろうさ」





　　　　○






　その後は静かに時間が過ぎていった。

　やがて日が暮れ、夜の森を貫つらぬく道を馬車は走る。

　途中の馬車駅で馬と御者を交替させているので、その歩みは鈍にぶってはいない。

　レイナ、それにロザリアはすでに身体からだに毛布をかけて眠っていた。

　アークも一度はそうしたのだが、寝付けず身を起こして、外を眺めていた。

「……アーク」

　ふと、小声でユリノが呼びかけてきた。

「なんだ？」

「……これで、よかったの？」

「…………」

　やはり、不安なのかもしれない、とアークは思う。

　ロザリアには自信満々な態度でああ言ったが、何か確かな根こん拠きよがあるわけではない。

　ラウルが言っていたことは総すべて嘘うそかもしれないし、妄もう言げんかもしれない。

　保証などどこにもない。

　召喚対戦サモン・クルセイドで優勝することより、それはよほど厳しい道だ。

　けれど──。

「ああ、いいんだよ」

　アークは、総てを肯こう定ていするようにそう告げた。

　制服のポケットに手を滑り込ませる。

　そこには硬い感触がある。

　ラウルから、半ば無む理り矢や理りに預けられた《智慧の樹の実エリクシール・マテリア》の欠片かけら。

　それはユリノを蘇よみがえらせる鍵となる──ラウルの言葉が真実なら。

　そこに確証はない。

　アークたちが歩む道に絶対などない。

　だが、それでも──。

　信じるしかないのだ。

　根こん拠きよなき信念を貫つらぬいて、やがて望む未来に辿り着けるはずだと。

　それは、決して辛い道程ではない。

　苦しく、困難かもしれないが、それでも。

　共に歩む者が、傍かたわらにいるのだから。

　だから──

「俺おれたちはただ、俺たちの目的を目指すだけだ。そうだろ」

「……うん」

　ユリノは小さく頷うなずいた。

　そしてそっと眼めを閉じる。

　何かをねだるような角度。

　アークは顔を寄せ、唇を重ねる。

　樹々の隙すき間まから差し込んだ月明かりが、二人を照らした。











─Allclosed and Uncontinued─















あとがき







　おはオオカミ！（あいさつ）　三み門かど鉄てつ狼ろうです。

『永劫回帰のリリィ・マテリア』２巻を無事お届けすることができました。

　今回のコンセプトは努力！　友情！　勝利！　アーク、ユリノ、レイナの三人が、特訓とかして強敵に打ち勝ちます。楽しんでいただけたらと思います。




　ここで残念なお報せですが、リリマテは今巻で終わりです……っ！

　そのため、１巻のあとがきで書いたとおり「俺おれたちの戦いはこれからだ！」エンドとなっております。

　しかし、物語の根幹に関わる設定に関しては、なんとか記すことができたのではないかと考えております。これを元に、今後アークたちが世界とどう向き合っていくのか──その辺をちょっとだけでも想像してみていただければ嬉しいです。




　パセリ様には１巻に引き続き素晴らしいイラストを描いていただけました。厳しいスケジュールの中、本当にありがとうございます！

　担当様にも、幾つものアドバイスとアイディアをいただきました。なかなかビシっと原稿を完成させられない三門に根気よく言葉をくださり、ありがとうございました！




　さて、残念なまま終わるのもアレなので、新刊の宣伝をさせてください！

　この本と同じく12月には、ファミ通文庫様から『聖王剣と喪われた龍姫Ⅰ』という作品を出させていただきます！　異世界ファンタジーですが、リリマテとはちょっとテイストの違うものになっております。

　また来月には、オーバーラップ文庫様から『いずも荘はいつも十月そのいちっ！』が刊行予定！　こちらは世界中の神話の神様が登場するラブコメです。イチャイチャしたりエロエロしたりするシーン多めでお送りします。

　興味がありましたら、ぜひぜひお手にとっていただければっ！。




　最後になりましたが、ここまでお付き合いくださった読者の皆様に惜しみない感謝を。

　また機会がありましたらお会いできれば幸いです。

　ではでは。





三門鉄狼











　著者

　三門鉄狼（みかど・てつろう）

　　北海道札幌市に生息するサッカオオカミ。




　　２巻です！！

　　よろしくお願いします！！！！




　イラスト

　パセリ

　　愛媛県出身イラストレーター。

　　ゲームと寝ることが好き。

　　最近は某ブラウザゲームにハマっています。
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